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 意識調査の概要 
次期環境基本計画の策定の基礎資料とするため、市民・事業所意識調査を実施した。 

調査方法及び回収結果を下表に示す。 

 

表 調査方法 

 市民 事業所 

調査対象 
市内在住の 18歳以上（（令和 6年 11月
1 日現在）3,000 人（無作為抽出） 

市内に事業所等を有する 300 社 

配布方法 郵送 

回答方法 調査票への記入後返送または WEB から回答 

調査期間 

2024 年 12 月 21 日～2025 年 1月 22 日 
※集計には 1月 22日以降に到着したものも対象とし、最終的な締め日は 2025
年 2月 14 日とした。 

 

表 回収結果 

 調査票配布数 回収票数 うち WEB 回答 回収率 

市民 3,000 1,239 276 41.3％ 

事業所 300 138 30 46.0％ 
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  意識調査の回答結果 

2.1 市民意識調査 

（1） 単純集計結果 

 

質問１ あなた自身のことについておたずねします。（あてはまる番号を１つ選択） 

【性別】 

「女性」が 53.0%、「男性」が 45.8%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

男性 567 45.8% 

女性 657 53.0% 

未回答 12 1.0% 

無回答・無効 3 0.2% 

回答者数 1,239 100.0% 
   

無回答 3 0.2% 

無効 0 0.0% 

 

【年齢】 

「70歳代以上」が 32.5%、ついで「60歳代」が 20.7%、「50歳代」が 15.6%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

10 歳代 18 1.5% 

20 歳代 82 6.6% 

30 歳代 117 9.4% 

40 歳代 165 13.3% 

50 歳代 193 15.6% 

60 歳代 257 20.7% 

70 歳代以上 403 32.5% 

無回答・無効 4 0.3% 

回答者数 1,239 100.0% 
   

無回答 3 0.2% 

無効 1 0.1% 

 

  

男性

45.8%

女性

53.0%

未回答

1.0%

無回答・無効

0.2%

10歳代

1.5% 20歳代

6.6%

30歳代

9.4%

40歳代

13.3%

50歳代

15.6%
60歳代

20.7%

70歳代以上

32.5%

無回答・無効

0.3%
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【居住地区】 

「大田原」が 78.0%、ついで「黒羽」が 16.1%、「湯津上」が 5.6%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

大田原 967 78.0% 

湯津上 70 5.6% 

黒羽 200 16.1% 

無回答・無効 2 0.2% 

回答者数 1,239 100.0% 
   

無回答 2 0.2% 

無効 0 0.0% 

 

【居住歴】 

「21年以上」が 76.5%、ついで「11～20 年」が 11.2%、「1～5年」が 6.8%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

1～5 年 84 6.8% 

6～10 年 62 5.0% 

11～20 年 139 11.2% 

21 年以上 948 76.5% 

無回答・無効 6 0.5% 

回答者数 1,239 100.0% 
   

無回答 6 0.5% 

無効 0 0.0% 

 

  

大田原

78.0%

湯津上

5.6%

黒羽

16.1%

無回答・無効

0.2%

1～5年 6.8%

6～10年 5.0%

11～20年 11.2%

21年以上

76.5%

無回答・無効 0.5%
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質問２ 大田原市の環境をどう思いますか。（あてはまる番号を１つ選択） 

「以前と変わらず良い」が 34.2%と最も多く、ついで「良くなってきた」が 24.1%、「わからな

い」が 19.5%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

以前と変わらず良い 424 34.2% 

良くなってきた 299 24.1% 

以前と変わらず悪い 93 7.5% 

悪くなってきた 119 9.6% 

わからない 242 19.5% 

その他 45 3.6% 

無回答・無効 17 1.4% 

回答者数 1,239 100.0% 
   

無回答 7 0.6% 

無効 10 0.8% 

 

 

 

問 2 その他回答 

分類 回答 

良い点 ・普通に良い。 

・市内地区は区画整理されて以前より良くなったと思います。 

・道路などのインフラが段々と良くなったのは実感している。 

・道路は良くなって来ています。 

悪い点 ・少し悪くなっているような気がする 

・現在、環境を維持しているもの高齢の方だとおもいます。少子高齢化による地域の維持

能力の低化が心配 

 太陽光パネ

ル 

・太陽光パネル設置による森林の伐採が進み環境破壊温暖化が進んでいる 

・良いとは思うが、昔はリスが居たタヌキが居た雑木林に太陽光パネルが設置され、そこ

に住み着いていた動物が見られなく成ったのがとても悲しい。 

・山林等の急斜面の木々伐採。休耕田畑に太陽光発電パネルが多くみられる。 

・太陽光発電が多くなり過ぎていると思う。→特に休耕地 

生活環境 ・下水などの設備が行き届いてない地区が多い、余り進んでないと感じる 

・水道水（ＰＦＡＳ) 

・ネコの野放しが多い。 

・住みやすい街は実感しているが、道端にゴミが落ちていたりと決して良いとは言えない 

・いぬとねこのうんちが多い。 

・環境は良いが、４６１号線の信号のそばの家なので、車の音がうるさい。 

交通 ・交通が不便（交通機関等） 

・市道が、凹凸場所が目立つようになった。 

環境整備 ・河川敷（（特に川が流れているまわり）の整備が良くない城山の整備（（散歩コースであっ

た）をしてほしい。 

・河川敷の整備。 

・旧市内は道路（・公園など整備されているが、黒羽地区はされていない。近くに子どもを

遊ばせる公園がない。 

環境以外 

子育て 

・子育てがしづらい環境になった。給食費無償化など… 

・子供が小さい頃は学童保育の適用年齢を上げて欲しいなどの要望がありましたが、今は

子供も大きくなり、学童の現状が解りません。学童以外でいうと、動物に優しい環境づ

くりをお願いしたいと思います。 

・小学生の学童保育の充実しているところもあると思いますが中心部より離れているとこ

ろは難しいところもあると思います 

・だんだん人口がかたよってきた。都市部はいいが、農村部では子供少なくて育てづらい。 

以前と変わらず

良い

34.2%

良くなってきた

24.1%

以前と変わらず

悪い

7.5%

悪くなってきた

9.6%

わからない

19.5%

その他

3.6%

無回答・無効

1.4%
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分類 回答 

環境以外 

地域活性等 

・大田原は大田原でも湯津上、黒羽地区はまだまだ発展を望む。 

・旧大田原市内地の商店が寂しくなってきた。 

・銀行での今までのサービスがなくなった 

・住まいのまわりに何も無い為とても不便。 

・野崎駅のパーキング状況をＨＰなどでわかるようにしてほしい唯一の市内の駅です。着

いてから満車だったりするととても困ります 

良い点・悪い点ど

ちらもある 

・自然環境は良くなってないが、生活環境は良くなっている様に思います。 

・自然に変化しているので良、悪決めがたいから②かな 

・良くなってきた所と悪くなってきた所があると思います 

・良くなった点も悪くなった点もあり、どちらかに答えにくい。 

・良い部分、悪い部分それぞれあります。 

・良いと悪いところがある 

・良・悪混在。 

・（「環境」ひとくくりでは答えられない 

変わらない ・以前と変らず普通 

・良くも悪くもない 

・変った感じがしない 

・変わらない 

・以前と変わらない。 

・全くかわらない 

・変わった実感はない 

・かわらない（良くも悪くも大きく変化してない） 

・変わらず良くも悪くもない 

・以前と変らないと思います 

・変化が感じられない（良くも悪くも） 

・以前と良くも悪くもなく変わらない。 

わからない ・去年、関西から転入したばかりで 1年では変化がよくわからない。 
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質問３ 質問２で「以前と変わらず良い」、「良くなってきた」と回答した方に質問です。 

    大田原市のどのような点に満足していますか。 （あてはまる番号をすべて選択） 

「大雨などの気象災害が少ない」が 70.3%と最も多く、ついで「空気がきれい」が 54.2%、「静

かである」が 53.5%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

市民のマナーが良い 132 18.3% 

空気がきれい 392 54.2% 

静かである 387 53.5% 

河川がきれい 205 28.4% 

ごみが散らかっていない 247 34.2% 

緑が多い 353 48.8% 

野生動物が多い 54 7.5% 

害虫や害獣がいない 50 6.9% 

ミヤコタナゴやザゼンソウなど貴重な野生

動植物が見られる 
34 4.7% 

四季を通してすごしやすい 348 48.1% 

大雨などの気象災害が少ない 508 70.3% 

環境に配慮された交通機関を利用できる 53 7.3% 

わからない 3 0.4% 

その他 30 4.1% 

無回答・無効 7 1.0% 

回答者数 723 100.0% 
   

無回答 7 0.6% 

無効 0 0.0% 

 

4.1%

0.4%

4.7%

6.9%

7.3%

7.5%

18.3%

28.4%

34.2%

48.1%

48.8%

53.5%

54.2%

70.3%

その他

わからない

ミヤコタナゴやザゼンソウなど貴重な野生動植物が見ら

れる

害虫や害獣がいない

環境に配慮された交通機関を利用できる

野生動物が多い

市民のマナーが良い

河川がきれい

ごみが散らかっていない

四季を通してすごしやすい

緑が多い

静かである

空気がきれい

大雨などの気象災害が少ない

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

複数回答
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問 3 その他回答 

分類 回答 

自然環境 ・私の住む地域は鳥獣のサギでの地域は鳥獣のサギで環境被害に悩まされています！市の

担当方々には日曜日も返上し対策して頂き少しづつ被害が緩和してます。市の担当者に

は感謝します。今後もさらなる対応をお願い致します。 

ごみ・生活環境 ・廃墟をあまり見ない。 

・田舎の道路沿いに、ポイ捨てが非常に多い。 

・ごみですが、１０年近く、ゴミ拾いをしていますが、近年少ない。（コロナ以降） 

・河川整備にとりくんでいる。「ゴミ」問題に取り組んでいる。 

 （悪い点） ・農村部においてはゴミのポイ捨が多い弁当や菓子のゴミをレジ袋に入れて捨ててある 

・①（ポイ捨て）は多い 

・住宅街にゴミは少ないが一歩外に出るとごみが散らかっている。マナーの悪い人達がい

ることも事実です。 

商業施設・住みや

すさ 

・生活に必要な店舗が多くある 

・店が充実してきた 

・住みやすい、買物に困らないから 

・適度に栄えていて、住みやすい 

・ドンキや山岡家といった店が増えてきた 

地域活動・活性化 ・活気がある、祭りなどイベントが多い 

・大学の誘致により街が活性化してきたと思う。 

交通・まちの整備 ・交通での整備で良くなっている 

・交通網 

・道路が舗装されて車での移動がしやすくなった。 

・交通での整備で良くなっている 

・道路の整備、古い建物の建替え 

・道路が良く整備されていると思います。 

・幹線道路の整備により、街並みや商業施設が整ってきた 

・中央公園の整備や架線の地中化など開発により洗練された街並みになってきていると感

じます 

 （悪い点） ・市内交通は自家用車のみ。バスは不便すぎる。これから自分達での生活が難かしくなり

どうしていくか考えてしまう 

その他 ・市民(在住大学生)を対象に、クーポン配布などをしていたから 

・社会福祉支援のサービスが手厚い 

・子育てがしやすい。開業医（（小児）が近くにあり、拠点病院もある。地域のつながりが

ある。 

・あたたかい 

・住民の方々が親切で、やさしい。 
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質問４ 質問２で「以前と変わらず悪い」、「悪くなってきた」と回答した方に質問です。 

大田原市のどのような点に不満がありますか。（あてはまる番号をすべて選択） 

「市民のマナーが悪くなったから」が 44.3%と最も多く、ついで「特に夏場の気温が高くなっ

たから」が 38.2%、「害虫や害獣が増えたから」が 36.3%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

市民のマナーが悪くなったから 94 44.3% 

空気が悪くなったから 12 5.7% 

騒音振動が激しくなったから 30 14.2% 

悪臭がするようになったから 20 9.4% 

河川が汚れてきたから 50 23.6% 

ごみが散乱するようになったから 61 28.8% 

緑が少なくなったから 48 22.6% 

野生動物が少なくなったから 17 8.0% 

害虫や害獣が増えたから 77 36.3% 

市特有の貴重種が守られていないから 12 5.7% 

特に夏場の気温が高くなったから 81 38.2% 

大雨などの気象災害が増えたから 38 17.9% 

地球温暖化防止の取り組みが少ないから 38 17.9% 

交通機関が環境に配慮されていないから 59 27.8% 

わからない 0 0.0% 

その他 52 24.5% 

無回答・無効 2 0.9% 

回答者数 211 100.0% 
   

無回答 2 0.2% 

無効 0 0.0% 

  

24.5%

0.0%

5.7%

5.7%

8.0%

9.4%

14.2%

17.9%

17.9%

22.6%

23.6%

27.8%

28.8%

36.3%

38.2%

44.3%

その他

わからない

市特有の貴重種が守られていないから

空気が悪くなったから

野生動物が少なくなったから

悪臭がするようになったから

騒音振動が激しくなったから

地球温暖化防止の取り組みが少ないから

大雨などの気象災害が増えたから

緑が少なくなったから

河川が汚れてきたから

交通機関が環境に配慮されていないから

ごみが散乱するようになったから

害虫や害獣が増えたから

特に夏場の気温が高くなったから

市民のマナーが悪くなったから

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

複数回答
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問 4 その他回答 

分類 回答 

太陽光パネル ・太陽光発電が増えすぎている 

・太陽光パネル乱設 

・特に、太陽光発電の為のソーラーパネル設置による環境悪化。 

・森林伐採をしてソーラーパネルを設置することは環境破壊だと思われる。 

自然環境 ・家の周りの緑が減ってきた 

・田んぼ、畑が宅地や集合住宅、商業施設になるのが多い。 

・あちこちに新しい道路←必要なものかも疑問に感じる。ができ、樹木がなくなってきた。 

・川の水が少なくなったから、住む場所がないのか病気になって死んでくタヌキを見た 

・野生動物が多くなった。 

・花粉飛散が酷くなってきた。手入れされていない放置された杉（・檜山が多い。落葉する

広葉樹の方が環境に良いと思う。(紅葉し景観も良くなる) 

・雑草の多い町、野犬やたぬき、いのししが多い 

環境の整備 ・農業の廃材の処理など農地の管理がとても悪い 

・川が流れているまわりを整備してほしい。 

・市外の雑草がひどくなったし、草刈りも雑 

・道路の除草の回数が減り、雑然としている場所がふえた。 

・空屋・空地が目立つし、雑草が生い茂っている 

・道路沿の植木・土手の草が生え放題 

・ふれあいの丘、利用少い。公園の整理悪い。道路が悪い 

空家・放棄地 ・廃屋が増えた 

・ゴミの分別が出来ていない、耕作放棄地が増えている 

・高齢化のため、空家が増えたから。 

・周辺に耕作放棄地の増加・堆肥運搬中に道路に撒き散らす等 

・町中に廃墟が増えてきた 

・空屋・空地が目立つし、雑草が生い茂っている 

ごみ ・親不孝通りでは、飲食店と飲食店の間の隙間に空き瓶などが捨てられている。カラスや

猫がゴミステーションを荒らしている。 

・祭りなど行事のあとにゴミが散らかっている 

・①－信号近くのごみの増、⑥－河川のごみが増 

・ゴミの分別が出来ていない、耕作放棄地が増えている 

・不法にごみを燃やす人が多い※畑、個人宅。 

・さび川の河川がゴミでいっぱい。城山裏の河川 

・川の中にゴミが散乱している。 

その他生活環境 ・悪臭を出して利益を上げてる。周りの人はガマンしてる。市は対応すべきだ。 

・近くの工場ボイラーのばい煙（スーツブロー）がヒドイ！ 

・野良犬対策を全くしていない。野良犬が自宅付近うろつき威嚇してくるので子供が外に

出られません！！（ 

交通 ・交通網の整備 

・市バスの明朝、深夜の便が無い、水道代が高い 

・市道が狭い所が多い 

・街中心の整備が多すぎ、街以外の整備（道路が進んでない。 

・大田原への交通便が悪い。デマンドも不便、用が足りない。日赤へなかなか行けない。 

・道路が整備されていない。高速道路ＩＣまで遠い 

・交通の便が悪くなった。 

・乗客が少ないのに大型バス無駄 

・交通運転マナーが悪い。 

・学童の通学路（（歩道）がなく朝の車の多い時間とても危い。大田原（（金丸）の続きから

国道４６１にダイエーの通りに歩道がほしい 

・市内の整備は良いがいなかの道路が整備されない。 

・住みずらい。公共交通機関が少ない。８０歳過ぎても、クルマを手離なせない。 

公共サービス ・新しい道の駅を作り訪れる人を増やすと言っていますがそのお金を住みやすい町にする

ようなものに使って欲しい。住民第一 

・水道代が高い 

・温暖化に伴い、自由に入れる涼しい場所を公共的に作って欲しいです。 
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分類 回答 

その他 ・電話回線の環境が古いまま 

・冬がさむい 

・道路沿いの為前の山の森林で冬すぐ日が影る 

・治安の悪化、道路工事（いつまでも終わらない） 

・高齢化 

・外国人が増え不安に思う。 

・気温と温暖化の化学的に証明されていないのに質問にのせているのが不満 
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質問５ あなたは、どのような大田原市の将来を望んでいますか。 

（あてはまる番号をすべて選択） 

「災害への備えが充実しているまち」が 61.5%と最も多く、ついで「安心して働けるまち」が

54.6%、「自然が豊かなまち」が 51.9%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

公害のないまち 528 42.6% 

交通渋滞のないまち 336 27.1% 

安心して働けるまち 676 54.6% 

便利で近代的なまち 437 35.3% 

自然が豊かなまち 643 51.9% 

伝統を大事にするまち 408 32.9% 

災害への備えが充実しているまち 762 61.5% 

気候変動に適応した過ごしやすいまち 524 42.3% 

わからない 18 1.5% 

その他 75 6.1% 

無回答・無効 25 2.0% 

回答者数 1,239 100.0% 
   

無回答 25 2.0% 

無効 0 0.0% 

 

 

  

6.1%

1.5%

27.1%

32.9%

35.3%

42.3%

42.6%

51.9%

54.6%

61.5%

その他

わからない

交通渋滞のないまち

伝統を大事にするまち

便利で近代的なまち

気候変動に適応した過ごしやすいまち

公害のないまち

自然が豊かなまち

安心して働けるまち

災害への備えが充実しているまち

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

複数回答
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問 5 その他回答 

分類 回答 

環境 ・道路などの整備が悪い所と良いところの差がありすぎる。私の畑の土手にゴミのポイ捨

てがある今年の夏に一輪車のたいやが 6本も捨ててあった。 

・老人•子どもに優しく、障害者また発達障害を持った方々に理解のある住みやすい市で

あって欲しいと思う。住民同士が助け合い、自然だけでなく、そういった環境の良い住

みやすい市であって欲しい。市で野良猫など地域猫の体制に力を入れ、動物にも優しい

取り組みを願います。 

・ゴミを可能な限り０ゼロに近づける。 

・自然を愛し、里山をだいじにしてほしい。 

・環境の良い町（町中のＵ字工の泥の排出してもらいたい 

・道路・歩道が整備されている町（雑草対策） 

・田、畑、山が荒れていないまち。子ども達がたくさんいるまち 

・高齢化、空き家、道路にはみ出している樹対策 

交通 ・車以外の公共交通機関がもっと利用出来るようになって欲しい。 

・高齢でも不便なく交通が利用できる町、自動運転バスなど 

・高齢者が多いなか、バス停があっても行きたい場所に行けない方向が違うとよくそうい

う声を聞くので、交通区域が広がって、タクシー待ちのない安心して住める大田原市を

望む！！ 

・交通機関の充実を希む 

・交通の便が良いまち 

・信号いっぱいあって景観が悪い。 

・老人の交通手段が充実している市（免許返納しても生活できる） 

・高齢者の交通の便 

・交通機関に不便のない用にしてほしい。黒羽は特に悪い。免許証返かんして 

・公共交通（バス）の充実 

・過疎地でも歩いて買物ができる環境 

・交通の便をよくしてもらいたい。 

・車の運転ができない人にも利便性のよい街にしてほしい 

・電車が通ってる街 

・お年寄りなど車がない人も安心して暮らせるまち 交通や医療 

・車がなくても生活のできるまち 

・車がなくても交通手段があるまち 

・4－近代的な町でなくていいのですが便利な町を望みます 高速道路までが遠いです

（不便です） 

・交通機関を充実させて欲しい デマンドをもっとつかいやすく 

・年よりの外出（移動）ルートがたくさんあるといい 

子育て・福祉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子供がのびのびと、元気に過ごせるまち 

・子育てや高齢者への支援がある町 

・子どもが住みやすい、育てやすいまち 

・子どもが安全な生活ができるまち 

・子育てのしやすいまち 

・老人•子どもに優しく、障害者また発達障害を持った方々に理解のある住みやすい市で

あって欲しいと思う。住民同士が助け合い、自然だけでなく、そういった環境の良い住

みやすい市であって欲しい。市で野良猫など地域猫の体制に力を入れ、動物にも優しい

取り組みを願います。 

・人に優しいまち 特に子ども 

・しょうがい者にやさしい町 トイレなどに手すりを！ 

・子供をそだてやすい町 

・安心して子育てができ、高齢者への保障が充実しているまち。 

・子供がすごしやすいまち、安全安心安楽安定 

・人口誘導施策 教育支援、高令者福祉 

・子育てに対し前向きな政治 

・お年寄りの子供も生活しやすいまち 

・現状維持で良い。子供の安全が確保出来るまち 

・子どもに関するほ助等があったり、子どもを育てやすい環境にしてほしい。 

・子育てがしやすい環境の継続 
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分類 回答 

子育て・福祉 ・子供たちが外で自由に遊び、安心して通学できる様にすぐにでも対応して頂きたい！！ 

・安心して暮らせる…子育て、高齢者に優しい町 

・子供が多い、若い人が多く活気ある市。 

治安 ・安心して生活できるまち 

・安全 

・差別ではないが、世の中がいくら人手不足で大変でも外国人の労働者は入れなくていい。

結局の所文化が違うので治安が悪くなったりゴミが増えたり日本人が住みづらくなる。 

・安心して暮らせるまち。（ちあん） 

地域活動 ・ご近所づき合いが気軽に出来るまち 

・自治会入会が少なく、役員のなり手もいない。自治会をなくし、その費用を市へ。 

産業・観光 ・市内の昔からの商工会や住民が無くなり市内が寂しいく東武デパート付近のみ華やかで

市内を華やかにお願い致します。 

・長老や寺社を大切にするまち。再生産できる農業を保証してくれるまち。←これは重要

ですよ。 

・有機栽培農業が主流で安全な食生活のできるまち！ 

・産業発展→税収ｕｐ→生活しやすい。 

・旧市内がさびしい。市の方針（長期計画等）が見えない 

行政 ・市民１人１人の声が反映される町 

・いずれ那須塩原に吸収合併すると思います。それを見据えたものが良い 

・金銭的にも豊かなまち 

・水道代が安い街 

・エネルギの市、デジタルネットワーク 

・大田原市全地域においてお年よりから子供まで元気なまち。それを底から支えてくださ

る市政。地域が地域の人の力によって守られて維持されている。地域の文化も継承され、

守られて維持されている。。 

その他 

 

・LM がたくさん置いてあるゲーセンたくさん置け 

・様々な面で余裕のあるまち 

・たくさんのスポーツが出来る環境がある街づくり 

・市民の道徳性が高い街 

・お互い様の心を大切にした街づくり 

・市民の気持ちがやさしく人への思いやりが日常の中で自然に生まれて来る様な 

・考えたこともない 

・物よりも、心の豊かさを実感できる郷土であってほしい。 
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質問６ あなたは、日常生活の中で環境の保全に向け、どのような取り組みを行っていますか。 

（あてはまる番号をすべて選択） 

「買い物にマイバッグを持参しレジ袋は購入しない」が 79.0%と最も多く、ついで「ごみの分

別を徹底している」が 71.3%、「地域の清掃」が 39.0%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

環境ボランティアへの所属 32 2.6% 

公園、山、川の清掃 86 6.9% 

地域の清掃 483 39.0% 

生ごみからのたい肥作り 147 11.9% 

ごみの分別を徹底している 883 71.3% 

地区などで行う資源物の集団回収に協力し

ている 
397 32.0% 

家庭菜園を行っている 426 34.4% 

自然観察会や環境学習会などへの参加 23 1.9% 

貴重な生き物や野生動植物の保護活動への

参加 
21 1.7% 

市内の自然の良さなどについて SNS(インタ

ーネットの交流サイトなど）での情報発信 
9 0.7% 

環境家計簿をつけている 4 0.3% 

家電を使用しないときはコンセントを抜く

ようにしている 
369 29.8% 

節水コマを使用するなど節水に心がけてい

る 
174 14.0% 

買い物にマイバッグを持参しレジ袋は購入

しない 
979 79.0% 

牛乳パックや食品トレイなどの店頭回収を

利用している 
461 37.2% 

その他 31 2.5% 

無回答・無効 23 1.9% 

回答者数 1,239 100.0% 
   

無回答 23 1.9% 

無効 0 0.0% 
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質問 6 その他回答 

分類 回答 

省エネ ・ゼロエネルギーハウスにしている 

・太陽光パネルの設置 

・節電 

分別・リサイクル ・雑紙、ダンボール、ペットボトルの店頭回収を利用している、徹底してプラスチックゴ

ミの分別をしています。もえるゴミが減りました。 

・プラスチックゴミ回収 

・包装プラスチック類の回収は評価します。どこでどのように処理再生されるのか知りた

いです。落葉を集めて腐葉土を作っている。（庭木を何本も植栽しているので） 

・６（集団回収）は高齢化に伴い一部出来なくなってしまったものがあります。 

・（「キェーロ」で生ゴミを削減 

・自治会を通っている大きな道路草刈を何回も行ないカン、ビン、ゴミ等の回収している 

ごみを減らす ・汚水を紙に含ませ焼却 

・必要のないものの購入をしない、余分に買わない 

・ごみが多くならない消費を、心がけている。 

・必要ないものは買わない、食材の無駄をしないようにしている 

2.5%

0.3%

0.7%

1.7%

1.9%

2.6%

6.9%

11.9%

14.0%

29.8%

32.0%

34.4%

37.2%

39.0%

71.3%

79.0%

その他

環境家計簿をつけている

市内の自然の良さなどについてSNS(インターネットの交流サイト

など）での情報発信

貴重な生き物や野生動植物の保護活動への参加

自然観察会や環境学習会などへの参加

環境ボランティアへの所属

公園、山、川の清掃

生ごみからのたい肥作り

節水コマを使用するなど節水に心がけている

家電を使用しないときはコンセントを抜くようにしている

地区などで行う資源物の集団回収に協力している

家庭菜園を行っている

牛乳パックや食品トレイなどの店頭回収を利用している

地域の清掃

ごみの分別を徹底している

買い物にマイバッグを持参しレジ袋は購入しない

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

複数回答
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分類 回答 

緑化活動・清掃活

動等 

・家の近くの道路ぞいのゴミ、雑草は、とり除いている。 

・隣家の林の清掃。自然環境汚染を守るための奉仕 

・植樹 

・地域の田やあぜ道の草刈り（６回／年） 

・ポイステをしない 

・落ちてるゴミを拾う 

・散歩中に見つけたゴミは拾うようにしている 

・竹チップで雑草無くす、放置竹林対策 

・家の前の地熱を上げない様に芝を植えています 

その他 ・環境保全の為に行動されている方々にありがとうの挨拶実践 

・2 キロ圏内では歩き又は自転車で行動している 

・地域の鳥獣被害を対策してます。 

・環境に良い洗剤を買っているｇｒｅｅｎ ｐｅａｃｅへの寄符環境に良い企業の商品を

利用する 

・屋敷周りへの除草剤はＮＧ。２０ａの畑へは、農薬不使用。…なので、キャベツやハク

サイ等の葉物野菜はいつも全滅です。 

・体が不自由なので自分でできる事だけを行っています。 

実施していない ・動植物の保護や環境保全に興味がありますが参加していません。 

・してません。すみません 

・あまり行っていない 

・何もしていない 
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質問７ 環境の保全と生活の便利さについて、あなたの考え方に最も近いものはどれですか。 

（あてはまる番号をすべて選択） 

「環境の保全と、便利な生活を両立したい」が 77.2%と最も多く、ついで「便利で快適な生活

よりも、環境の保全を優先した生活を送りたい」が 7.7%、「環境に良くないとしても、便利で

快適な生活をあまり変えたくない」が 5.1%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

環境に良くないとしても、便利で快適な生

活を変えたくない 
26 2.1% 

環境に良くないとしても、便利で快適な生

活をあまり変えたくない 
63 5.1% 

環境の保全と、便利な生活を両立したい 957 77.2% 

便利で快適な生活よりも、環境の保全を優

先した生活を送りたい 
95 7.7% 

環境の保全を最優先した生活を送りたい 52 4.2% 

無回答・無効 46 3.7% 

回答者数 1,239 100.0% 
   

無回答 31 2.5% 

無効 15 1.2% 

 

  

環境に良くないとし

ても、便利で快適な

生活を変えたくない

2.1%

環境に良くないとして

も、便利で快適な生活を

あまり変えたくない

5.1%

環境の保全と、便利な

生活を両立したい

77.2%

便利で快適な生活より

も、環境の保全を優先し

た生活を送りたい

7.7%

環境の保全を最

優先した生活を

送りたい

4.2%

無回答・無効

3.7%
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質問８ あなたは、地球温暖化防止に向け、どのような取り組みを行っていますか。 

    （あてはまる番号をすべて選択） 

「詰め替え商品を使っている」が 74.1%と最も多く、ついで「照明はこまめに消している」が

67.3%、「シャワーを出しっぱなしにしない」が 60.9%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

照明はこまめに消している 834 67.3% 

冷暖房温度の設定を控えめにしている 725 58.5% 

冷暖房効果を高めるよう工夫している 336 27.1% 

エアコンのフィルターをこまめに掃除して

いる 
324 26.2% 

風呂の残り湯を洗濯などに利用している 331 26.7% 

シャワーを出しっぱなしにしない 754 60.9% 

詰め替え商品を使っている 918 74.1% 

冷蔵庫の詰めすぎや必要以上に開閉をしな

いようにしている 
497 40.1% 

省エネルギー型の家電の購入 355 28.7% 

太陽光発電システムの導入 180 14.5% 

太陽熱温水器の導入 50 4.0% 

住宅の窓や外壁の断熱構造化 228 18.4% 

照明の LED への切り替え 719 58.0% 

エネファーム、エコキュート、蓄電池など

の導入 
271 21.9% 

再生可能エネルギー比率の高い電力の購入 21 1.7% 

余分な買い物をしない 511 41.2% 

自転車の利用や徒歩を心がけている 173 14.0% 

公共交通機関を積極的に利用している 55 4.4% 

急発進・急加速をしない 571 46.1% 

タイヤの空気圧を適正にしている 476 38.4% 

アイドリングストップを心がけている 365 29.5% 

ハイブリッド車、電気自動車などの購入 282 22.8% 

自宅周辺の林の整備や森林整備活動の実施 53 4.3% 

その他 14 1.1% 

無回答・無効 9 0.7% 

回答者数 1,239 100.0% 
   

無回答 9 0.7% 

無効 0 0.0% 
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1.1%

1.7%

4.0%

4.3%

4.4%

14.0%

14.5%

18.4%

21.9%

22.8%

26.2%

26.7%

27.1%

28.7%

29.5%

38.4%

40.1%

41.2%

46.1%

58.0%

58.5%

60.9%

67.3%

74.1%

その他

再生可能エネルギー比率の高い電力の購入

太陽熱温水器の導入

自宅周辺の林の整備や森林整備活動の実施

公共交通機関を積極的に利用している

自転車の利用や徒歩を心がけている

太陽光発電システムの導入

住宅の窓や外壁の断熱構造化

エネファーム、エコキュート、蓄電池などの導入

ハイブリッド車、電気自動車などの購入

エアコンのフィルターをこまめに掃除している

風呂の残り湯を洗濯などに利用している

冷暖房効果を高めるよう工夫している

省エネルギー型の家電の購入

アイドリングストップを心がけている

タイヤの空気圧を適正にしている

冷蔵庫の詰めすぎや必要以上に開閉をしないようにしている

余分な買い物をしない

急発進・急加速をしない

照明のLEDへの切り替え

冷暖房温度の設定を控えめにしている

シャワーを出しっぱなしにしない

照明はこまめに消している

詰め替え商品を使っている

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

複数回答
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問 8 その他回答 

分類 回答 

リサイクル ・プラスチック製品を出している。 

省エネ ・ソーラー充電式のライトを使用し夜中の玄関､廊下､部屋の照明に使用してます！ 

・生活の上での日向と日除けの活用 

交通手段 ・１８（公共交通機関）は本数がもう少し多ければ利用したい。 

・免許返納済 

森林整備等 ・植樹 

・森林・竹林利用の活性化。 

教育 ・子どもに伝えている 

環境への意識 ・地球温暖化防止の考えのみならず、資源を無駄にしない行政の働き、役割、一人一人の

考え方をみつめ直し、行動を正しくしていくようにしていく。 

消費行動 ・環境を配慮しない企業は利用しない 

その他 ・特に意識していない 

・何もしていない 

・地球温暖化防止に上記の行動が役立つとは思えない 

・生活費のため節約はしている。現状に合った質問をしてくれ 

 

 

質問９ あなたが、地球温暖化対策に取り組む上で、行政に望むことは何ですか。 

    （あてはまる番号をすべて選択） 

「公共交通機関の利便性確保」が 51.2%と最も多く、ついで「ハイブリッド車や電気自動車の

購入への補助金などの支援」が 49.2%、「太陽光発電、エネファーム等の住宅設備導入や ZEH

（ゼッチ）化への補助金などの支援」が 35.8%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

太陽光発電、エネファーム等の住宅設備導

入や ZEH（ゼッチ）化への補助金などの支

援 

443 35.8% 

ハイブリッド車や電気自動車の購入への補

助金などの支援 
609 49.2% 

公共交通機関の利便性確保 634 51.2% 

地球温暖化防止に関する環境学習の充実 216 17.4% 

市民・事業所・行政の協働の場の提供 161 13.0% 

広報紙やインターネットによる情報提供 248 20.0% 

無回答・無効 46 3.7% 

回答者数 1,239 100.0% 
   

無回答 46 3.7% 

無効 0 0.0% 
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13.0%

17.4%

20.0%

35.8%

49.2%

51.2%

市民・事業所・行政の協働の場の提供

地球温暖化防止に関する環境学習の充実

広報紙やインターネットによる情報提供

太陽光発電、エネファーム等の住宅設備導入やZEH

（ゼッチ）化への補助金などの支援

ハイブリッド車や電気自動車の購入への補助金などの

支援

公共交通機関の利便性確保

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

複数回答
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質問 10 あなたは、大田原市が力を入れるべきだと思う環境政策は何ですか。 

    （あてはまる番号をすべて選択） 

「不法投棄・ポイ捨て対策」が 45.6%と最も多く、ついで「大雨の増加や気温上昇への適応

策」が 44.5%、「川やため池の景観の保全・回復」が 41.2%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

川やため池の景観の保全・回復 510 41.2% 

野生生物の保全や希少な生き物の保護 272 22.0% 

森林の保全・育成 484 39.1% 

農用地の保全 485 39.1% 

公園の整備 497 40.1% 

歴史文化的遺産の保全 323 26.1% 

大気汚染対策 273 22.0% 

川やため池の水質保全 425 34.3% 

下水道や合併処理浄化槽の普及 364 29.4% 

騒音・振動対策 164 13.2% 

有害化学物質対策 201 16.2% 

土壌・地下水汚染対策 312 25.2% 

悪臭対策 184 14.9% 

ごみの減量化の推進 359 29.0% 

ごみリサイクルの推進 488 39.4% 

リサイクル製品購入の奨励 238 19.2% 

ごみ処理の適正化 333 26.9% 

不法投棄・ポイ捨て対策 565 45.6% 

大田原市の環境・公害に関する調査・研究 161 13.0% 

放射線に関する情報の提供 109 8.8% 

環境負荷の少ない交通に向けた取り組み 291 23.5% 

オゾン層保護のための取り組み  

（フロン対策） 
200 16.1% 

省エネルギーの促進 372 30.0% 

大田原市独自の地域エネルギー開発 264 21.3% 

再生可能エネルギーの普及促進 356 28.7% 

大雨の増加や気温上昇への適応策 551 44.5% 

環境ボランティアへの支援 251 20.3% 

環境教育・環境学習 298 24.1% 

自然とふれあうイベントの開催 306 24.7% 

市内の自然を活かした観光の振興 456 36.8% 

環境に配慮した企業経営の奨励 278 22.4% 

環境に関する情報の提供 257 20.7% 

周辺市町との連携 386 31.2% 

国際協力への取り組み 72 5.8% 

その他 35 2.8% 

無回答・無効 19 1.5% 

回答者数 1,239 100.0% 
   

無回答 19 1.5% 

無効 0 0.0% 
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2.8%

5.8%

8.8%

13.0%

13.2%

14.9%

16.1%

16.2%

19.2%

20.3%

20.7%

21.3%

22.0%

22.0%

22.4%

23.5%

24.1%

24.7%

25.2%

26.1%

26.9%

28.7%

29.0%

29.4%

30.0%

31.2%

34.3%

36.8%

39.1%

39.1%

39.4%

40.1%

41.2%

44.5%

45.6%

その他

国際協力への取り組み

放射線に関する情報の提供

大田原市の環境・公害に関する調査・研究

騒音・振動対策

悪臭対策

オゾン層保護のための取り組み

（フロン対策）

有害化学物質対策

リサイクル製品購入の奨励

環境ボランティアへの支援

環境に関する情報の提供

大田原市独自の地域エネルギー開発

野生生物の保全や希少な生き物の保護

大気汚染対策

環境に配慮した企業経営の奨励

環境負荷の少ない交通に向けた取り組み

環境教育・環境学習

自然とふれあうイベントの開催

土壌・地下水汚染対策

歴史文化的遺産の保全

ごみ処理の適正化

再生可能エネルギーの普及促進

ごみの減量化の推進

下水道や合併処理浄化槽の普及

省エネルギーの促進

周辺市町との連携

川やため池の水質保全

市内の自然を活かした観光の振興

森林の保全・育成

農用地の保全

ごみリサイクルの推進

公園の整備

川やため池の景観の保全・回復

大雨の増加や気温上昇への適応策

不法投棄・ポイ捨て対策

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

複数回答
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問 10 その他回答 

分類 回答 

環
境 

自然環境 ・雑木林の拡大 

・古くからの農業用水の水路の保全には、その地域の住人全員と関係機関が共に協力して

行なうよう要望します。（自治会未加入の方も） 

・星空のきれいなまち 

・その辺にある誰も手入れしない杉・檜林等の削減推進。 

・自然があって、人の暮らしがあるまち 

鳥獣対策 ・カラスやアオサギやハクビシンなど害獣駆除 

・野生動物が増加している。いつどこで出会うかわからないので不断から対応出来る様（・

学校・地域で学習しておくべき。 

・カラス対策 

・鳥獣対策 

ごみ・生活環

境 

・野外焼却対策 

・空き家対策 

・かつてのカドミウムや鉱毒等が生じないように看視してください。 

・特に泥の排出（Ｕ字コウ）町中でひどい所がある 

・粗大ゴミが捨てにくい。田んぼのにおいがすごいときがある 

・犬のフン害対策を徹底していただきたい。 

その他環境

整備 

・年間を通して、道路沿いの雑草の駆除を希望する 

・農道の整備（（区画整理）してアスファルトにすべき。砂利は草が生え、種のせいで市内

も草だらけ 

・道路の拡張、整備 

・河川の土砂がたまっている。もっとこまめに取っていただきたい 

・大田原に住んで４０年になるが、農村地区なので自然豊かな環境は変っていない。ただ

夏になると田んぼや畑のあせ道にまかれる除草剤の事が気になる。 

・空き屋対策（（庭の雑草（・枯草→火災予防など）電線への枝の接触（・倒木による断線予防

→異常気象を想定して。 

・街灯がなく真っ暗な道路に街灯を作ってほしい。公園も少ないので沢山作ってほしい。 

防災 ・宇都宮のように、冠水してしまう場所がなくなっているのがすごいと思う。 

・黒羽地区は山間部が多く、災害時の対応に備えが必要 

教育・啓発 ・環境学習等への取り組みをお願いしたい 

・公務員の環境への教育。 

・教育に関する見直し、（災害時の対策など、自助努力の推進。 

まちづくり ・若年層が住みやすい環境作りをお願いします 

・大田原市内とは違い離れた所に住む人にも生活しやすい環境を考えていただきたい 

・イライラしない街づくり！！ 

・子育てのしやすい環境をもっと整えてほしい！ 

・誰にも優しい住み良町にお願します。 

その他 ・違反道路駐車をしている輩が新富保育園向かいにいる。取り締まってほしい。 

・出来ることは全部やってみるといいと思います。 

・公共交通機関の利便化（（インターネット＝ＮＡＶＩＴＩＭＥのような感じ上でもバス等

の時刻表が見られる等） 

・物価高騰に対する対策 
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（2） 年代別集計結果 

年代別の集計結果を次頁以降に示す。 

なお、年齢別の回答状況は以下のとおりであり、60 歳以上が半数以上を占めている。 

 

 

選択肢 合計 割合 

10 歳代 18 1.5% 

20 歳代 82 6.6% 

30 歳代 117 9.4% 

40 歳代 165 13.3% 

50 歳代 193 15.6% 

60 歳代 257 20.7% 

70 歳代以上 403 32.5% 

無回答・無効 4 0.3% 

回答者数 1,239 100.0% 
   

無回答 3 0.2% 

無効 1 0.1% 

 

  

10歳代

1.5% 20歳代

6.6%

30歳代

9.4%

40歳代

13.3%

50歳代

15.6%
60歳代

20.7%

70歳代以上

32.5%

無回答・無効

0.3%
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質問１ あなた自身のことについておたずねします。（あてはまる番号を１つ選択） 

【性別】 

回答者数（件）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

男性 11 42 64 71 86 121 172 0 567 

女性 6 38 50 92 106 135 229 1 657 

未回答 1 2 2 2 1 1 0 3 12 

          

割合（％）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

男性 1.9  7.4  11.3  12.5  15.2  21.3  30.3  0.0  100.0  

女性 0.9  5.8  7.6  14.0  16.1  20.5  34.9  0.2  100.0  

未回答 8.3  16.7  16.7  16.7  8.3  8.3  0.0  25.0  100.0  

 

 

 

【居住地区】 

回答者数（件）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

大田原 15 71 97 137 158 191 297 1 967 

湯津上 1 2 8 7 10 15 27 0 70 

黒羽 2 9 12 21 25 51 79 1 200 

          

割合（％）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

大田原 1.6  7.3  10.0  14.2  16.3  19.8  30.7  0.1  100.0  

湯津上 1.4  2.9  11.4  10.0  14.3  21.4  38.6  0.0  100.0  

黒羽 1.0  4.5  6.0  10.5  12.5  25.5  39.5  0.5  100.0  

 

1.9

0.9

8.3

7.4 

5.8 

16.7 

11.3 

7.6 

16.7 

12.5 

14.0 

16.7 

15.2 

16.1 

8.3 

21.3 

20.5 

8.3 

30.3 

34.9 0.2 

25.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性

女性

未回答

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答・無効
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【居住歴】 

回答者数（件）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

1～5 年 1 25 19 9 9 15 6 0 84 

6～10 年 0 7 13 25 7 3 7 0 62 

11～20 年 16 13 16 40 26 8 20 0 139 

21 年以上 1 36 69 91 151 231 367 2 948 

          

割合（％）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

1～5 年 1.2  29.8  22.6  10.7  10.7  17.9  7.1  0.0  100.0  

6～10 年 0.0  11.3  21.0  40.3  11.3  4.8  11.3  0.0  100.0  

11～20 年 11.5  9.4  11.5  28.8  18.7  5.8  14.4  0.0  100.0  

21 年以上 0.1  3.8  7.3  9.6  15.9  24.4  38.7  0.2  100.0  

 

 

  

1.6

1.4

1.0

7.3 

2.9 

4.5 

10.0 

11.4 

6.0 

14.2 

10.0 

10.5 

16.3 

14.3 

12.5 

19.8 

21.4 

25.5 

30.7 

38.6 

39.5 

0.1 

0.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

大田原

湯津上

黒羽

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答・無効

1.2

11.5

0.1

29.8 

11.3 

9.4 

3.8 

22.6 

21.0 

11.5 

7.3 

10.7 

40.3 

28.8 

9.6 

10.7 

11.3 

18.7 

15.9 

17.9 

4.8 

5.8 

24.4 

7.1 

11.3 

14.4 

38.7 0.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～5年

6～10年

11～20年

21年以上

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答・無効
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質問２ 大田原市の環境をどう思いますか。（あてはまる番号を１つ選択） 

回答者数（件）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

以前と変わらず良い 8 26 45 56 61 86 142 0 424 

良くなってきた 4 18 23 38 46 55 114 1 299 

以前と変わらず悪い 3 3 5 15 19 17 30 1 93 

悪くなってきた 1 4 9 12 19 30 44 0 119 

わからない 2 31 29 36 38 52 54 0 242 

その他 0 0 6 7 8 14 9 1 45 

          

割合（％）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

以前と変わらず良い 1.9  6.1  10.6  13.2  14.4  20.3  33.5  0.0  100.0  

良くなってきた 1.3  6.0  7.7  12.7  15.4  18.4  38.1  0.3  100.0  

以前と変わらず悪い 3.2  3.2  5.4  16.1  20.4  18.3  32.3  1.1  100.0  

悪くなってきた 0.8  3.4  7.6  10.1  16.0  25.2  37.0  0.0  100.0  

わからない 0.8  12.8  12.0  14.9  15.7  21.5  22.3  0.0  100.0  

その他 0.0  0.0  13.3  15.6  17.8  31.1  20.0  2.2  100.0  

 

 

  

1.9

1.3

3.2

0.8

0.8

6.1 

6.0 

3.2 

3.4 

12.8 

10.6 

7.7 

5.4 

7.6 

12.0 

13.3 

13.2 

12.7 

16.1 

10.1 

14.9 

15.6 

14.4 

15.4 

20.4 

16.0 

15.7 

17.8 

20.3 

18.4 

18.3 

25.2 

21.5 

31.1 

33.5 

38.1 

32.3 

37.0 

22.3 

20.0 

0.3 

1.1 

2.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

以前と変わらず良い

良くなってきた

以前と変わらず悪い

悪くなってきた

わからない

その他

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答・無効
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質問３ 質問２で「以前と変わらず良い」、「良くなってきた」と回答した方に質問です。 

    大田原市のどのような点に満足していますか。 （あてはまる番号をすべて選択） 

回答者数（件）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

市民のマナーが良い 2 6 6 20 12 20 66 0 132 

空気がきれい 7 20 35 43 44 81 161 1 392 

静かである 5 18 29 46 57 80 151 1 387 

河川がきれい 2 9 14 22 19 48 90 1 205 

ごみが散らかっていない 3 9 19 31 36 41 108 0 247 

緑が多い 8 21 27 45 42 72 137 1 353 

野生動物が多い 1 5 6 6 2 10 24 0 54 

害虫や害獣がいない 1 0 1 2 6 10 30 0 50 

ミヤコタナゴやザゼンソウなど 

貴重な野生動植物が見られる 
0 1 1 5 3 5 19 0 34 

四季を通してすごしやすい 4 13 24 47 37 65 158 0 348 

大雨などの気象災害が少ない 4 19 40 62 62 106 215 0 508 

環境に配慮された 

交通機関を利用できる 
2 3 5 5 7 7 24 0 53 

わからない 1 0 1 1 0 0 0 0 3 

その他 1 4 5 4 5 5 6 0 30 

          

割合（％）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

市民のマナーが良い 1.5 4.5 4.5 15.2 9.1 15.2 50.0 0.0 100.0 

空気がきれい 1.8 5.1 8.9 11.0 11.2 20.7 41.1 0.3 100.0 

静かである 1.3 4.7 7.5 11.9 14.7 20.7 39.0 0.3 100.0 

河川がきれい 1.0 4.4 6.8 10.7 9.3 23.4 43.9 0.5 100.0 

ごみが散らかっていない 1.2 3.6 7.7 12.6 14.6 16.6 43.7 0.0 100.0 

緑が多い 2.3 5.9 7.6 12.7 11.9 20.4 38.8 0.3 100.0 

野生動物が多い 1.9 9.3 11.1 11.1 3.7 18.5 44.4 0.0 100.0 

害虫や害獣がいない 2.0 0.0 2.0 4.0 12.0 20.0 60.0 0.0 100.0 

ミヤコタナゴやザゼンソウなど 

貴重な野生動植物が見られる 
0.0 2.9 2.9 14.7 8.8 14.7 55.9 0.0 100.0 

四季を通してすごしやすい 1.1 3.7 6.9 13.5 10.6 18.7 45.4 0.0 100.0 

大雨などの気象災害が少ない 0.8 3.7 7.9 12.2 12.2 20.9 42.3 0.0 100.0 

環境に配慮された 

交通機関を利用できる 
3.8 5.7 9.4 9.4 13.2 13.2 45.3 0.0 100.0 

わからない 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

その他 3.3 13.3 16.7 13.3 16.7 16.7 20.0 0.0 100.0 
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1.5

1.8

1.3

1.0

1.2

2.3

1.9

2.0

1.1

0.8

3.8

33.3

3.3

4.5

5.1

4.7

4.4

3.6

5.9

9.3

2.9

3.7

3.7

5.7

13.3

4.5

8.9

7.5

6.8

7.7

7.6

11.1

2.0

2.9

6.9

7.9

9.4

33.3

16.7

15.2

11.0

11.9

10.7

12.6

12.7

11.1

4.0

14.7

13.5

12.2

9.4

33.3

13.3

9.1

11.2

14.7

9.3

14.6

11.9

3.7

12.0

8.8

10.6

12.2

13.2

16.7

15.2

20.7

20.7

23.4

16.6

20.4

18.5

20.0

14.7

18.7

20.9

13.2

16.7

50.0

41.1

39.0

43.9

43.7

38.8

44.4

60.0

55.9

45.4

42.3

45.3

20.0

0.3

0.3

0.5

0.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市民のマナーが良い

空気がきれい

静かである

河川がきれい

ごみが散らかっていない

緑が多い

野生動物が多い

害虫や害獣がいない

ミヤコタナゴやザゼンソウなど

貴重な野生動植物が見られる

四季を通してすごしやすい

大雨などの気象災害が少ない

環境に配慮された

交通機関を利用できる

わからない

その他

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答・無効
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質問４ 質問２で「以前と変わらず悪い」、「悪くなってきた」と回答した方に質問です。 

    大田原市のどのような点に不満がありますか。 （あてはまる番号をすべて選択） 

回答者数（件）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

市民のマナーが悪くなったから 2 4 9 12 18 18 30 1 94 

空気が悪くなったから 0 1 2 2 3 1 3 0 12 

騒音振動が激しくなったから 0 3 2 3 8 8 6 0 30 

悪臭がするようになったから 0 0 1 3 3 3 10 0 20 

河川が汚れてきたから 0 0 3 3 6 12 26 0 50 

ごみが散乱するようになったから 0 4 6 7 10 14 19 1 61 

緑が少なくなったから 1 3 5 7 11 12 8 1 48 

野生動物が少なくなったから 0 1 1 4 2 6 3 0 17 

害虫や害獣が増えたから 0 1 4 7 13 20 32 0 77 

市特有の貴重種が守られていないから 0 0 0 3 4 2 3 0 12 

特に夏場の気温が高くなったから 0 2 5 9 11 25 29 0 81 

大雨などの気象災害が増えたから 0 2 2 5 4 8 16 1 38 

地球温暖化防止の取り組みが少ないか

ら 
0 1 1 6 6 11 12 1 38 

交通機関が環境に配慮されていないか

ら 
1 3 3 15 6 12 19 0 59 

わからない 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他 1 1 2 7 13 7 21 0 52 

          

割合（％）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

市民のマナーが悪くなったから 2.1 4.3 9.6 12.8 19.1 19.1 31.9 1.1 100.0 

空気が悪くなったから 0.0 8.3 16.7 16.7 25.0 8.3 25.0 0.0 100.0 

騒音振動が激しくなったから 0.0 10.0 6.7 10.0 26.7 26.7 20.0 0.0 100.0 

悪臭がするようになったから 0.0 0.0 5.0 15.0 15.0 15.0 50.0 0.0 100.0 

河川が汚れてきたから 0.0 0.0 6.0 6.0 12.0 24.0 52.0 0.0 100.0 

ごみが散乱するようになったから 0.0 6.6 9.8 11.5 16.4 23.0 31.1 1.6 100.0 

緑が少なくなったから 2.1 6.3 10.4 14.6 22.9 25.0 16.7 2.1 100.0 

野生動物が少なくなったから 0.0 5.9 5.9 23.5 11.8 35.3 17.6 0.0 100.0 

害虫や害獣が増えたから 0.0 1.3 5.2 9.1 16.9 26.0 41.6 0.0 100.0 

市特有の貴重種が守られていないから 0.0 0.0 0.0 25.0 33.3 16.7 25.0 0.0 100.0 

特に夏場の気温が高くなったから 0.0 2.5 6.2 11.1 13.6 30.9 35.8 0.0 100.0 

大雨などの気象災害が増えたから 0.0 5.3 5.3 13.2 10.5 21.1 42.1 2.6 100.0 

地球温暖化防止の取り組みが少ないか

ら 
0.0 2.6 2.6 15.8 15.8 28.9 31.6 2.6 100.0 

交通機関が環境に配慮されていないか

ら 
1.7 5.1 5.1 25.4 10.2 20.3 32.2 0.0 100.0 

わからない 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

その他 1.9 1.9 3.8 13.5 25.0 13.5 40.4 0.0 100.0 
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2.1

2.1

1.7

1.9

4.3

8.3

10.0

6.6

6.3

5.9

1.3

2.5

5.3

2.6

5.1

1.9

9.6

16.7

6.7

5.0

6.0

9.8

10.4

5.9

5.2

6.2

5.3

2.6

5.1

3.8

12.8

16.7

10.0

15.0

6.0

11.5

14.6

23.5

9.1

25.0

11.1

13.2

15.8

25.4

13.5

19.1

25.0

26.7

15.0

12.0

16.4

22.9

11.8

16.9

33.3

13.6

10.5

15.8

10.2

25.0

19.1

8.3

26.7

15.0

24.0

23.0

25.0

35.3

26.0

16.7

30.9

21.1

28.9

20.3

13.5

31.9

25.0

20.0

50.0

52.0

31.1

16.7

17.6

41.6

25.0

35.8

42.1

31.6

32.2

40.4

1.1

1.6

2.1

2.6

2.6

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市民のマナーが悪くなったから

空気が悪くなったから

騒音振動が激しくなったから

悪臭がするようになったから

河川が汚れてきたから

ごみが散乱するようになったから

緑が少なくなったから

野生動物が少なくなったから

害虫や害獣が増えたから

市特有の貴重種が守られていないから

特に夏場の気温が高くなったから

大雨などの気象災害が増えたから

地球温暖化防止の取り組みが少ないから

交通機関が環境に配慮されていないから

わからない

その他

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答・無効
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質問５ あなたは、どのような大田原市の将来を望んでいますか。 

    （あてはまる番号をすべて選択） 

回答者数（件）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

公害のないまち 5 32 53 76 83 92 184 3 528 

交通渋滞のないまち 5 24 46 45 61 69 86 0 336 

安心して働けるまち 9 55 75 108 120 133 173 3 676 

便利で近代的なまち 7 44 59 64 65 84 114 0 437 

自然が豊かなまち 12 30 56 81 91 137 233 3 643 

伝統を大事にするまち 8 18 36 65 55 79 145 2 408 

災害への備えが充実しているまち 9 50 70 107 125 165 233 3 762 

気候変動に適応した過ごしやすいまち 9 33 49 72 69 117 173 2 524 

わからない 0 1 1 1 0 5 10 0 18 

その他 0 4 7 17 13 15 18 1 75 

          

割合（％）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

公害のないまち 0.9 6.1 10.0 14.4 15.7 17.4 34.8 0.6 100.0 

交通渋滞のないまち 1.5 7.1 13.7 13.4 18.2 20.5 25.6 0.0 100.0 

安心して働けるまち 1.3 8.1 11.1 16.0 17.8 19.7 25.6 0.4 100.0 

便利で近代的なまち 1.6 10.1 13.5 14.6 14.9 19.2 26.1 0.0 100.0 

自然が豊かなまち 1.9 4.7 8.7 12.6 14.2 21.3 36.2 0.5 100.0 

伝統を大事にするまち 2.0 4.4 8.8 15.9 13.5 19.4 35.5 0.5 100.0 

災害への備えが充実しているまち 1.2 6.6 9.2 14.0 16.4 21.7 30.6 0.4 100.0 

気候変動に適応した過ごしやすいまち 1.7 6.3 9.4 13.7 13.2 22.3 33.0 0.4 100.0 

わからない 0.0 5.6 5.6 5.6 0.0 27.8 55.6 0.0 100.0 

その他 0.0 5.3 9.3 22.7 17.3 20.0 24.0 1.3 100.0 
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0.9

1.5

1.3

1.6

1.9

2.0

1.2

1.7

6.1

7.1

8.1

10.1

4.7

4.4

6.6

6.3

5.6

5.3

10.0

13.7

11.1

13.5

8.7

8.8

9.2

9.4

5.6

9.3

14.4

13.4

16.0

14.6

12.6

15.9

14.0

13.7

5.6

22.7

15.7

18.2

17.8

14.9

14.2

13.5

16.4

13.2

0.0

17.3

17.4

20.5

19.7

19.2

21.3

19.4

21.7

22.3

27.8

20.0

34.8

25.6

25.6

26.1

36.2

35.5

30.6

33.0

55.6

24.0

0.6

0.4

0.5

0.5

0.4

0.4

1.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

公害のないまち

交通渋滞のないまち

安心して働けるまち

便利で近代的なまち

自然が豊かなまち

伝統を大事にするまち

災害への備えが充実しているまち

気候変動に適応した過ごしやすいまち

わからない

その他

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答・無効
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質問６ あなたは、日常生活の中で環境の保全に向け、どのような取り組みを行っていますか。 

    （あてはまる番号をすべて選択） 

回答者数（件）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

環境ボランティアへの所属 0 0 3 2 2 9 16 0 32 

公園、山、川の清掃 1 2 2 12 12 20 36 1 86 

地域の清掃 0 5 27 60 74 133 182 2 483 

生ごみからのたい肥作り 1 1 5 13 14 34 78 1 147 

ごみの分別を徹底している 14 54 70 112 135 195 301 2 883 

地区などで行う資源物の集団回収に協
力している 

1 9 27 42 52 92 172 2 397 

家庭菜園を行っている 1 12 22 44 42 102 202 1 426 

自然観察会や環境学習会などへの参加 0 0 4 5 1 7 6 0 23 
貴重な生き物や野生動植物の保護活動
への参加 

0 0 1 2 2 4 12 0 21 

市内の自然の良さなどについて
SNS(インターネットの交流サイトな
ど）での情報発信 

0 2 2 2 2 1 0 0 9 

環境家計簿をつけている 0 0 0 0 0 1 3 0 4 
家電を使用しないときはコンセントを
抜くようにしている 

5 29 30 47 54 64 138 2 369 

節水コマを使用するなど節水に心がけ
ている 

3 10 16 23 21 35 66 0 174 

買い物にマイバッグを持参しレジ袋は
購入しない 

11 58 80 129 151 215 333 2 979 

牛乳パックや食品トレイなどの店頭回
収を利用している 

4 18 32 64 77 97 168 1 461 

その他 0 1 3 6 4 8 9 0 31 
          

割合（％）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

環境ボランティアへの所属 0.0 0.0 9.4 6.3 6.3 28.1 50.0 0.0 100.0 

公園、山、川の清掃 1.2 2.3 2.3 14.0 14.0 23.3 41.9 1.2 100.0 

地域の清掃 0.0 1.0 5.6 12.4 15.3 27.5 37.7 0.4 100.0 

生ごみからのたい肥作り 0.7 0.7 3.4 8.8 9.5 23.1 53.1 0.7 100.0 

ごみの分別を徹底している 1.6 6.1 7.9 12.7 15.3 22.1 34.1 0.2 100.0 
地区などで行う資源物の集団回収に協
力している 

0.3 2.3 6.8 10.6 13.1 23.2 43.3 0.5 100.0 

家庭菜園を行っている 0.2 2.8 5.2 10.3 9.9 23.9 47.4 0.2 100.0 

自然観察会や環境学習会などへの参加 0.0 0.0 17.4 21.7 4.3 30.4 26.1 0.0 100.0 
貴重な生き物や野生動植物の保護活動
への参加 

0.0 0.0 4.8 9.5 9.5 19.0 57.1 0.0 100.0 

市内の自然の良さなどについて
SNS(インターネットの交流サイトな
ど）での情報発信 

0.0 22.2 22.2 22.2 22.2 11.1 0.0 0.0 100.0 

環境家計簿をつけている 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 75.0 0.0 100.0 
家電を使用しないときはコンセントを
抜くようにしている 

1.4 7.9 8.1 12.7 14.6 17.3 37.4 0.5 100.0 

節水コマを使用するなど節水に心がけ
ている 

1.7 5.7 9.2 13.2 12.1 20.1 37.9 0.0 100.0 

買い物にマイバッグを持参しレジ袋は
購入しない 

1.1 5.9 8.2 13.2 15.4 22.0 34.0 0.2 100.0 

牛乳パックや食品トレイなどの店頭回
収を利用している 

0.9 3.9 6.9 13.9 16.7 21.0 36.4 0.2 100.0 

その他 0.0 3.2 9.7 19.4 12.9 25.8 29.0 0.0 100.0 
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1.2

0.7

1.6

0.3

0.2

1.4

1.7

1.1

0.9

2…

1.0

0.7

6.1

2.3

2.8

22.2

7.9

5.7

5.9

3.9

3.2

9.4

2.3

5.6

3.4

7.9

6.8

5.2

17.4

4.8

22.2

8.1

9.2

8.2

6.9

9.7

6.3

14.0

12.4

8.8

12.7

10.6

10.3

21.7

9.5

22.2

12.7

13.2

13.2

13.9

19.4

6.3

14.0

15.3

9.5

15.3

13.1

9.9

4.3

9.5

22.2

14.6

12.1

15.4

16.7

12.9

28.1

23.3

27.5

23.1

22.1

23.2

23.9

30.4

19.0

11.1

25.0

17.3

20.1

22.0

21.0

25.8

50.0

41.9

37.7

53.1

34.1

43.3

47.4

26.1

57.1

75.0

37.4

37.9

34.0

36.4

29.0

1.2

0.4

0.7

0.2

0.5

0.2

0.5

0.2

0.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

環境ボランティアへの所属

公園、山、川の清掃

地域の清掃

生ごみからのたい肥作り

ごみの分別を徹底している

地区などで行う資源物の集団回収に協力している

家庭菜園を行っている

自然観察会や環境学習会などへの参加

貴重な生き物や野生動植物の保護活動への参加

市内の自然の良さなどについてSNS(インターネットの交流

サイトなど）での情報発信

環境家計簿をつけている

家電を使用しないときはコンセントを抜くようにしている

節水コマを使用するなど節水に心がけている

買い物にマイバッグを持参しレジ袋は購入しない

牛乳パックや食品トレイなどの店頭回収を利用している

その他

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答・無効
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質問７ 環境の保全と生活の便利さについて、あなたの考え方に最も近いものはどれですか。 

    （あてはまる番号をすべて選択） 

回答者数（件）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

環境に良くないとしても、便利で快適

な生活を変えたくない 
4 2 4 6 2 2 6 0 26 

環境に良くないとしても、便利で快適

な生活をあまり変えたくない 
0 6 12 10 10 11 14 0 63 

環境の保全と、便利な生活を両立した

い 
10 68 89 137 163 210 278 2 957 

便利で快適な生活よりも、環境の保全

を優先した生活を送りたい 
2 4 7 7 12 19 43 1 95 

環境の保全を最優先した生活を送りた

い 
2 1 4 3 5 7 30 0 52 

          

割合（％）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

環境に良くないとしても、便利で快適

な生活を変えたくない 
15.4  7.7  15.4  23.1  7.7  7.7  23.1  0.0  100.0  

環境に良くないとしても、便利で快適

な生活をあまり変えたくない 
0.0  9.5  19.0  15.9  15.9  17.5  22.2  0.0  100.0  

環境の保全と、便利な生活を両立した

い 
1.0  7.1  9.3  14.3  17.0  21.9  29.0  0.2  100.0  

便利で快適な生活よりも、環境の保全

を優先した生活を送りたい 
2.1  4.2  7.4  7.4  12.6  20.0  45.3  1.1  100.0  

環境の保全を最優先した生活を送りた

い 
3.8  1.9  7.7  5.8  9.6  13.5  57.7  0.0  100.0  

 

  

15.4

1.0

2.1

3.8

7.7 

9.5 

7.1 

4.2 

1.9 

15.4 

19.0 

9.3 

7.4 

7.7 

23.1 

15.9 

14.3 

7.4 

5.8 

7.7 

15.9 

17.0 

12.6 

9.6 

7.7 

17.5 

21.9 

20.0 

13.5 

23.1 

22.2 

29.0 

45.3 

57.7 

0.2 

1.1 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

環境に良くないとしても、便利で

快適な生活を変えたくない

環境に良くないとしても、便利で

快適な生活をあまり変えたくない

環境の保全と、便利な生活を両立

したい

便利で快適な生活よりも、環境の

保全を優先した生活を送りたい

環境の保全を最優先した生活を送

りたい

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答・無効
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質問８ あなたは、地球温暖化防止に向け、どのような取り組みを行っていますか。 

    （あてはまる番号をすべて選択） 

回答者数（件）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

照明はこまめに消している 10 48 70 98 132 174 299 3 834 

冷暖房温度の設定を控えめにしている 6 38 60 89 112 161 257 2 725 

冷暖房効果を高めるよう工夫している 3 16 38 59 58 67 93 2 336 
エアコンのフィルターをこまめに掃除
している 

2 8 26 51 49 81 106 1 324 

風呂の残り湯を洗濯などに利用してい
る 

6 14 16 48 50 57 139 1 331 

シャワーを出しっぱなしにしない 9 32 60 100 113 165 274 1 754 

詰め替え商品を使っている 13 65 92 144 155 192 255 2 918 
冷蔵庫の詰めすぎや必要以上に開閉を
しないようにしている 

3 25 39 65 80 104 179 2 497 

省エネルギー型の家電の購入 1 9 32 57 58 88 109 1 355 

太陽光発電システムの導入 0 10 30 42 22 34 42 0 180 

太陽熱温水器の導入 0 0 1 5 5 14 25 0 50 

住宅の窓や外壁の断熱構造化 0 6 28 41 43 47 63 0 228 

照明の LED への切り替え 6 23 54 90 132 174 239 1 719 
エネファーム、エコキュート、蓄電池
などの導入 

0 6 41 68 50 45 61 0 271 

再生可能エネルギー比率の高い電力の
購入 

0 0 1 5 1 5 9 0 21 

余分な買い物をしない 9 34 37 58 76 111 184 2 511 

自転車の利用や徒歩を心がけている 3 8 5 19 15 32 91 0 173 

公共交通機関を積極的に利用している 4 11 6 6 8 9 11 0 55 

急発進・急加速をしない 4 23 46 55 90 148 205 0 571 

タイヤの空気圧を適正にしている 3 20 42 65 73 123 150 0 476 

アイドリングストップを心がけている 4 20 26 51 53 86 125 0 365 
ハイブリッド車、電気自動車などの購
入 

2 15 25 45 48 75 72 0 282 

自宅周辺の林の整備や森林整備活動の
実施 

1 0 0 3 5 15 29 0 53 

その他 0 0 1 4 1 4 4 0 14 
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割合（％）          

選択肢 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
70 歳代

以上 

無回答

無効 
合計 

照明はこまめに消している 1.2 5.8 8.4 11.8 15.8 20.9 35.9 0.4 100.0 

冷暖房温度の設定を控えめにしている 0.8 5.2 8.3 12.3 15.4 22.2 35.4 0.3 100.0 

冷暖房効果を高めるよう工夫している 0.9 4.8 11.3 17.6 17.3 19.9 27.7 0.6 100.0 
エアコンのフィルターをこまめに掃除
している 

0.6 2.5 8.0 15.7 15.1 25.0 32.7 0.3 100.0 

風呂の残り湯を洗濯などに利用してい
る 

1.8 4.2 4.8 14.5 15.1 17.2 42.0 0.3 100.0 

シャワーを出しっぱなしにしない 1.2 4.2 8.0 13.3 15.0 21.9 36.3 0.1 100.0 

詰め替え商品を使っている 1.4 7.1 10.0 15.7 16.9 20.9 27.8 0.2 100.0 

冷蔵庫の詰めすぎや必要以上に 
開閉をしないようにしている 

0.6 5.0 7.8 13.1 16.1 20.9 36.0 0.4 100.0 

省エネルギー型の家電の購入 0.3 2.5 9.0 16.1 16.3 24.8 30.7 0.3 100.0 

太陽光発電システムの導入 0.0 5.6 16.7 23.3 12.2 18.9 23.3 0.0 100.0 

太陽熱温水器の導入 0.0 0.0 2.0 10.0 10.0 28.0 50.0 0.0 100.0 

住宅の窓や外壁の断熱構造化 0.0 2.6 12.3 18.0 18.9 20.6 27.6 0.0 100.0 

照明の LED への切り替え 0.8 3.2 7.5 12.5 18.4 24.2 33.2 0.1 100.0 
エネファーム、エコキュート、 
蓄電池などの導入 

0.0 2.2 15.1 25.1 18.5 16.6 22.5 0.0 100.0 

再生可能エネルギー比率の高い電力の
購入 

0.0 0.0 4.8 23.8 4.8 23.8 42.9 0.0 100.0 

余分な買い物をしない 1.8 6.7 7.2 11.4 14.9 21.7 36.0 0.4 100.0 

自転車の利用や徒歩を心がけている 1.7 4.6 2.9 11.0 8.7 18.5 52.6 0.0 100.0 

公共交通機関を積極的に利用している 7.3 20.0 10.9 10.9 14.5 16.4 20.0 0.0 100.0 

急発進・急加速をしない 0.7 4.0 8.1 9.6 15.8 25.9 35.9 0.0 100.0 

タイヤの空気圧を適正にしている 0.6 4.2 8.8 13.7 15.3 25.8 31.5 0.0 100.0 

アイドリングストップを心がけている 1.1 5.5 7.1 14.0 14.5 23.6 34.2 0.0 100.0 
ハイブリッド車、電気自動車などの購
入 

0.7 5.3 8.9 16.0 17.0 26.6 25.5 0.0 100.0 

自宅周辺の林の整備や森林整備活動の
実施 

1.9 0.0 0.0 5.7 9.4 28.3 54.7 0.0 100.0 

その他 0.0 0.0 7.1 28.6 7.1 28.6 28.6 0.0 100.0 
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1.2

0.8

0.9

0.6

1.8

1.2

1.4

0.6

0.3

0.8

1.8

1.7

7.3

0.7

0.6

1.1

0.7

1.9

5.8

5.2

4.8

2.5

4.2

4.2

7.1

5.0

2.5

5.6

2.6

3.2

2.2

6.7

4.6

20.0

4.0

4.2

5.5

5.3

8.4

8.3

11.3

8.0

4.8

8.0

10.0

7.8

9.0

16.7

2.0

12.3

7.5

15.1

4.8

7.2

2.9

10.9

8.1

8.8

7.1

8.9

7.1

11.8

12.3

17.6

15.7

14.5

13.3

15.7

13.1

16.1

23.3

10.0

18.0

12.5

25.1

23.8

11.4

11.0

10.9

9.6

13.7

14.0

16.0

5.7

28.6

15.8

15.4

17.3

15.1

15.1

15.0

16.9

16.1

16.3

12.2

10.0

18.9

18.4

18.5

4.8

14.9

8.7

14.5

15.8

15.3

14.5

17.0

9.4

7.1

20.9

22.2

19.9

25.0

17.2

21.9

20.9

20.9

24.8

18.9

28.0

20.6

24.2

16.6

23.8

21.7

18.5

16.4

25.9

25.8

23.6

26.6

28.3

28.6

35.9

35.4

27.7

32.7

42.0

36.3

27.8

36.0

30.7

23.3

50.0

27.6

33.2

22.5

42.9

36.0

52.6

20.0

35.9

31.5

34.2

25.5

54.7

28.6

0.4

0.3

0.6

0.3

0.3

0.1

0.2

0.4

0.3

0.1

0.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

照明はこまめに消している

冷暖房温度の設定を控えめにしている

冷暖房効果を高めるよう工夫している

エアコンのフィルターをこまめに掃除している

風呂の残り湯を洗濯などに利用している

シャワーを出しっぱなしにしない

詰め替え商品を使っている

冷蔵庫の詰めすぎや必要以上に

開閉をしないようにしている

省エネルギー型の家電の購入

太陽光発電システムの導入

太陽熱温水器の導入

住宅の窓や外壁の断熱構造化

照明のLEDへの切り替え

エネファーム、エコキュート、

蓄電池などの導入

再生可能エネルギー比率の高い電力の購入

余分な買い物をしない

自転車の利用や徒歩を心がけている

公共交通機関を積極的に利用している

急発進・急加速をしない

タイヤの空気圧を適正にしている

アイドリングストップを心がけている

ハイブリッド車、電気自動車などの購入

自宅周辺の林の整備や森林整備活動の実施

その他

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答・無効
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（3） 地区別集計結果 

地区別の集計結果を次頁以降に示す。地区の区分は、市と協議の上＜大田原地区・湯津上地区・

黒羽地区＞の 3区分とした。 

なお、地区別の回答状況は以下のとおりであり、大田原地区が 78.0％と大半を占めている。 

 

 

選択肢 合計 割合 

大田原 967 78.0% 

湯津上 70 5.6% 

黒羽 200 16.1% 

無回答・無効 2 0.2% 

回答者数 1,239 100.0% 
   

無回答 2 0.2% 

無効 0 0.0% 

 

 

  

大田原

78.0%

湯津上

5.6%

黒羽

16.1%

無回答・無効

0.2%
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質問１ あなた自身のことについておたずねします。（あてはまる番号を１つ選択） 

【性別】 

回答者数（件）       

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

男性 444 30 93 0 567 

女性 514 39 104 0 657 

未回答 7 0 3 2 12 
      

割合（％）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

男性 78.3  5.3  16.4  0.0  100.0  

女性 78.2  5.9  15.8  0.0  100.0  

未回答 58.3  0.0  25.0  16.7  100.0  

 

 

【年齢】 

回答者数（件）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

10 歳代 15 1 2 0 18 

20 歳代 71 2 9 0 82 

30 歳代 97 8 12 0 117 

40 歳代 137 7 21 0 165 

50 歳代 158 10 25 0 193 

60 歳代 191 15 51 0 257 

70 歳代以上 297 27 79 0 403 
      

割合（％）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

10 歳代 83.3  5.6  11.1  0.0  100.0  

20 歳代 86.6  2.4  11.0  0.0  100.0  

30 歳代 82.9  6.8  10.3  0.0  100.0  

40 歳代 83.0  4.2  12.7  0.0  100.0  

50 歳代 81.9  5.2  13.0  0.0  100.0  

60 歳代 74.3  5.8  19.8  0.0  100.0  

70 歳代以上 73.7  6.7  19.6  0.0  100.0  

10 歳代 83.3  5.6  11.1  0.0  100.0  

78.3 

78.2 

58.3 

5.3 

5.9 

0.0 

16.4 

15.8 

25.0 

0.0 

0.0 

16.7 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性

女性

未回答

大田原 湯津上 黒羽 無回答・無効
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【居住歴】 

回答者数（件）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

1～5 年 76 4 4 0 84 

6～10 年 55 0 7 0 62 

11～20 年 118 5 16 0 139 

21 年以上 715 60 173 0 948 
      

割合（％）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

1～5 年 90.5  4.8  4.8  0.0  100.0  

6～10 年 88.7  0.0  11.3  0.0  100.0  

11～20 年 84.9  3.6  11.5  0.0  100.0  

21 年以上 75.4  6.3  18.2  0.0  100.0  

 

 

  

83.3 

86.6 

82.9 

83.0 

81.9 

74.3 

73.7 

5.6 

2.4 

6.8 

4.2 

5.2 

5.8 

6.7 

11.1 

11.0 

10.3 

12.7 

13.0 

19.8 

19.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

大田原 湯津上 黒羽 無回答・無効

90.5 

88.7 

84.9 

75.4 

4.8 

0.0 

3.6 

6.3 

4.8 

11.3 

11.5 

18.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1～5年

6～10年

11～20年

21年以上

大田原 湯津上 黒羽 無回答・無効
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質問２ 大田原市の環境をどう思いますか。（あてはまる番号を１つ選択） 

回答者数（件）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

以前と変わらず良い 341 21 62 0 424 

良くなってきた 236 20 43 0 299 

以前と変わらず悪い 70 7 16 0 93 

悪くなってきた 81 10 28 0 119 

わからない 192 10 40 0 242 

その他 34 2 8 1 45 

      

割合（％）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

以前と変わらず良い 80.4  5.0  14.6  0.0  100.0  

良くなってきた 78.9  6.7  14.4  0.0  100.0  

以前と変わらず悪い 75.3  7.5  17.2  0.0  100.0  

悪くなってきた 68.1  8.4  23.5  0.0  100.0  

わからない 79.3  4.1  16.5  0.0  100.0  

その他 75.6  4.4  17.8  2.2  100.0  

 

 

  

80.4 

78.9 

75.3 

68.1 

79.3 

75.6 

5.0 

6.7 

7.5 

8.4 

4.1 

4.4 

14.6 

14.4 

17.2 

23.5 

16.5 

17.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

以前と変わらず良い

良くなってきた

以前と変わらず悪い

悪くなってきた

わからない

その他

大田原 湯津上 黒羽 無回答・無効
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質問３ 質問２で「以前と変わらず良い」、「良くなってきた」と回答した方に質問です。 

    大田原市のどのような点に満足していますか。 （あてはまる番号をすべて選択） 

回答者数（件）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

市民のマナーが良い 103 8 21 0 132 

空気がきれい 304 26 62 0 392 

静かである 304 25 58 0 387 

河川がきれい 159 15 31 0 205 

ごみが散らかっていない 203 14 30 0 247 

緑が多い 263 26 64 0 353 

野生動物が多い 33 6 15 0 54 

害虫や害獣がいない 47 2 1 0 50 

ミヤコタナゴやザゼンソウなど 

貴重な野生動植物が見られる 
27 3 4 0 34 

四季を通してすごしやすい 282 20 46 0 348 

大雨などの気象災害が少ない 413 27 68 0 508 

環境に配慮された 

交通機関を利用できる 
44 4 5 0 53 

わからない 3 0 0 0 3 

その他 26 2 2 0 30 

      

割合（％）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

市民のマナーが良い 78.0 6.1 15.9 0.0 100.0 

空気がきれい 77.6 6.6 15.8 0.0 100.0 

静かである 78.6 6.5 15.0 0.0 100.0 

河川がきれい 77.6 7.3 15.1 0.0 100.0 

ごみが散らかっていない 82.2 5.7 12.1 0.0 100.0 

緑が多い 74.5 7.4 18.1 0.0 100.0 

野生動物が多い 61.1 11.1 27.8 0.0 100.0 

害虫や害獣がいない 94.0 4.0 2.0 0.0 100.0 

ミヤコタナゴやザゼンソウなど 

貴重な野生動植物が見られる 
79.4 8.8 11.8 0.0 100.0 

四季を通してすごしやすい 81.0 5.7 13.2 0.0 100.0 

大雨などの気象災害が少ない 81.3 5.3 13.4 0.0 100.0 

環境に配慮された 

交通機関を利用できる 
83.0 7.5 9.4 0.0 100.0 

わからない 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

その他 86.7 6.7 6.7 0.0 100.0 
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78.0

77.6

78.6

77.6

82.2

74.5

61.1

94.0

79.4

81.0

81.3

83.0

100.0

86.7

6.1

6.6

6.5

7.3

5.7

7.4

11.1

4.0

8.8

5.7

5.3

7.5

0.0

6.7

15.9

15.8

15.0

15.1

12.1

18.1

27.8

2.0

11.8

13.2

13.4

9.4

0.0

6.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市民のマナーが良い

空気がきれい

静かである

河川がきれい

ごみが散らかっていない

緑が多い

野生動物が多い

害虫や害獣がいない

ミヤコタナゴやザゼンソウなど

貴重な野生動植物が見られる

四季を通してすごしやすい

大雨などの気象災害が少ない

環境に配慮された

交通機関を利用できる

わからない

その他

大田原 湯津上 黒羽 無回答・無効
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質問４ 質問２で「以前と変わらず悪い」、「悪くなってきた」と回答した方に質問です。 

    大田原市のどのような点に不満がありますか。 （あてはまる番号をすべて選択） 

回答者数（件）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

市民のマナーが悪くなったから 73 6 15 0 94 

空気が悪くなったから 11 0 1 0 12 

騒音振動が激しくなったから 25 2 3 0 30 

悪臭がするようになったから 14 5 1 0 20 

河川が汚れてきたから 31 5 14 0 50 

ごみが散乱するようになったから 43 5 13 0 61 

緑が少なくなったから 37 5 6 0 48 

野生動物が少なくなったから 11 1 5 0 17 

害虫や害獣が増えたから 46 8 23 0 77 

市特有の貴重種が守られていないから 8 0 4 0 12 

特に夏場の気温が高くなったから 54 9 18 0 81 

大雨などの気象災害が増えたから 24 3 11 0 38 

地球温暖化防止の取り組みが少ないか

ら 
28 4 6 0 38 

交通機関が環境に配慮されていないか

ら 
39 7 13 0 59 

わからない 0 0 0 0 0 

その他 40 5 7 0 52 

      

割合（％）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

市民のマナーが悪くなったから 77.7 6.4 16.0 0.0 100.0 

空気が悪くなったから 91.7 0.0 8.3 0.0 100.0 

騒音振動が激しくなったから 83.3 6.7 10.0 0.0 100.0 

悪臭がするようになったから 70.0 25.0 5.0 0.0 100.0 

河川が汚れてきたから 62.0 10.0 28.0 0.0 100.0 

ごみが散乱するようになったから 70.5 8.2 21.3 0.0 100.0 

緑が少なくなったから 77.1 10.4 12.5 0.0 100.0 

野生動物が少なくなったから 64.7 5.9 29.4 0.0 100.0 

害虫や害獣が増えたから 59.7 10.4 29.9 0.0 100.0 

市特有の貴重種が守られていないから 66.7 0.0 33.3 0.0 100.0 

特に夏場の気温が高くなったから 66.7 11.1 22.2 0.0 100.0 

大雨などの気象災害が増えたから 63.2 7.9 28.9 0.0 100.0 

地球温暖化防止の取り組みが少ないか

ら 
73.7 10.5 15.8 0.0 100.0 

交通機関が環境に配慮されていないか

ら 
66.1 11.9 22.0 0.0 100.0 

わからない 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

その他 76.9 9.6 13.5 0.0 100.0 

  



48 

 

 

  

77.7

91.7

83.3

70.0

62.0

70.5

77.1

64.7

59.7

66.7

66.7

63.2

73.7

66.1

0.0

76.9

6.4

0.0

6.7

25.0

10.0

8.2

10.4

5.9

10.4

0.0

11.1

7.9

10.5

11.9

0.0

9.6

16.0

8.3

10.0

5.0

28.0

21.3

12.5

29.4

29.9

33.3

22.2

28.9

15.8

22.0

0.0

13.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

市民のマナーが悪くなったから

空気が悪くなったから

騒音振動が激しくなったから

悪臭がするようになったから

河川が汚れてきたから

ごみが散乱するようになったから

緑が少なくなったから

野生動物が少なくなったから

害虫や害獣が増えたから

市特有の貴重種が守られていないから

特に夏場の気温が高くなったから

大雨などの気象災害が増えたから

地球温暖化防止の取り組みが少ないから

交通機関が環境に配慮されていないから

わからない

その他

大田原 湯津上 黒羽 無回答・無効
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質問５ あなたは、どのような大田原市の将来を望んでいますか。 

    （あてはまる番号をすべて選択） 

回答者数（件）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

公害のないまち 430 26 71 1 528 

交通渋滞のないまち 291 11 34 0 336 

安心して働けるまち 543 37 95 1 676 

便利で近代的なまち 356 19 62 0 437 

自然が豊かなまち 511 35 96 1 643 

伝統を大事にするまち 320 21 66 1 408 

災害への備えが充実しているまち 597 36 128 1 762 

気候変動に適応した過ごしやすいまち 414 29 81 0 524 

わからない 13 1 4 0 18 

その他 59 3 12 1 75 
      

割合（％）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

公害のないまち 81.4 4.9 13.4 0.2 100.0 

交通渋滞のないまち 86.6 3.3 10.1 0.0 100.0 

安心して働けるまち 80.3 5.5 14.1 0.1 100.0 

便利で近代的なまち 81.5 4.3 14.2 0.0 100.0 

自然が豊かなまち 79.5 5.4 14.9 0.2 100.0 

伝統を大事にするまち 78.4 5.1 16.2 0.2 100.0 

災害への備えが充実しているまち 78.3 4.7 16.8 0.1 100.0 

気候変動に適応した過ごしやすいまち 79.0 5.5 15.5 0.0 100.0 

わからない 72.2 5.6 22.2 0.0 100.0 

その他 78.7 4.0 16.0 1.3 100.0 

  

81.4

86.6

80.3

81.5

79.5

78.4

78.3

79.0

72.2

78.7

4.9

3.3

5.5

4.3

5.4

5.1

4.7

5.5

5.6

4.0

13.4

10.1

14.1

14.2

14.9

16.2

16.8

15.5

22.2

16.0

0.2

0.0

0.1

0.0

0.2

0.2

0.1

0.0

0.0

1.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

公害のないまち

交通渋滞のないまち

安心して働けるまち

便利で近代的なまち

自然が豊かなまち

伝統を大事にするまち

災害への備えが充実しているまち

気候変動に適応した過ごしやすいまち

わからない

その他

大田原 湯津上 黒羽 無回答・無効
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質問６ あなたは、日常生活の中で環境の保全に向け、どのような取り組みを行っていますか。 

    （あてはまる番号をすべて選択） 

回答者数（件）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

環境ボランティアへの所属 18 5 9 0 32 

公園、山、川の清掃 65 6 15 0 86 

地域の清掃 372 28 82 1 483 

生ごみからのたい肥作り 97 14 36 0 147 

ごみの分別を徹底している 699 47 137 0 883 

地区などで行う資源物の集団回収に協
力している 

291 23 83 0 397 

家庭菜園を行っている 307 39 80 0 426 

自然観察会や環境学習会などへの参加 17 2 4 0 23 
貴重な生き物や野生動植物の保護活動
への参加 

14 2 5 0 21 

市内の自然の良さなどについて
SNS(インターネットの交流サイトな
ど）での情報発信 

9 0 0 0 9 

環境家計簿をつけている 2 0 2 0 4 
家電を使用しないときはコンセントを
抜くようにしている 

291 23 55 0 369 

節水コマを使用するなど節水に心がけ
ている 

137 7 30 0 174 

買い物にマイバッグを持参しレジ袋は
購入しない 

776 51 152 0 979 

牛乳パックや食品トレイなどの店頭回
収を利用している 

380 14 67 0 461 

その他 27 1 3 0 31 
      

割合（％）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

環境ボランティアへの所属 56.3 15.6 28.1 0.0 100.0 

公園、山、川の清掃 75.6 7.0 17.4 0.0 100.0 

地域の清掃 77.0 5.8 17.0 0.2 100.0 

生ごみからのたい肥作り 66.0 9.5 24.5 0.0 100.0 

ごみの分別を徹底している 79.2 5.3 15.5 0.0 100.0 
地区などで行う資源物の集団回収に協
力している 

73.3 5.8 20.9 0.0 100.0 

家庭菜園を行っている 72.1 9.2 18.8 0.0 100.0 

自然観察会や環境学習会などへの参加 73.9 8.7 17.4 0.0 100.0 
貴重な生き物や野生動植物の保護活動
への参加 

66.7 9.5 23.8 0.0 100.0 

市内の自然の良さなどについて
SNS(インターネットの交流サイトな
ど）での情報発信 

100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

環境家計簿をつけている 50.0 0.0 50.0 0.0 100.0 
家電を使用しないときはコンセントを
抜くようにしている 

78.9 6.2 14.9 0.0 100.0 

節水コマを使用するなど節水に心がけ
ている 

78.7 4.0 17.2 0.0 100.0 

買い物にマイバッグを持参しレジ袋は
購入しない 

79.3 5.2 15.5 0.0 100.0 

牛乳パックや食品トレイなどの店頭回
収を利用している 

82.4 3.0 14.5 0.0 100.0 

その他 87.1 3.2 9.7 0.0 100.0 
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56.3

75.6

77.0

66.0

79.2

73.3

72.1

73.9

66.7

100.0

50.0

78.9

78.7

79.3

82.4

87.1

15.6

7.0

5.8

9.5

5.3

5.8

9.2

8.7

9.5

0.0

0.0

6.2

4.0

5.2

3.0

3.2

28.1

17.4

17.0

24.5

15.5

20.9

18.8

17.4

23.8

0.0

50.0

14.9

17.2

15.5

14.5

9.7

0.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

環境ボランティアへの所属

公園、山、川の清掃

地域の清掃

生ごみからのたい肥作り

ごみの分別を徹底している

地区などで行う資源物の集団回収に協力している

家庭菜園を行っている

自然観察会や環境学習会などへの参加

貴重な生き物や野生動植物の保護活動への参加

市内の自然の良さなどについてSNS(インターネットの交流

サイトなど）での情報発信

環境家計簿をつけている

家電を使用しないときはコンセントを抜くようにしている

節水コマを使用するなど節水に心がけている

買い物にマイバッグを持参しレジ袋は購入しない

牛乳パックや食品トレイなどの店頭回収を利用している

その他

大田原 湯津上 黒羽 無回答・無効
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質問７ 環境の保全と生活の便利さについて、あなたの考え方に最も近いものはどれですか。 

    （あてはまる番号をすべて選択） 

回答者数（件）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

環境に良くないとしても、便利で快適な

生活を変えたくない 
21 1 4 0 26 

環境に良くないとしても、便利で快適な

生活をあまり変えたくない 
44 5 14 0 63 

環境の保全と、便利な生活を両立したい 757 51 149 0 957 

便利で快適な生活よりも、環境の保全を

優先した生活を送りたい 
72 9 13 1 95 

環境の保全を最優先した生活を送りたい 40 0 12 0 52 

      

割合（％）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

環境に良くないとしても、便利で快適な

生活を変えたくない 
80.8  3.8  15.4  0.0  100.0  

環境に良くないとしても、便利で快適な

生活をあまり変えたくない 
69.8  7.9  22.2  0.0  100.0  

環境の保全と、便利な生活を両立したい 79.1  5.3  15.6  0.0  100.0  

便利で快適な生活よりも、環境の保全を

優先した生活を送りたい 
75.8  9.5  13.7  1.1  100.0  

環境の保全を最優先した生活を送りたい 76.9  0.0  23.1  0.0  100.0  

 

 

  

80.8 

69.8 

79.1 

75.8 

76.9 

3.8 

7.9 

5.3 

9.5 

0.0 

15.4 

22.2 

15.6 

13.7 

23.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

環境に良くないとしても、便利で

快適な生活を変えたくない

環境に良くないとしても、便利で

快適な生活をあまり変えたくない

環境の保全と、便利な生活を両立

したい

便利で快適な生活よりも、環境の

保全を優先した生活を送りたい

環境の保全を最優先した生活を送

りたい

大田原 湯津上 黒羽 無回答・無効
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質問８ あなたは、地球温暖化防止に向け、どのような取り組みを行っていますか。 

    （あてはまる番号をすべて選択） 

回答者数（件）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

照明はこまめに消している 651 51 131 1 834 

冷暖房温度の設定を控えめにしている 565 44 116 0 725 

冷暖房効果を高めるよう工夫している 268 15 52 1 336 

エアコンのフィルターをこまめに掃除して
いる 

256 15 53 0 324 

風呂の残り湯を洗濯などに利用している 248 17 66 0 331 

シャワーを出しっぱなしにしない 582 45 127 0 754 

詰め替え商品を使っている 732 50 136 0 918 

冷蔵庫の詰めすぎや必要以上に開閉をしな
いようにしている 

388 29 80 0 497 

省エネルギー型の家電の購入 287 14 54 0 355 

太陽光発電システムの導入 151 9 20 0 180 

太陽熱温水器の導入 35 6 9 0 50 

住宅の窓や外壁の断熱構造化 191 10 27 0 228 

照明の LED への切り替え 572 35 112 0 719 

エネファーム、エコキュート、蓄電池など
の導入 

224 11 36 0 271 

再生可能エネルギー比率の高い電力の購入 16 2 3 0 21 

余分な買い物をしない 394 30 86 1 511 

自転車の利用や徒歩を心がけている 149 3 21 0 173 

公共交通機関を積極的に利用している 43 5 7 0 55 

急発進・急加速をしない 440 36 95 0 571 

タイヤの空気圧を適正にしている 369 30 77 0 476 

アイドリングストップを心がけている 283 26 56 0 365 

ハイブリッド車、電気自動車などの購入 216 10 56 0 282 

自宅周辺の林の整備や森林整備活動の実施 30 7 16 0 53 

その他 11 1 2 0 14 
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割合（％）      

選択肢 大田原 湯津上 黒羽 
無回答

無効 
合計 

照明はこまめに消している 78.1 6.1 15.7 0.1 100.0 

冷暖房温度の設定を控えめにしている 77.9 6.1 16.0 0.0 100.0 

冷暖房効果を高めるよう工夫している 79.8 4.5 15.5 0.3 100.0 

エアコンのフィルターをこまめに掃除して
いる 

79.0 4.6 16.4 0.0 100.0 

風呂の残り湯を洗濯などに利用している 74.9 5.1 19.9 0.0 100.0 

シャワーを出しっぱなしにしない 77.2 6.0 16.8 0.0 100.0 

詰め替え商品を使っている 79.7 5.4 14.8 0.0 100.0 

冷蔵庫の詰めすぎや必要以上に 
開閉をしないようにしている 

78.1 5.8 16.1 0.0 100.0 

省エネルギー型の家電の購入 80.8 3.9 15.2 0.0 100.0 

太陽光発電システムの導入 83.9 5.0 11.1 0.0 100.0 

太陽熱温水器の導入 70.0 12.0 18.0 0.0 100.0 

住宅の窓や外壁の断熱構造化 83.8 4.4 11.8 0.0 100.0 

照明の LED への切り替え 79.6 4.9 15.6 0.0 100.0 

エネファーム、エコキュート、 
蓄電池などの導入 

82.7 4.1 13.3 0.0 100.0 

再生可能エネルギー比率の高い電力の購入 76.2 9.5 14.3 0.0 100.0 

余分な買い物をしない 77.1 5.9 16.8 0.2 100.0 

自転車の利用や徒歩を心がけている 86.1 1.7 12.1 0.0 100.0 

公共交通機関を積極的に利用している 78.2 9.1 12.7 0.0 100.0 

急発進・急加速をしない 77.1 6.3 16.6 0.0 100.0 

タイヤの空気圧を適正にしている 77.5 6.3 16.2 0.0 100.0 

アイドリングストップを心がけている 77.5 7.1 15.3 0.0 100.0 

ハイブリッド車、電気自動車などの購入 76.6 3.5 19.9 0.0 100.0 

自宅周辺の林の整備や森林整備活動の実施 56.6 13.2 30.2 0.0 100.0 

その他 78.6 7.1 14.3 0.0 100.0 
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78.1

77.9

79.8

79.0

74.9

77.2

79.7

78.1

80.8

83.9

70.0

83.8

79.6

82.7

76.2

77.1

86.1

78.2

77.1

77.5

77.5

76.6

56.6

78.6

6.1

6.1

4.5

4.6

5.1

6.0

5.4

5.8

3.9

5.0

12.0

4.4

4.9

4.1

9.5

5.9

1.7

9.1

6.3

6.3

7.1

3.5

13.2

7.1

15.7

16.0

15.5

16.4

19.9

16.8

14.8

16.1

15.2

11.1

18.0

11.8

15.6

13.3

14.3

16.8

12.1

12.7

16.6

16.2

15.3

19.9

30.2

14.3

0.1

0.0

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

照明はこまめに消している

冷暖房温度の設定を控えめにしている

冷暖房効果を高めるよう工夫している

エアコンのフィルターをこまめに掃除している

風呂の残り湯を洗濯などに利用している

シャワーを出しっぱなしにしない

詰め替え商品を使っている

冷蔵庫の詰めすぎや必要以上に

開閉をしないようにしている

省エネルギー型の家電の購入

太陽光発電システムの導入

太陽熱温水器の導入

住宅の窓や外壁の断熱構造化

照明のLEDへの切り替え

エネファーム、エコキュート、

蓄電池などの導入

再生可能エネルギー比率の高い電力の購入

余分な買い物をしない

自転車の利用や徒歩を心がけている

公共交通機関を積極的に利用している

急発進・急加速をしない

タイヤの空気圧を適正にしている

アイドリングストップを心がけている

ハイブリッド車、電気自動車などの購入

自宅周辺の林の整備や森林整備活動の実施

その他

大田原 湯津上 黒羽 無回答・無効
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2.2 事業所意識調査 

（1） 単純集計結果 

質問１  貴事業所についてお伺いします。（あてはまる番号を１つ選択） 

【業種】 

「製造業」が 23.2%、ついで「建設業」が 20.3%、「サービス業（他に分類されないもの）」が

15.2%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

農業 1 0.7% 

林業 1 0.7% 

鉱業 1 0.7% 

建設業 28 20.3% 

製造業 32 23.2% 

電気・ガス・熱供給・水道業 4 2.9% 

情報通信業 0 0.0% 

運輸業 7 5.1% 

卸売・小売業 15 10.9% 

金融・保険業 1 0.7% 

不動産業 1 0.7% 

飲食店・宿泊業 13 9.4% 

医療、福祉 7 5.1% 

教育、学習支援業 1 0.7% 

複合サービス業 3 2.2% 

サービス業（他に分類されないもの） 21 15.2% 

無回答・無効 2 1.4% 

回答者数 138 100.0% 
   

無回答 1 0.7% 

無効 1 0.7% 

  

農業 0.7%

林業 0.7%

鉱業 0.7%

建設業 20.3%

製造業 23.2%

電気・ガス・熱供給・水道業 2.9%

情報通信業 0.0%

運輸業 5.1%
卸売・小売業 10.9%

金融・保険業 0.7%

不動産業 0.7%

飲食店・宿泊業 9.4%

医療、福祉 5.1%

教育、学習支援業 0.7%

複合サービス業 2.2%

サービス業（他に分類されないもの） 15.2%

無回答・無効 1.4%
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【従業員数】 

「10名未満」が 55.1%、ついで「10 名～20名」が 15.9%、「21名～50 名」が 13.0%となってい

ます。 

 

選択肢 合計 割合 

10 名未満 76 55.1% 

10 名～20 名 22 15.9% 

21 名～50 名 18 13.0% 

51 名～100 名 10 7.2% 

101 名以上 12 8.7% 

無回答・無効 0 0.0% 

回答者数 138 100.0% 
   

無回答 0 0.0% 

無効 0 0.0% 

 

 

【所在地】 

「大田原」が 63.0%、ついで「黒羽」が 27.5%、「湯津上」が 9.4%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

大田原 87 63.0% 

湯津上 13 9.4% 

黒羽 38 27.5% 

無回答・無効 0 0.0% 

回答者数 138 100.0% 
   

無回答 0 0.0% 

無効 0 0.0% 

 

  

10名未満

55.1%

10名～20名

15.9%

21名～50名

13.0%

51名～100名

7.2%

101名以上

8.7%

無回答・無効

0.0%

大田原 63.0%
湯津上 9.4%

黒羽 27.5%

無回答・無効

0.0%
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質問２ 地球温暖化防止およびごみの排出抑制への対応状況についてお伺いします。 

（あてはまる番号を１つ選択） 

【地球温暖化防止について】 

「組織はないが、取り組んでいる」が 58.7%、ついで「取り組んでいない」が 28.3%、「組織を

作り、取り組んでいる」が 10.9%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

組織を作り、取り組んでいる 15 10.9% 

組織はないが、取り組んでいる 81 58.7% 

取り組んでいない 39 28.3% 

その他 2 1.4% 

無回答・無効 1 0.7% 

回答者数 138 100.0% 
   

無回答 1 0.7% 

無効 0 0.0% 

 

問 2-1 その他回答 

回答 

・具体的にどの様な事かわからない。（事業所としてできる事が） 

・個人事業（２名）の事業所なのでどのような対応したら良いかわからない 

 

 

【ごみの排出抑制について】 

「組織はないが、取り組んでいる」が 63.8%と最も多く、ついで「取り組んでいない」が

24.6%、「組織を作り、取り組んでいる」が 10.1%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

組織を作り、取り組んでいる 14 10.1% 

組織はないが、取り組んでいる 88 63.8% 

取り組んでいない 34 24.6% 

その他 2 1.4% 

無回答・無効 0 0.0% 

回答者数 138 100.0% 
   

無回答 0 0.0% 

無効 0 0.0% 

 

問 2-2 その他回答 

回答 

・ごみの収集運搬会社として排出抑制に努めている 

・ペットボトル、オイル→電気自動車（ＥＶ）業社に 

  

組織を作り、取り

組んでいる

10.9%

組織はないが、取

り組んでいる

58.7%

取り組んでいない

28.3%

その他

1.4%

無回答・無効

0.7%

組織を作り、取り

組んでいる

10.1%

組織はないが、

取り組んでいる

63.8%

取り組んで

いない

24.6%

その他

1.4%

無回答・無効

0.0%
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質問３ 貴事業所で行っている環境に関する取り組みの内容を教えてください。 

（あてはまる番号をすべて選択） 

「ごみの分別」が 92.0%と最も多く、ついで「事業所の敷地などの緑化に取り組んでいる」が

29.7%、「商品、製品の過剰包装に気をつけている」が 27.5%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

従業員に対する環境教育 32 23.2% 

地域の環境ボランティア活動への参加 26 18.8% 

事業所等を市民に開放し、環境保全活動を

理解してもらっている 
1 0.7% 

環境配慮製品の販売、使用 36 26.1% 

ISO14001、エコアクション 21 の取得 19 13.8% 

環境報告書の作成 9 6.5% 

ごみの分別 127 92.0% 

商品、製品の過剰包装に気をつけている 38 27.5% 

事業所の敷地などの緑化に取り組んでいる 41 29.7% 

生物多様性に配慮した原材料の仕入れ 8 5.8% 

地球温暖化防止対策（気候変動対策） 19 13.8% 

気候変動に伴う災害予防 9 6.5% 

その他 1 0.7% 

無回答・無効 2 1.4% 

回答者数 138 100.0% 
   

無回答 2 1.4% 

無効 0 0.0% 

 

  

0.7%

0.7%

5.8%

6.5%

6.5%

13.8%

13.8%

18.8%

23.2%

26.1%

27.5%

29.7%

92.0%

その他

事業所等を市民に開放し、環境保全活動を理

解してもらっている

生物多様性に配慮した原材料の仕入れ

気候変動に伴う災害予防

環境報告書の作成

地球温暖化防止対策（気候変動対策）

ISO14001、エコアクション21の取得

地域の環境ボランティア活動への参加

従業員に対する環境教育

環境配慮製品の販売、使用

商品、製品の過剰包装に気をつけている

事業所の敷地などの緑化に取り組んでいる

ごみの分別

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

複数回答
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問 3 気候変動に伴う災害予防の具体的な内容 

分類 回答 

太陽光発電 ・ＣＯ２排出量削減太陽光発電など  ・太陽光発電 

ＢＣＰ ・ＢＣＰ              ・ＢＣＰ対策 

防災訓練等 ・施設で地域を巻き込んだ防災訓練イベントの実施 

・自衛消防隊の組織化による火災発生対策 

その他 ・夏季のゲリラ豪雨等の想定を超える降雨量の雨による災害の防止のために、土嚢等の備

蓄を常時おこなってます。 

・山の崩落防止対策 

・豪雨による水害に備えている 

 

問 3 その他回答 

回答 

・特になし 

 

 

質問４ 貴事業所で、地球温暖化防止に向け、どのような取り組みを行っていますか。 

（あてはまる番号をすべて選択） 

「不必要な照明の消灯」が 87.7%と最も多く、ついで「照明の LED への切り替え」が 72.5%、

「冷暖房温度の設定温度の管理」が 68.1%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

不必要な照明の消灯 121 87.7% 

冷暖房温度の設定温度の管理 94 68.1% 

省エネルギー対応機器の導入 45 32.6% 

照明の LED への切り替え 100 72.5% 

ビルや工場などで ZEB 化を推進 2 1.4% 

太陽光発電システムの導入 22 15.9% 

再エネ比率の高い電力の購入 14 10.1% 

化石燃料を使用する機器から電力機器への

変更 
9 6.5% 

風力・小水力発電などの再生可能エネルギ

ーの導入 
0 0.0% 

ハイブリッド車、電気自動車などの環境配

慮型自動車の導入 
33 23.9% 

物流の見直し 5 3.6% 

廃棄物の発生抑制 47 34.1% 

従業員への環境教育 35 25.4% 

植樹や森林整備への企業としての関与 10 7.2% 

温室効果ガス排出削減に配慮された部材等

の使用 
5 3.6% 

その他 0 0.0% 

無回答・無効 1 0.7% 

回答者数 138 100.0% 
   

無回答 1 0.7% 

無効 0 0.0% 
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0.0%

0.0%

1.4%

3.6%

3.6%

6.5%

7.2%

10.1%

15.9%

23.9%

25.4%

32.6%

34.1%

68.1%

72.5%

87.7%

その他

風力・小水力発電などの再生可能エネルギーの導入

ビルや工場などでZEB化を推進

温室効果ガス排出削減に配慮された部材等の使用

物流の見直し

化石燃料を使用する機器から電力機器への変更

植樹や森林整備への企業としての関与

再エネ比率の高い電力の購入

太陽光発電システムの導入

ハイブリッド車、電気自動車などの環境配慮型自動車の導

入

従業員への環境教育

省エネルギー対応機器の導入

廃棄物の発生抑制

冷暖房温度の設定温度の管理

照明のLEDへの切り替え

不必要な照明の消灯

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

複数回答
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問５ 地球温暖化防止に向けた取り組みについて、具体的な内容をお聞かせください。 

（自由記述） 

 

分類 回答 

省エネ ・不要な電気の消灯や不必要な暖房の利用を控えている 

・不要な照明の消灯も徹底している。 

 LED ・工場、事務所、街灯の LED 化 

・照明のＬＥＤ化 

・照明のＬＥＤが半分までなので今年（２０２５）は全部にしたい 

・照明のＬＥＤ化 

・徐々にＬＥＤへ切り替えを進める 

・照明全てＬＥＤ化実施。 

・照明ＬＥＤに変更 

・常時使用しない室内照明においてもＬＥＤの切り替えを進め全ＬＥＤ照明化を行なう 

・照明器具のＬＥＤへの順次切り替え、電化製品の省エネ器具への変更を必要に応じて行

う 

エネルギー

の変更 

・ボイラーを廃止し電力化 

・省電力トランスへの変更 

・化石燃料を使用したフォークリフト１台を電池式に変更する。 

・電気については、東京電力のグリーンバーショックプランを使用している。自然エネル

ギーから発電した電力を購入している。 

・エネルギー使用量原単位の改善（過去５年相乗平均の２．４％改善） 

・電力契約を再エネプランに変更。 

・車両５台中３台ハイブリット車、フォークリフト２．５ｔ４台中２台電気、ＣＯ２排出

量の報告及び可視化へ 

機器の交換 ・10 年以内に電力消費率の高い機器を全て交換する。 

・フォークリフトエンジンからバッテリー車に変更７台中６台 

・工場内で使用するフォークリフトや暖房器具を電気式に順次入替えを実施、今後も順次

入替えをしていく予定。 

・自動販売機を緑の募金やＳＤＧｓ募金ができるものに入替えを実施。 

・老朽化したエアコンを更新する。 

・高効率型商品の提案と採用 

・省エネルギー対応のエアコンにかえる。 

CO2 削減 ・Ｓｃｏｐｅ３（サプライチェーン排出量）カテゴリー１．１１由来ＣＯ２削減活動。 

・ＣＯ２排出量をグループ全体で２０２９年度までに４０％削減（２０２１年度比） 

・二酸化炭素排出量の把握 

太陽光発電 ・ソーラーPPA 導入の検討中 

・太陽光発電を設置（約５００ｋＷｈ） 

・２０２４年２月よりオフサイトＰＰＡ（太陽光発電）を導入開始 

・太陽光発電の導入及び建屋の屋根を断熱塗装の実施 

・太陽光発電システムの導入予定。 

・工場建屋 1棟に太陽光パネルを設置、今後、余剰電力を利用して水素を生成し活用する

予定。 

交通手段 

 

・低燃費等の車両の入れ替え 

・社有車は全てハイブリッド車にし、18 台を 16 台に減らし、なるべく公共交通機関を使

うように促した 

・車をハイブリットに切り換え 

・国内営業（・サービス車ハイブリット車／電気自動車の導入（（２０２６年全体５５％以上） 

・営業車に電気自動車を検討中。 

・古い車両を買い替えていく 

・営業率６台は２０２４年で全車ハイブリット車に変更した。 

・営業で使用する乗用車を EV 車、ハイブリッド車にしている 
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分類 回答 

リサイクル ・ごみの収集運搬事業を行っている一方、中古品の買取なども行うなどして、リユース・

リサイクルを進め、排出者、排出事業者に説明しながら、徹底的に分別して、ごみの排

出抑制に努めている。 

・産廃の分別（最大限リサイクルへ） 

・ごみの分別は、特に紙ごみの分別を市の規程に沿って行っている。 

・ゴミ削減（不要のサービスをやめる） 

・廃棄物を、リサイクル化推進 

緑化活動 ・敷地内の樹木を適宜伐採し、光合成が活発に行われるようにしている 

・外構工事業をメインで行っているが、植裁、植物の利用促進に取り組んでいる。顧客へ

の積極的な提案をしている。 

・屋外での焚火等は一切行なわない。 

節約 ・ゴミ削減（不要のサービスをやめる） 

・紙使用量の削減 

・ＩＴ化による、コピー用紙削減 

・車を使用する日数を週１日削減予定 

その他 ・特にありません。 

・コンプレッサーのエアー漏れ改善 

・社屋の断熱塗装等 

・ISO14001 の認証取得により社内環境教育の実施を行い、環境活動に目的、目標を設定し

て取り組んでおります。 

 

 

質問６ 貴事業所では環境に関する今後の取り組み姿勢をどう考えていますか。 

（あてはまる番号を１つ選択） 

「現状の取り組みを続ける」が 58.7%と最も多く、ついで「現在より積極的に行う」が

18.8%、「社会情勢を見極めてから取り組む」が 13.8%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

現在より積極的に行う 26 18.8% 

現状の取り組みを続ける 81 58.7% 

社会情勢を見極めてから取

り組む 
19 13.8% 

今後とも取り組む予定なし 5 3.6% 

その他 3 2.2% 

無回答・無効 4 2.9% 

回答者数 138 100.0% 
   

無回答 2 1.4% 

無効 2 1.4% 

 

問 6 その他回答 

回答 

・補助金や助成金があれば取り組む 

・当事業所として何ができるか具体的にわからない。 

 

  

現在より積極的に

行う

18.8%

現状の取り組み

を続ける

58.7%

社会情勢を見極めてから

取り組む

13.8%

今後とも取り

組む予定なし

3.6%

その他

2.2% 無回答・無効

2.9%
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質問７ 貴事業所での環境への取り組みの障壁になっているものは何だと考えていますか。 

    （あてはまる番号をすべて選択） 

「資金不足」が 49.3%と最も多く、ついで「人材不足」が 31.9%、「時間不足」が 26.1%となっ

ています。 

 

選択肢 合計 割合 

人材不足 44 31.9% 

資金不足 68 49.3% 

時間不足 36 26.1% 

情報不足 32 23.2% 

取り組みの組織を作ること

が難しい 
28 20.3% 

取引先や消費者の協力が得

られない 
9 6.5% 

特に障壁はない 29 21.0% 

その他 4 2.9% 

無回答・無効 1 0.7% 

回答者数 138 100.0% 
   

無回答 1 0.7% 

無効 0 0.0% 

 

問 7 その他回答 

回答 

・教育とメリット 

・水処理 

・墓地等の受注が少なくなってきていて、経費等の負担の為、これから事業を縮少する予定 

 

  

2.9%

6.5%

20.3%

21.0%

23.2%

26.1%

31.9%

49.3%

その他

取引先や消費者の協力が得ら

れない

取り組みの組織を作ることが

難しい

特に障壁はない

情報不足

時間不足

人材不足

資金不足

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

複数回答
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質問８ 貴事業所で、環境保全の取り組みを行っていく上で、行政へ期待することは何ですか。 

    （あてはまる番号をすべて選択） 

「資金面での援助」が 47.1%と最も多く、ついで「環境情報の提供」が 43.5%、「ガイドライン

等の策定」が 22.5%となっています。 

 

選択肢 合計 割合 

環境情報の提供 60 43.5% 

資金面での援助 65 47.1% 

相談窓口の開設 18 13.0% 

ガイドライン等の策定 31 22.5% 

市民・事業所・行政の協働

の場の提供 
21 15.2% 

特に期待することはない 21 15.2% 

その他 4 2.9% 

無回答・無効 4 2.9% 

回答者数 138 100.0% 
   

無回答 4 2.9% 

無効 0 0.0% 

 

問 8 その他回答 

回答 

・同業他社の取り組み事例などの情報をご提供いただけると取り組み易くなると思います。 

・教育と事業所に対するメリット 

・わからない 

 

  

2.9%

13.0%

15.2%

15.2%

22.5%

43.5%

47.1%

その他

相談窓口の開設

特に期待することはない

市民・事業所・行政の協働の

場の提供

ガイドライン等の策定

環境情報の提供

資金面での援助

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

複数回答
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（2） 規模別集計結果 

規模（従業員数）別の集計結果を次頁以降に示す。 

従業員数別の回答状況は以下のとおりであり、10名未満の事業所が半数以上を占めている。 

 

 

選択肢 合計 割合 

10 名未満 76 55.1% 

10 名～20 名 22 15.9% 

21 名～50 名 18 13.0% 

51 名～100 名 10 7.2% 

101 名以上 12 8.7% 

無回答・無効 0 0.0% 

回答者数 138 100.0% 
   

無回答 0 0.0% 

無効 0 0.0% 

 

  

10名未満

55.1%

10名～20名

15.9%

21名～50名

13.0%

51名～100名

7.2%

101名以上

8.7%

無回答・無効

0.0%
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質問１  貴事業所についてお伺いします。（あてはまる番号を１つ選択） 

【業種】 

回答者数（件）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

農業 0 0 0 1 0 0 1 

林業 1 0 0 0 0 0 1 

鉱業 0 1 0 0 0 0 1 

建設業 15 7 4 2 0 0 28 

製造業 11 2 5 4 10 0 32 

電気・ガス・熱供給・水道業 4 0 0 0 0 0 4 

情報通信業 0 0 0 0 0 0 0 

運輸業 0 3 2 2 0 0 7 

卸売・小売業 13 2 0 0 0 0 15 

金融・保険業 0 0 0 0 1 0 1 

不動産業 1 0 0 0 0 0 1 

飲食店・宿泊業 9 4 0 0 0 0 13 

医療、福祉 2 1 2 1 1 0 7 

教育、学習支援業 1 0 0 0 0 0 1 

複合サービス業 1 0 2 0 0 0 3 

サービス業（他に分類されないもの） 17 1 3 0 0 0 21 
        

割合（％）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

農業 0.0  0.0  0.0  100.0  0.0  0.0  100.0  

林業 100.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

鉱業 0.0  100.0  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

建設業 53.6  25.0  14.3  7.1  0.0  0.0  100.0  

製造業 34.4  6.3  15.6  12.5  31.3  0.0  100.0  

電気・ガス・熱供給・水道業 100.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

情報通信業 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

運輸業 0.0  42.9  28.6  28.6  0.0  0.0  100.0  

卸売・小売業 86.7  13.3  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

金融・保険業 0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  0.0  100.0  

不動産業 100.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

飲食店・宿泊業 69.2  30.8  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

医療、福祉 28.6  14.3  28.6  14.3  14.3  0.0  100.0  

教育、学習支援業 100.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

複合サービス業 33.3  0.0  66.7  0.0  0.0  0.0  100.0  

サービス業（他に分類されないもの） 81.0  4.8  14.3  0.0  0.0  0.0  100.0  
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100.0 

53.6 

34.4 

100.0 

0.0 

86.7 

100.0 

69.2 

28.6 

100.0 

33.3 

81.0 

100.0 

25.0 

6.3 

42.9 

13.3 

30.8 

14.3 

4.8 

14.3 

15.6 

28.6 

28.6 

66.7 

14.3 

100.0 

7.1 

12.5 

28.6 

14.3 

31.3 

100.0 

14.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

農業

林業

鉱業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業

卸売・小売業

金融・保険業

不動産業

飲食店・宿泊業

医療、福祉

教育、学習支援業

複合サービス業

サービス業（他に分類されないもの）

10名未満 10名～20名 21名～50名 51名～100名 101名以上 無回答・無効
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【所在地】 

回答者数（件）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

農業 0 0 0 1 0 0 1 

林業 1 0 0 0 0 0 1 

鉱業 0 1 0 0 0 0 1 
        

割合（％）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

農業 0.0  0.0  0.0  100.0  0.0  0.0  100.0  

林業 100.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

鉱業 0.0  100.0  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

 

  

43.7 

84.6 

71.1 

18.4 

15.4 

10.5 

17.2 

7.9 

8.0 

7.9 

12.6 

2.6 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

大田原

湯津上

黒羽

10名未満 10名～20名 21名～50名 51名～100名 101名以上 無回答・無効
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質問２ 地球温暖化防止およびごみの排出抑制への対応状況についてお伺いします。 

（あてはまる番号を１つ選択） 

【地球温暖化防止について】 

回答者数（件）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

組織を作り、取り組んでいる 0 1 3 4 7 0 15 

組織はないが、取り組んでいる 49 13 11 3 5 0 81 

取り組んでいない 24 8 4 3 0 0 39 

その他 2 0 0 0 0 0 2 
        

割合（％）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

組織を作り、取り組んでいる 0.0  6.7  20.0  26.7  46.7  0.0  100.0  

組織はないが、取り組んでいる 60.5  16.0  13.6  3.7  6.2  0.0  100.0  

取り組んでいない 61.5  20.5  10.3  7.7  0.0  0.0  100.0  

その他 100.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

 

 

  

60.5 

61.5 

100.0 

6.7 

16.0 

20.5 

20.0 

13.6 

10.3 

26.7 

3.7 

7.7 

46.7 

6.2 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

組織を作り、

取り組んでいる

組織はないが、

取り組んでいる

取り組んでいない

その他

10名未満 10名～20名 21名～50名 51名～100名 101名以上 無回答・無効
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【ごみの排出抑制について】 

回答者数（件）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

組織を作り、取り組んでいる 0 1 2 4 7 0 14 

組織はないが、取り組んでいる 56 13 10 5 4 0 88 

取り組んでいない 20 7 5 1 1 0 34 

その他 0 1 1 0 0 0 2 
        

割合（％）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

組織を作り、取り組んでいる 0.0  7.1  14.3  28.6  50.0  0.0  100.0  

組織はないが、取り組んでいる 63.6  14.8  11.4  5.7  4.5  0.0  100.0  

取り組んでいない 58.8  20.6  14.7  2.9  2.9  0.0  100.0  

その他 0.0  50.0  50.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

 

 

 

  

63.6 

58.8 

7.1 

14.8 

20.6 

50.0 

14.3 

11.4 

14.7 

50.0 

28.6 

5.7 

2.9 

50.0 

4.5 

2.9 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

組織を作り、

取り組んでいる

組織はないが、

取り組んでいる

取り組んでいない

その他

10名未満 10名～20名 21名～50名 51名～100名 101名以上 無回答・無効
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質問３ 貴事業所で行っている環境に関する取り組みの内容を教えてください。 

（あてはまる番号をすべて選択） 

 

回答者数（件）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

従業員に対する環境教育 7 4 6 5 10 0 32 

地域の環境ボランティア活動への参加 10 5 5 1 5 0 26 

事業所等を市民に開放し、 

環境保全活動を理解してもらっている 
0 0 0 0 1 0 1 

環境配慮製品の販売、使用 16 5 3 4 8 0 36 

ISO14001、エコアクション 21 の取得 0 1 6 4 8 0 19 

環境報告書の作成 0 0 1 2 6 0 9 

ごみの分別 68 20 17 10 12 0 127 

商品、製品の過剰包装に気をつけてい

る 
23 7 4 1 3 0 38 

事業所の敷地などの緑化に取り組んで

いる 
19 4 7 3 8 0 41 

生物多様性に配慮した原材料の仕入れ 3 1 0 1 3 0 8 

地球温暖化防止対策（気候変動対策） 3 1 3 4 8 0 19 

気候変動に伴う災害予防 0 1 4 3 1 0 9 

その他 0 1 0 0 0 0 1 
        

割合（％）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

従業員に対する環境教育 21.9 12.5 18.8 15.6 31.3 0.0 100.0 

地域の環境ボランティア活動への参加 38.5 19.2 19.2 3.8 19.2 0.0 100.0 

事業所等を市民に開放し、 

環境保全活動を理解してもらっている 
0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 

環境配慮製品の販売、使用 44.4 13.9 8.3 11.1 22.2 0.0 100.0 

ISO14001、エコアクション 21 の取得 0.0 5.3 31.6 21.1 42.1 0.0 100.0 

環境報告書の作成 0.0 0.0 11.1 22.2 66.7 0.0 100.0 

ごみの分別 53.5 15.7 13.4 7.9 9.4 0.0 100.0 

商品、製品の過剰包装に気をつけてい

る 
60.5 18.4 10.5 2.6 7.9 0.0 100.0 

事業所の敷地などの緑化に取り組んで

いる 
46.3 9.8 17.1 7.3 19.5 0.0 100.0 

生物多様性に配慮した原材料の仕入れ 37.5 12.5 0.0 12.5 37.5 0.0 100.0 

地球温暖化防止対策（気候変動対策） 15.8 5.3 15.8 21.1 42.1 0.0 100.0 

気候変動に伴う災害予防 0.0 11.1 44.4 33.3 11.1 0.0 100.0 

その他 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 
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21.9

38.5

44.4

53.5

60.5

46.3

37.5

15.8

12.5

19.2

13.9

5.3

15.7

18.4

9.8

12.5

5.3

11.1

100.0

18.8

19.2

8.3

31.6

11.1

13.4

10.5

17.1

15.8

44.4

15.6

3.8

11.1

21.1

22.2

7.9

2.6

7.3

12.5

21.1

33.3

31.3

19.2

100.0

22.2

42.1

66.7

9.4

7.9

19.5

37.5

42.1

11.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

従業員に対する環境教育

地域の環境ボランティア活動への参加

事業所等を市民に開放し、

環境保全活動を理解してもらっている

環境配慮製品の販売、使用

ISO14001、エコアクション21の取得

環境報告書の作成

ごみの分別

商品、製品の過剰包装に気をつけている

事業所の敷地などの緑化に取り組んでいる

生物多様性に配慮した原材料の仕入れ

地球温暖化防止対策（気候変動対策）

気候変動に伴う災害予防

その他

10名未満 10名～20名 21名～50名 51名～100名 101名以上 無回答・無効
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質問４ 貴事業所で、地球温暖化防止に向け、どのような取り組みを行っていますか。 

（あてはまる番号をすべて選択） 

回答者数（件）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

不必要な照明の消灯 66 18 17 8 12 0 121 

冷暖房温度の設定温度の管理 47 14 15 6 12 0 94 

省エネルギー対応機器の導入 15 6 9 4 11 0 45 

照明の LED への切り替え 49 16 15 8 12 0 100 

ビルや工場などで ZEB 化を推進 1 0 0 0 1 0 2 

太陽光発電システムの導入 8 3 2 3 6 0 22 

再エネ比率の高い電力の購入 1 1 6 2 4 0 14 

化石燃料を使用する機器から電力機器

への変更 
1 1 0 2 5 0 9 

風力・小水力発電などの再生可能エネ

ルギーの導入 
0 0 0 0 0 0 0 

ハイブリッド車、電気自動車などの 

環境配慮型自動車の導入 
13 3 6 5 6 0 33 

物流の見直し 2 0 0 1 2 0 5 

廃棄物の発生抑制 18 6 11 4 8 0 47 

従業員への環境教育 9 5 6 5 10 0 35 

植樹や森林整備への企業としての関与 3 0 1 3 3 0 10 

温室効果ガス排出削減に配慮された部

材等の使用 
1 0 1 2 1 0 5 

その他 0 0 0 0 0 0 0 
        

割合（％）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

不必要な照明の消灯 54.5 14.9 14.0 6.6 9.9 0.0 100.0 

冷暖房温度の設定温度の管理 50.0 14.9 16.0 6.4 12.8 0.0 100.0 

省エネルギー対応機器の導入 33.3 13.3 20.0 8.9 24.4 0.0 100.0 

照明の LED への切り替え 49.0 16.0 15.0 8.0 12.0 0.0 100.0 

ビルや工場などで ZEB 化を推進 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 100.0 

太陽光発電システムの導入 36.4 13.6 9.1 13.6 27.3 0.0 100.0 

再エネ比率の高い電力の購入 7.1 7.1 42.9 14.3 28.6 0.0 100.0 

化石燃料を使用する機器から電力機器

への変更 
11.1 11.1 0.0 22.2 55.6 0.0 100.0 

風力・小水力発電などの再生可能エネ

ルギーの導入 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

ハイブリッド車、電気自動車などの 

環境配慮型自動車の導入 
39.4 9.1 18.2 15.2 18.2 0.0 100.0 

物流の見直し 40.0 0.0 0.0 20.0 40.0 0.0 100.0 

廃棄物の発生抑制 38.3 12.8 23.4 8.5 17.0 0.0 100.0 

従業員への環境教育 25.7 14.3 17.1 14.3 28.6 0.0 100.0 

植樹や森林整備への企業としての関与 30.0 0.0 10.0 30.0 30.0 0.0 100.0 

温室効果ガス排出削減に配慮された部

材等の使用 
20.0 0.0 20.0 40.0 20.0 0.0 100.0 

その他 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
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54.5

50.0

33.3

49.0

50.0

36.4

7.1

11.1

0.0

39.4

40.0

38.3

25.7

30.0

20.0

0.0

14.9

14.9

13.3

16.0

13.6

7.1

11.1

0.0

9.1

12.8

14.3

0.0

14.0

16.0

20.0

15.0

9.1

42.9

0.0

18.2

23.4

17.1

10.0

20.0

0.0

6.6

6.4

8.9

8.0

13.6

14.3

22.2

0.0

15.2

20.0

8.5

14.3

30.0

40.0

0.0

9.9

12.8

24.4

12.0

50.0

27.3

28.6

55.6

18.2

40.0

17.0

28.6

30.0

20.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

不必要な照明の消灯

冷暖房温度の設定温度の管理

省エネルギー対応機器の導入

照明のLEDへの切り替え

ビルや工場などでZEB化を推進

太陽光発電システムの導入

再エネ比率の高い電力の購入

化石燃料を使用する機器から電力機器への変更

風力・小水力発電などの再生可能エネルギーの導入

ハイブリッド車、電気自動車などの

環境配慮型自動車の導入

物流の見直し

廃棄物の発生抑制

従業員への環境教育

植樹や森林整備への企業としての関与

温室効果ガス排出削減に配慮された部材等の使用

その他

10名未満 10名～20名 21名～50名 51名～100名 101名以上 無回答・無効
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質問６ 貴事業所では環境に関する今後の取り組み姿勢をどう考えていますか。 

（あてはまる番号を１つ選択） 

 

回答者数（件）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

現在より積極的に行う 9 4 4 4 5 0 26 

現状の取り組みを続ける 46 11 12 5 7 0 81 

社会情勢を見極めてから取り組む 12 6 1 0 0 0 19 

今後とも取り組む予定なし 4 1 0 0 0 0 5 

その他 3 0 0 0 0 0 3 
        

割合（％）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

現在より積極的に行う 34.6 15.4 15.4 15.4 19.2 0.0 100.0 

現状の取り組みを続ける 56.8 13.6 14.8 6.2 8.6 0.0 100.0 

社会情勢を見極めてから取り組む 63.2 31.6 5.3 0.0 0.0 0.0 100.0 

今後とも取り組む予定なし 80.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

その他 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

 

 

  

34.6

56.8

63.2

80.0

100.0

15.4

13.6

31.6

20.0

15.4

14.8

5.3

15.4

6.2

19.2

8.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

現在より積極的に行う

現状の取り組みを続ける

社会情勢を見極めてから取り組む

今後とも取り組む予定なし

その他

10名未満 10名～20名 21名～50名 51名～100名 101名以上 無回答・無効



77 

 

質問７ 貴事業所での環境への取り組みの障壁になっているものは何だと考えていますか。 

    （あてはまる番号をすべて選択） 

回答者数（件）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

人材不足 22 7 7 4 4 0 44 

資金不足 38 10 8 5 7 0 68 

時間不足 19 6 6 4 1 0 36 

情報不足 15 7 4 4 2 0 32 

取り組みの組織を作ることが難しい 19 5 2 2 0 0 28 

取引先や消費者の協力が得られない 2 2 1 3 1 0 9 

特に障壁はない 17 1 5 3 3 0 29 

その他 3 0 0 0 1 0 4 
        

割合（％）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

人材不足 50.0 15.9 15.9 9.1 9.1 0.0 100.0 

資金不足 55.9 14.7 11.8 7.4 10.3 0.0 100.0 

時間不足 52.8 16.7 16.7 11.1 2.8 0.0 100.0 

情報不足 46.9 21.9 12.5 12.5 6.3 0.0 100.0 

取り組みの組織を作ることが難しい 67.9 17.9 7.1 7.1 0.0 0.0 100.0 

取引先や消費者の協力が得られない 22.2 22.2 11.1 33.3 11.1 0.0 100.0 

特に障壁はない 58.6 3.4 17.2 10.3 10.3 0.0 100.0 

その他 75.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 100.0 

 

 

  

50.0

55.9

52.8

46.9

67.9

22.2

58.6

75.0

15.9

14.7

16.7

21.9

17.9

22.2

3.4

15.9

11.8

16.7

12.5

7.1

11.1

17.2

9.1

7.4

11.1

12.5

7.1

33.3

10.3

9.1

10.3

2.8

6.3

11.1

10.3

25.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

人材不足

資金不足

時間不足

情報不足

取り組みの組織を作ることが難しい

取引先や消費者の協力が得られない

特に障壁はない

その他

10名未満 10名～20名 21名～50名 51名～100名 101名以上 無回答・無効
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質問８ 貴事業所で、環境保全の取り組みを行っていく上で、行政へ期待することは何ですか。 

    （あてはまる番号をすべて選択） 

回答者数（件）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

環境情報の提供 28 9 9 7 7 0 60 

資金面での援助 35 9 11 4 6 0 65 

相談窓口の開設 9 1 3 3 2 0 18 

ガイドライン等の策定 15 6 6 3 1 0 31 

市民・事業所・行政の協働の場の提供 12 2 4 1 2 0 21 

特に期待することはない 12 2 3 2 2 0 21 

その他 3 1 0 0 0 0 4 
        

割合（％）        

選択肢 
10 名 

未満 

10 名～

20 名 

21 名～

50 名 

51 名～

100 名 

101 名 

以上 

無回答

無効 
合計 

環境情報の提供 46.7 15.0 15.0 11.7 11.7 0.0 100.0 

資金面での援助 53.8 13.8 16.9 6.2 9.2 0.0 100.0 

相談窓口の開設 50.0 5.6 16.7 16.7 11.1 0.0 100.0 

ガイドライン等の策定 48.4 19.4 19.4 9.7 3.2 0.0 100.0 

市民・事業所・行政の協働の場の提供 57.1 9.5 19.0 4.8 9.5 0.0 100.0 

特に期待することはない 57.1 9.5 14.3 9.5 9.5 0.0 100.0 

その他 75.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

 

 

  

46.7

53.8

50.0

48.4

57.1

57.1

75.0

15.0

13.8

5.6

19.4

9.5

9.5

25.0

15.0

16.9

16.7

19.4

19.0

14.3

11.7

6.2

16.7

9.7

4.8

9.5

11.7

9.2

11.1

3.2

9.5

9.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

環境情報の提供

資金面での援助

相談窓口の開設

ガイドライン等の策定

市民・事業所・行政の協働の場の提供

特に期待することはない

その他

10名未満 10名～20名 21名～50名 51名～100名 101名以上 無回答・無効
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2.3 （巻末）自由意見欄の回答状況 

【市民意識調査】 

大田原市の環境について、市への要望や計画に対する意見や提案、アンケートに対する意見等ご

ざいましたら、ご自由にお書きください。 

分類 回答 

自然環境 ・大田原市に住んで 17 年近く経つが、その間に環境が悪くなった印象はありません。豊かな自

然を維持できていると感じています。今後の目指すべき環境は、自然維持とテクノロジー化

推進、歴史文化財保全の両立ではないかと考えます。 

・大田原市に住んで３０年以上になります。昔より、田畑が減って住宅が増え、各種の店も増

えたけど緑が減って残念です。これ以上整地が進み、緑地が消えていくのは残念です 

・現在のゆたかな自然を守ってほしい。外来種の植物がはびこっているのが心配。耕作放棄地

や空家の対策や有効利用を考えてほしい。 

・転勤族です。親せき、友人らが時々遊びにきますが、５～１０年あいて来ると、道路が変り、

街中がさま変りしている…と言われます。前ページにも書きましたが、森林をバッサイして

まで作らなければならない道路なの？とも。豊かな森林や田んぼがどんどんなくなっていく

のは便利になるより悲しいこと…と思います。ある程度の環境維持には住宅地化への規制や

緑地保護をお願いしたい。 

・河川の源流域にあたる奥山には、針葉樹（（スギ、ヒノキ）ではなく広葉樹（（ナラ、クヌギ等）

を植栽し、森林整備を計ってゆくべきであり、その理由は、次の点にある。１．イノシシ等

の害獣が里山や街中へ降りてきているのは、本来ドングリ等を食していたのが拡大造林で花

粉症のもととなるスギ、ヒノキに変化したからが一因としてある２河川の水量が少なくなっ

ているのは、樹種により保水力が小さいことが一因としてある（（緑のダム）３．花粉症対等、

環境教育にも良いと思われるが、樹木が育つのは何十年とかかり、早急に行政が支援すべき

ことである。 

・個人で出来る環境への取り組みも大切だと考える。次世代（子供達）への教育。温暖化は進

むので。農地、山林の保全は大切。（誰が保全していくかが課題になる。次世代を育てて行く

にはどうしたら良いか考え、対策できればと願います。 

・山間部に行くと、里山が荒れ、田んぼの放棄地が多くなり、イノシシの害や水害にもつなが

ると、思います。むずかしい問題とは思いますが、何か良い方法があればと思います。 

・海外や県外から帰宅する時、宇都宮線片岡駅以北の山野の風景はとても美しく、誉りに思う

所です。ところが以前暮らしたことのある神奈川や埼玉に比ベルと、昆虫、野鳥、雑魚、カ

エル等の生物がとても少なく感じる。給餌台にスズメ、ムクドリ、キジバトは来なくなった。

外灯にカブトムシが飛んで来なくなった。オタマジャクシは何年も見ていない。ゴキブリや

ネズミさえ見かけるのは希になった。みんなどこへ行ってしまったのだろう。 

・野鳥（スズメ、ツバメ等）が減少している。営巣場所の減少もあるが、除草剤の影響も考え

られる為、自宅では除草剤の使用を止め、草を刈るようになった。 

・星空のきれいな郷里でいてください。変わらず田畑森林などを守っていける郷里でいてくだ

さい。すばらしい自然を次の世代に継承してください。郷里の自然がいつもありますように。

ありがとうございます。 

・きれいな自然が減ってきていると感じるので、適度に残していければと思う。 

水質・河川 ・ＰＦＯＡ、ＰＦＯＳの測定（河川）を、早急にしていただきたいです。工場もたくさんあり

ますし、その周辺の河川は、きちんと調査、そして、市民への公表を願っております。また、

ひきつづき、放射線に対する対策も念入りにおねがいしたいです。 

・河川も汚れてきたような気がします。もっと清い流れに戻って欲しいと思っています。 

・①昭和の傾は見なかった草が川に成長して水が流れずたまっている。川全体に広がり大雨が

降るとあふれているので不安。悪臭もすごい。 

・産廃土で小川の排水が出きない。大雨時どの様になるのか？（ 

・川がきれいになってうれしい 

・川のそうじを行って頂きたい。 

・美原公園北駐車場北を流れる百村川の水量について、毎年今頃（（１２月末～３月）になると、

水涸れが生じ元気良く泳いでいた小魚…どこへ行くやら、…。１年中流れる様に出来ないも

のでしょうか？…カラ、カラ、の川淋しいです。 
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分類 回答 

鳥獣対策 ・見ためは景観が保たれているように見えますが、森林竹林が内部から荒れている為獣も住め

なくなった為、市外地に出ています。対策とか補助金とか有るのに組織化して実行しようと

いう意欲が見られません。 

・害虫や害獣が増えてきた。カメムシ、ハクビシン、たぬき、イノシシ、など重点対策をお願

いしたい。 

農業 ・農業推進により大田原市としての地産地消を目指す、農家の後継者育成 

・森林の保持の人材育成 

・技術向上の研究 

・年々耕作放棄地が増えていると感じている。一方で菜園をやりたい一般家庭や農業にチャレ

ンジしたい方もいるため、環境維持に貸し出しや売買などが促進される仕組みがあると良い

と思う。 

・農薬（有害）の使用制限をすべきと考える（農業従事者が自から自然環境破壊をしている） 

・環境負荷の少ない（オーガニック）、農業・畜産業の研究と推進。→食の安心のため。 

街路樹 ・庭木の手入れをして緑の景観を維持したいが、シルバーが人手不足でやってもらえない。安

くやってくれるところ、もしくは補助金などで支援してほしい。また、空き家になった庭木

が荒れて枝が飛び出して来て落ち葉も大量に発生して困っている。植樹の管理と計画を是非

積極的に実施してほしいと思います。 

・街路樹は排気ガス等の影響で寿命が短くなると報告されています。一方で、ウォーキングや

サイクリングにおいては、四季を視覚で楽しむ機会となり、外出機会の促進になります。よ

って、台風等の悪天候に耐えられる程度の街路樹、公園等の植樹を積極的に管理していただ

き、適宜、植替えを実践する取り組みを実施してほしいと思います。 

・公共の場に植生されている木々の無意味な伐採はやめて頂き度い。 

・市への要望ではありませんが、大田原高校の植木の伸び放題が気になります。特に北側の木

はひどいです。以前見えていた山が見えなくなり残念です。他にも、個人宅の植木の道路へ

のはみ出しの調査は必要だと思います。 

・道路上に出ている樹木の伐採 

・道の駅の木の伐採より、公共の場等への植樹や道路等への植樹の実施をしていただきたい。

緑の町、森や野生動物との共生の町への取り組みを実施。特産の乳牛等の生活環境の改善を

切に願います。 

・○景観という事では、（ 日本一美しい”といわれた下侍塚古墳の枯れた松を、一日も早く切っ

て欲しい。安全面でも心配。事故が起きたら、どこが責任を負うのか？（ 

・地続きの住人の庭のコブシ、蜂谷柿数本、栗の木３本、ビワの木１本、たらの芽サンショウ

その他、山の木の様なものが手入れもせず、伸び放題です。切り落した木々、枝、は何年も、

そのまま、何度か２階の屋根まで伸びて来たので切ってほしいと願ったのですが、その時、

だけ。私共の２階健の上、下は入梅時になると、陽も照さず、風も通らず、青カビだらけ、

そのままにしていますが、何度も話す事も、こわくて、いえません。あるてい度の大木は切

る様にと、市で伝達は、不可能でしょうか。◎困っています。 

公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全ての世代が快適に利用できる大きな公園があったら嬉しい。 

・○城山公園の整備を望みたい。具体的には、城山公園を散歩出来るようにしていただきたい。

（大田原城を復元してほしい！） 

・今、１番こまっている事として、中央公園の駐車場です。土、日の朝は満車の時があります。

嘔吐物があったりと不衛生です。清掃の方がいるのは知っていますが、マナーを守らない人

がいます。 

・子どもたちが、安心して外遊びをする場所がないことを懸念している。中央公園はお年寄が

グランドゴルフをしていて、安心して孫と遊べない。人の憩の場となるような公園等を増や

してほしい。お城山など整備していないと治安的に不安である。歴史的な建造物ｅｔｃ．文

化的遺産の保全にも力を入れないと、すたれるばかりである。魅力的な町作りをするために

広く考えを聞いてほしい。「未来の大田原市」として、文章や絵画等一般公募するのは、どう

でしょう？ 

・私は、大田原美原地区に住んでいます。４０年以上になりますが、災害も少なくとても住み

やすいと感じています。環境もよく、子育てもしやすいと思っています。美原公園（陸上競

技場（・野球場など）特に交通公園は、全世代にとって憩いの場になっていると思っています。

大きな木などの整備をしながらになると思いますが、ずっと残してほしいと思っています。

市民プール跡地が何になるのか、気になります。何か、環境が大きく変わる時には、近隣住

民にていねいなお知らせ・相談をしていただけたらありがたいです。 

・１．美原公園の樹木の除虫剤塗布を年２回定期的に行う際に、小中学生が登校する平日の朝
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分類 回答 

公園 に行うことが圧倒的に多い。小中学生が登校しない土日に行う様にした方が良い。２．折角

の美原交通公園が当初の目的に添わない形で放置されたまゝである（日常の雑草等の処置は

されている。）子供のための交通公園として最低限の措置をして有効活用したい。 

・大田原市の公園の美化、遊具の設置をしてほしい。住宅地の照明、横断歩道の新設をしてほ

しい。（新しい分譲地など） 

・中央公園のような場所がもう少し増えたら良いのかなと思います。学生が外出している様子

もあまり見かけないですし、極端な話ではありますが学区ごとにあってもいいかなと思いま

す。 

・質問２で記入したことですが、黒羽の市街地に、子どもが遊べる公園を作って下さい。（遊具

のある公園） 

野焼き・悪臭 ・大田原市の環境は良くなっていると思いますが、家の周りで野外焼却をしている人物がいる

ため、臭いや煙にとても困っています。市役所の業務時間外に行っていることが多いため、

どのように対応すればよいかわからず、我慢している状況です。野外焼却がなくなればさら

に大田原市の環境は良くなっていくと思いますので、今まで以上に市民への周知の徹底、業

務時間外の対応方法の検討をよろしくお願いします。 

・近所で自宅でゴミを燃やしているところがあるので、罰則を厳しくしてほしい。 

・近所で頻繁にごみ燃しをされていて少々困っています。定期的な巡回は必要だと思います。 

・近所でよくゴミをもやしてる家がありとても迷惑なので、広報などで呼びかけをおねがいし

たいです！！ 

・野焼きなどを禁止してほしい。 

・外でゴミを燃やしている家に対して厳しくしてもらいたい。小学校付近の道路をきれいにし

てもらいたい。 

・自宅の庭や畑などで、伐採した木なのかゴミなのか、燃やしているのを見かける。風向きに

よっては、煙がとても臭く、洗濯物が外に干せないで困る。小さな子供がいるので健康被害

と、風が強い日は火事にならないかと心配になる。後、田んぼの周りの雑草をバーナーで燃

やすのをやめてほしい。火事が心配。 

・○家庭で出る木の葉位は焼やしてもよいと思いますが。 

・農家の方が多いところなのか、日中野火焼きをしている家があり、洗濯物ににおいがついて

困ることがあります。洗濯物を干している時間帯は避けてもらいたいので広報などに注意し

てもらうようのせていただきたいです。 

・美原 1 丁目に住んでいるが、特に夏場の夜に畜産の臭いが酷く窓を開けられなくて困ってい

る。 

・環境問題とは、また、異なるかもしれませんが、庭で、ものを燃やす人がいるため、外に、

洗濯物を干せないことがあります。洗い直しに、なることも。市の方で、注意喚起して頂け

ると、ありがたいです。 

・大田原美原地区で時々肥料と思われる悪臭(特に夕方)が酷い。何とかして頂きたい。美原公

園でのペットのフンやマナーが悪いのが目立つ。 

・環境は田舎なので良いと思いますが、隣の家が一日中何か燃やしていて煙が凄いので空気が

悪くて嫌だ。 

・難しいことかもしれませんが、朝早くなら大丈夫か、という考えからか７時前から落ち葉な

のか、ごみなのか燃やしている方がいらっしゃいます。窓を開けると臭います。冬ですから

窓を開け放すことはありませんが、洗濯物を外に干せません。何か良い方法はないでしょう

か。 

・土、日、祝日は朝から。平日は夕方にもくもくと大量にごみを燃している家庭がけっこうあ

る。外に洗濯物も干せないし、窓も開けられない日もある。ごみを燃している家庭は決まっ

ている。近所だから言えない。灰も飛んで来る時もある。 

・農家の道路の牛フンのまきちらし、サンポも出来ません 各農家に注意をお願いします 

・火葬場の臭いが気になる。臭いを少なくすることはできないか。 

・住んでいる周りが田んぼや畑が多いため、肥料の臭いが強い時がある。 

・生活道路の事ですが農繁期になると、車両が土の塊りや牛フンなど落して行きます 埃りや

匂がひどく窓も開けられません 大変困って居ります 

騒音・振動 

 

 

 

 

・生活環境、騒音についてです。交通量の多い地域に定住していますが、信号、道路、下水道

等の整備により騒音がうるさく大きく変わりました。道路整備については、凸凹にて大きな

騒音が発生します。また、大型トラック等の通過、停止により、住居の振動もあります。振

動低減による道路整備を希望します。 

・田植えシーズンになると、田んぼの農薬をヘリコプターで散布している。ヘリコプターの音
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分類 回答 

騒音・振動 

 

が響いてうるさく、早朝から迷惑なので、時間を考えてほしい。後、田んぼの周りの雑草を

バーナーで燃やすのをやめてほしい。火事が心配。（・生活道路には歩道もなく、センターライ

ンも途中でなくなり、歩行者や自転車は危険。また、スピードを出したまま車が走っていく

ことも多く、煽られたり、音がうるさい。小学校も中学校も近く通学している子供もいるの

で、歩行者や自転車が安全に通れる道路にしてほしい。 

・１、下水道工事の後振動が多くなっている（車が１トンハン） 

ごみ処理（・分

別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プラスチックゴミの回収が月に 2回は少ないと思います  

・大田原市で行われているプラゴミの回収で現在 2 週間に 1 回の回収ですが、ほとんどの物に

プラが使われている為 1週間に 1回のペースで回収をお願いしたいです。 

・多くの市民が古紙、プラスチックなど分別に対する意識の強化、節電への意識を高めるよう

な啓発や子どもたちに学習の機会を設けて、意識が高まることを期待します。分別後の古紙

やプラスチックの行方がわかるとより分別しやすくなると思います。 

・ペットボトル、プラスチック、雑紙などを全て燃えるゴミで出す人が身近にいる。意識の低

い人が関心を持てる工夫を頑張ってほしい。ゴミとして出す人を減らすために、月に 1 回程

度衣服の回収をしてほしい。労働、育児、介護などにより時間が無くなると使い捨て商品に

頼りがち。暮らしに余裕がもてるよう社会全体でサポートしていく体制づくりが不可欠。 

・ペットボトルの分別回収をしていますが回収分の半分以上をリサイクルに利用して欲しい。

分別回収分は極力熱源利用は控えて欲しい。 

・ごみ収集予定表が立派過ぎると感じています。カラー印刷の必要はないですし、第１、３週

など決めて収集所に掲示すればいいのではないかと思います（イレギュラーな場合も含め

て）。 

・有害物質の搬入搬出を規制することと、市内での発生源の管理監視の実施 

・雑紙をリサイクルに出している人が少ないと感じています。 

・周知しているかと思いますが、ゴミ出しのルールなどもう一度または、定期的に情報発信（（Ｓ

ＮＳ等）をした方が、良いと思います。 

・ごみステーションを見直して欲しい。動物による危害でごみが散らかるのを防いで欲しい。 

・ゴミの分べつ プラスチックのゴミめんどくさい やる意味があるのかわからない やるな

らちゃんとした分別方法をめいきしてほしい 

・他の自治体にて（日野市）ダンボールコンポストを推奨していて自治体の補助をうけて格安

で購入でき生ゴミの処理（たい肥になる）に役立っていると言う話を聞きました。手軽にゴ

ミ削減に取り組めると考え、大田原市でも検討して頂けたらと切に希望します。 

・ゴミ処理で仕分け方が複雑に感じている方もいると思います。違反ゴミといって、置き去り

になっているゴミをみかけるよりになりました。私もこのゴミは、どう分ければいいのか？

迷った事があります。何か、分別の方法仕分け方を、細かく載せたものがあると間違いが減

るのでわ…。例えば現品の写真を載せてとか！プラスチックのものでも燃えるゴミに入れて

ＯＫのものなんかもあるじゃないですか？！ 

・ゴミの搬出にお金のかかる時代なので家電製品の不法投棄や他人の敷地に置いて行ったりと

する行為が、増えてる気がします。リサイクル法などで難しいと思うが、大田原市で無料回

収を行なったりして少しでも大田原市民から不法投棄させない方法があると良い 壊れた家

電が家に置いてある家が多い気がする 回収されたゴミが分別され少しでも大田原市の財源

になる方法があればと思う 

・①プラスチックのゴミ回収の日をせめて週１回にしてほしい。（我家では生ゴミをたい肥にし

て、トレイ、ペットボトル、牛乳パックをスーパーのへもっていくと、もえるゴミより、プ

ラゴミのほうが多くでるので） 

・プラスチックの分別が始まり、少しの手間で環境への負担が減り財政によい影響があるので、

よかったと思います。これからも限りある資源を大切にして豊かな暮らしが出来るような取

り組みに期待しています。 

・30 年前に大田原市に引っ越してきました。子育てはとてもしにくいところだと感じました

が、今は皆さまの頑張りで改善されていると思います。ごみの分別などもルールを守れ ご

み置き場も汚れません 

・プラごみと燃やせるゴミの分別が行なわれるようになりましたが、プラごみが、どのように

資源になるのか、くわしく知りたいです。わかれば、増々別けるのに力が入ります。 

・今年後からプラ製品の収集が始まったが、集積所にはまばら、もっと徹底させたほうが良い。

できれば週１回の回収に 

・ゴミの中で３０％強を示めるのが「生ゴミ」で、那須町の焼却灰は１２年、各都市で「キェ

ーロ」を使って半減化していますが、大田原市は… 
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分類 回答 

ごみ処理（・分

別 

・ゴミ袋を安くしてください。 

・ゴミの分別一ツにしても今年７５才になる高冷者である私は、頑張って勉強してます 

・プラごみが分別されて本当に良かったです。 

・最近、指定ゴミ袋に名前を書かずに出す人が多い（ほとんど）です。個人情報…云々という

考え方が広まっているようです。私のところ（班）でもほとんど書かれていません。記名し

ないでもルールを守ればよいのかもしれませんが、人間は甘いもので、やはり少しならとず

るさが出てしまうようです。記名することで環境に関する意識も高まる（意識が保たれる程

度かもしれませんが）ところがあると思います。市の方で記名の徹底を呼びかけてほしいと

思います。 

・最近、コンビニ近くの道路、ゴミのポイステが目立ちます。学校の道徳でマナーを教えてる

のかな？（ 

・○韓国で生ゴミに重量税をかけると聞き、私にもできる事がと考えました。私も生ゴミを乾

燥させ、軽量化を心がけています。少しでも職員さんへの負担軽減と、燃え易くなるかなと

いう、ささやかな心配りと自己慢足です。これを法的にせよということではありませんので

誤解せぬように！ 

・燃えるゴミの回収頻度を減らし、プラゴミの回収頻度を増やして欲しい。 

不法投棄 ・若者が、きれいな街と感じれる場所にしてほしい 

・ポイ捨て防止のために街中にゴミ箱増やして欲しいです。 

・街はずれの雑木林などに ポリ袋に入ったゴミなどの不法投棄が散見される。又、田んぼ周

辺の道路にゴミ、缶、ポリ袋等（（弁当）、などが捨てられている、たぶん車からの投げ捨てと

思われる。そういった情報を元にゴミマップなどに対策に役立てられないか？市内はきれい。

人眼のない所に多い。車で走行では見えない、自転車や散歩時に気が付くことが多い。 

・○佐久山温泉神社（桜町）隣接地のゴミの不法投棄？について、対応をお願いしたい。 

・ゴミのポイ捨てが目立ってきた。 

・質問１０、の１８、に関する具体例として、もう何十年も目にしてきていることが今だ改善

されない事にいつもいら立ちを感じています。その具体例は、道路添いの畑や田んぼにたく

さんのゴミが投げ入れられていることです。道路を通行する市内外の不特定多数によってそ

れは行なわれていると思うのですが、田畑の所有者さんに多大な迷惑を掛けていることは勿

論、その田畑から恵みを受けている私達市民の中にそういった不道徳な輩が存在していると

いうことに心の底から腹が立ちます。どういった対策をとればこういった不法投棄、ポイ捨

てが無くなるのか？景観の保全の観点からしても直面している課題として取り上げていって

欲しいです。 

・家の庭にポイ捨てしていく人がいます。やめてほしいです。 

・全体としては、環境状況は良好と思われます。ただ道路わきにゴミのポイ捨てのマナー違返、

バイク騒音など見受けられます。社会人になる前後の人たちへの啓もうも少し必要かも知れ

ません。大田原市役所行政は進んでると思いますので益々推進お願いします。 

・ポイ捨ての中身は、弁当の食べ残し、ペットボトルなどコンビニの袋ごと、捨ててあるのが

多い。特に、トラックの運転手、外の仕事の職人さん、営業の方、各、事業所の方に注意し

てほしいです。 

・道路や、道路に面した田畑空地にゴミをポイ捨てされている。自宅周辺のゴミは拾い、美化

に努めている。市民の意見を聞いて下さって、ありがとうございます。 

・ポイ捨てのばっきんをする。 

・浅香２丁目の川沿の道を犬の散歩する人が朝夕多くみられます。中には犬の糞の治末をしな

い人がいます。何とかならないでしょうか。ちなみに フンの後仕末をお願いします”と看

板が立っております。 

空家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・空き家対策の促進 

・空き家対策で地域の防犯とともに環境の保全実施 

・空き家対策 

・環境対策になるかは分かりませんが、空き家が増えている。ごめんなさい、増減は分かりま

せん。空き家が目につきます。これがなければいい景色なのになと思うような所があるので

残念に思います。汚く書いてしまってごめんなさい。 

・空き家や耕作放棄地への対策 

・耕作放棄地や空家の対策や有効利用を考えてほしい。 

・廃居のような建物や家を何とかしてほしい 

・私の住む地区は過疎が進み家に残っている長男は嫁がいなく、親子で住んでいたり、夫が死

んで１人でいる方が多く、空家が多くなって来ています。 
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分類 回答 

空家 ・民家の空家が増える中、学校、公共の施設もなくなる、山林も荒れ放題、早急に対策をとる

べきだと思う。 

・空き家対策の推進。学童の歩道整備。古い家（（農家等）の木が道路にはみ出し、景観が悪い。 

・空き家は、防犯、環境悪くなるので対策してほしい 

清掃（・環境整

備 

・私は徒歩で通勤していますが、親不孝通り付近（仲町や栄町付近）でお年寄りが、ゴミ拾い

をしている姿を見て感激しています。少し早めに通勤して私も行動してみようと思ってます。 

・○市民の美化意識を高めるためにも市内一斉清掃はつづけるとよいと思う。 

・歩道の雑草の整備をし、歩きやすい道になってほしいと思います。 

・湯津上地区は歩道が整備されているが雑草が多く見苦しく、ウォーキング、小・中学生の通

学に支障をきたしておりますので定期的な、整備を願います。 

・毎年夏になると国際医療福祉大学の前の歩道が雑草に囲まれていて歩きづらい様子を目にし

ます。早め早めの対策で安全に通行できるようにして頂きたいです。 

・市内の見えてる所はきれいになっていますが、一歩外に出ると雑草だらけ、将来牧場にでも

するのですか？ 

・学童の歩道整備。古い家（農家等）の木が道路にはみ出し、景観が悪い。 

・331 号線 雑草はマメに取り除いて整えてほしい。 

施設の整備・

改修 

・公共施設への推持管理への補助強化 

・○高令者ばかりでなく、これからの未来を担う子供たちにとってすみやすい環境を整えて欲

しい。雨天時でもあそべる広い施設とか（トコトコこみすぎ）○先日、白河へ行った時、白

河コミネスのとなりにある図書館（広くて充実）に中学生の娘が感激して、大田原にもこん

な施設欲しいと言ってました。 

・市民プール跡地が何になるのか、気になります。何か、環境が大きく変わる時には、近隣住

民にていねいなお知らせ・相談をしていただけたらありがたいです。 

・公共工事が大好きだった前々市長の負の遺産、使い勝手の悪いハーモニーホール、使用でき

なくなったふれあいの丘の今後の適性な運用を望みます・大田原市文化会館の建て替えを希

望します・市内小中学校のトイレの改修（（あまりにも古くて可哀想）（・野崎駅の東口の設置（・

エレベーター設置の早期実現をお願いします 

道路の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道路を綺麗にしてほしい 

・大田原市内の中学や高校の通学路となる道路で狭い場所があり、朝夕のラッシュ時に車と自

転車が入り乱れて危ないように思います。例えば、大田原女子校へ向かう大田原住吉郵便局

から丸亀製麺までの西那須野街道などです。車も自転車も安全に走れる道路が整備されれば、

普段の買い物でも自転車に乗る人も増え、環境への配慮に繋がると思います。 

・自転車やシニアカーが安全に通行出来る道路環境の整備 

・市内の道路をきれいにしてほしい 

・質問②で市内の区画整備されてとても良いのですが市外を見ると市内に比べて若干遅れてる

ように思います。特に道路の整備（拡張等々）が気になるところです。 

・通学時の歩道を拡張してほしい。両側 

・とても狭い歩道があり車道も狭い為自転車であぶない時がある、市内の道路（歩道をなおし

てほしい） 歩道と車道に段差があり不自由 大田原中学へ自転車で通っている子がいるが

途中ものすごくせまくその上でこぼこで田んぼにおちそうなとこがある。何とかして下さい。

風がものすごく強く各お店などに自転車を固定できる柵などの要請をしてほしい 

・小学校付近の道路をきれいにしてもらいたい。 

・○若草～国際医療福祉大への道（歩道）を定期的に整備してくれるのがとてもありがたい。

（大学４年、自転車通学） 

・歴史に金かけてないで、道路の整備に金かけてほしい。発掘のせいで松の木が枯れているの

では、ないかと思う。 

・道幅が狭い、カーブの所など、見えない 

・私の住む家の周囲の道路がデコボコで転倒しやすい（転倒した）時々、修理のために欠損し

ているところにコンクリートをほうりなげてくれるが、デコボコは改善はされない。 

・生活道路には歩道もなく、センターラインも途中でなくなり、歩行者や自転車は危険。また、

スピードを出したまま車が走っていくことも多く、煽られたり、音がうるさい。小学校も中

学校も近く通学している子供もいるので、歩行者や自転車が安全に通れる道路にしてほしい。 

・いつも大田原市のためにありがとうございます。①気になる所なんですが、道路の中央あた

りまで、樹木が生い茂る場所があり、トラックなどが樹木にぶつかってしまうようで危険に

感じます。見ていても、圧迫感があり、あまり良い道路とは思えません。事情があり伐採で

きないのでしょうが、何とかならないものでしょうか。寒井の三滝から糖塚にかけての道路
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分類 回答 

道路の整備 

 

です。よろしくお願い致します。 

・毎年繰り返される舗装工事、道路を掘り起こす水道工事などを減らす→公共工事が大好きだ

った前々市長の流れが残っているのか？・中期的な計画をおこない、まとめて道路工事や舗

装工事、水道工事をおこなうことで経費削減に繋がると思う 

・歩道など整備されてきているが、まだまだ歩きにくいところも多い。 

・学童の歩道整備。古い家（農家等）の木が道路にはみ出し、景観が悪い。 

・道路をきれいにしてほしい 

交通全般 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・信号と信号の間隔が 30m くらいな間に家があります。出入りが不便です。こんな間隔で信号

が設置されて良いのでしょうか?何とかなりませんか?アンケートをしてくれるのなら何か返

答が欲しいです。 

・毎朝、医療福祉大生による車と大田原市営バスによる渋滞がひどく困っている 

・公共交通機関が少ない。 

・新富町室井病院から西那須野駅までのバスルートをお願いしたい。自家用車で送迎している。 

・バス等公共交通機関の排ガス削減。 

・車が無いと不便な部分が多い大田原。市内に大学があるためか他県ナンバーも多く見かけ地

域によっての運転方法の違いなのか時よりヒヤッとする時があります。高齢の親族や小さい

子供を抱える身としては安全に歩ける環境があると嬉しく思います。 

・道路の整備や水道復旧して欲しい。 

・バスなど公共車を通してもらいたい。高齢者が多く買い物など不便に思う。車がなくても買

い物や病院へ行ける工夫をしてもらえると、高齢者の免許返納しやすくなると思う。 

・少子化問題もありますが、この地域は年寄りが多くその支援も大切だと思う。 

・とにかく電車やバスなどの公共交通機関が不便なため、市民は自家用車を利用するしかなく

なってしまっていると思います。公共交通機関の本数を増やしたり、バスの停留所を増やし

たりするなど市民が公共交通機関を利用しやすくして欲しいです。 

・自家用車での移動が大半ですが、市内も高齢化が進んでいるので、高齢者が安心して通院や

買い物などができるように、バスのルートやバス停の場所等を見直して、交通の便を良くし

てほしい。バスを利用したくても、近くにバス停がなかったり、場所によってデマンド交通

を利用できなかったりします。渋滞を解消する以前に、見直すべきところはたくさんあると

思うので、よろしくお願いします。 

・日常生活で感じることとしては、予算上仕方のないことですがバスの減便により車の購入を

検討せざるを得ないなと感じている 

・道路のセンターラインの白線が消えているところが多く目立つがいつ白線を書いてもらえる

のか。町の中はきれいにセンターラインの白線がひいてあるのに、田舎の方は白線が消えて

いる。この差は何！早く道路のセンターラインの白線を書いて下さい。 

・○子供の頃から住んでいる大田原市ですが、市営バスの本数が少なすぎると思う。もっとバ

ス停を増やして、市の中心部ばかりでなく、外側の方にもバスを増やしてくれたら、車の運

転ができない障がい者や、お年よりなんかは、とてもたすかるし、出かける回数も増えるの

かなーと思います。あと、パスモ等、使えるようにして下さい。バスの中で５千円・１万円

しかない時両替機が千円しか対応してないので、バス利用に不べんです。 

・免許返能後の交通の不便と買物の不便を感じる１ケ月に１～２回位に廻ってくれればこれか

らは８０代の年寄りが増えますのでご検討を願います 

・現在時点でのバスが通ってない所のバス路線の追加（例えば西那須野駅～大田原西那須野バ

イパス～もみじ通り～西那須野駅等） 

・私は運転免許証を持っていませんが、高齢者の運転者の多いことに、こちらに引越してきて、

おどろきました。バスや電車の交通機関の利便性の大切さを感じます。６５才以上のバス代

￥１００はありがたく、できれば土、日も運行していただきたいです。 

・大田原市内とは違い離れた所に住む人にも生活しやすい環境を考えていただきたい（老後、

車に乗れなくなった時に近所にお店や病院などが有ると助かります。） 

・幅の広い道路への取付道路や橋の拡幅 

・○高齢者バスの増便（病院通院と買物）をしてあげて欲しい 

・交通網の充実 

・バスの利用が悪い 土・日バスがない 野崎駅から女子高まで用のバスをほしい直通 

・バスの蛭田、湯津上線の土、日祭日の運休 乗客が少ないのは解りますがやはり不便です。 

・高齢者の免許返納を推進するため返納後の移動手段の選択を増してほしい。移動手段が無い

と返納を進められない。 

・公共交通機関（市バス）を積極的に利用したいのですが、本数が少なく、どうしても不便で
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分類 回答 

交通全般 （夜遅くまでバスがないなど）結局自家用車での移動が中心となってます。 

・車がないといろんなところに出かけることができないのは、１年ちょっとすごして実感して

いる。車が簡単に買えればよいが、できれば、公共交通機関が活発になってくれるといいな

と感じた。 

・高齢の母（別居）に免許を返納してほしいと思っても、車がないと生活ができない。市営バ

スは本数が少なく、現在の循環ルートでは時間のムダが多く、バスで行って帰るという基本

的な往復の足としての配慮に欠けている。デマンド交通の地域拡大や、タクシー代の補助な

ど、大型バス以外の小回りのきく交通手段を検討してほしい。また、循環ルートは市役所中

心になっているが、大田原市全域から、駅や高校などにバスで通えるようになれば、保護者

の送迎が減り、ＣＯ２排出削減にもつながるのではないか。 

・市内のバスの整備自家用車でないと移動できない環境なので排気ガスは多いと思う 子ども

や高齢者が安心して病院や学校などに行けるようにしてほしい 学校、病院、公園など主要

なところに停まるようにしてほしい。 

・市内中心部以外の交通手段について選択肢が少なすぎる。いずれ高齢者になり、免許を返納

した場合、今の環境では生活出来ない。中心部よりも、そうでない地域への早急な対策を希

望する。（今現在の不便さを、どのくらい理解していますか？） 

・少し論点がずれますが市への要望として、中央公園横の新しい道路が那須赤十字病院の方ま

でつながると便利ではないかと思います。実際渋滞も多いですし、公園側から那須赤十字病

院の方に行く際に少しまわり込まなければならないので大変だなと感じます。 

・バスの本数を増やしてほしい 

・約５０年大田原市に住んでいます。大変、住みやすく、穏やかに生活が出来感謝しています。

ただ、今後、心配なのは『車の免許証を返した時の交通手段が十分ではありません。』「公共

交通の利便」を是非お願い致します。 

・高齢化時代に安心して日常生活出来る環境政策を徹底して構策して欲しい。但し環境保全が

向上しても、高齢者の生活の便利さは向上するのか？向上させる為に改善すべき課題が不透

明ではと感じる。運転免許証自主返納して無料乗者券配布されたが利用してない。本当に高

齢者の生活便利にはどの様な環境にするべきか取り組んで欲しい。 

・大田原市は高齢化が進んでいますが、高齢者が住みやすい環境が十分に整っていると思えま

せん。特に公共交通機関が少なく、死ぬまで免許を手放せない状況は大きな課題です。免許

を返納後も生活が成り立つ環境を整えてほしいと思います。 

・佐良土地区にも市内バスを通してほしい 

・私は８７才で１人暮らしです。市政の交通支援を頂きましたが、バス、デマンドもなく外室

は出来ません。今は週２回の支援に通っています。デマンドを希望しております。 

・デマンド交通で街中へでかけるのに、トコトコや市役所、中学校などの停車場所があります

が、南大通りに停車場所があると市営バスに乗り継ぐのに便利だと思います。（カインズやサ

ンキ付近など）スーパーや病院へ行くのも便利なのでご検討お願いします 料金に関しても、

市民は一律３００円をお願いしたいです。 

・デマンド利用者ですが待合所は歩道もなく国道ギリギリなのでスピードの出たトラックが通

るたび体が飛ばされそうになり危険です。又、湯津上から大田原市内へは日赤と市役所しか

ないため眼科や整形外科などに通いづらい 

・デマンドバス乗り場（（湯津上９５）の安全な場所への移動をお願いします。（２０ｍ程度手前

か先へ、または、反対側へ） 

太陽光パネ

ル（・温暖化対

策 

・太陽光発電や電気自動車に補助金を出すのは良いとおもうが国内メーカーの物限定にしてほ

しい。 

・太陽光発電によるエネルギーの創出に疑問がある。広大な山林やゴルフ場への太陽光パネル

の設置について、将来的に地域の環境やパネルの処分をどのように対処するのか、原発処理

の二の舞いになるのではと危惧している。（・電力のエネルギ開発を環境に優しい方法で得るべ

きと考える。 

・大田原市の目標を定めるのが良いと思う。ＣＯ２排出目標値も持たずにＥＶなど補助金を出

せば良いというものではない。世界的な温暖化は恐らく止まらないから、それに対する備な

えが必要ではないでしょうか。 

・メガソーラーは、これ以上建設しないでいただきたい。中国製のソーラーパネルは使用禁止

にして欲しい。 

・中心部から少し離れると、巨大なソーラーパネルを設置している土地が増えていますが、景

観も悪いし、長い目で見た際のメンテナンス費や、機械による土壌汚染、そこからの地下水

汚染、撤拠の際の費用（壊れたらそのまま？）等考えると、非常に違和感を感じます。目先
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分類 回答 

のメリットだけでなく、長く、広い視点での影響を伝えて欲しいです。 

・大陽光発電は本当にエコなのか。漏電対策、防火対策、大陽光パネルの廃棄処理は確立して

いるのか、できていないと、森林破壊、環境破壊をしているだけになると思う。（・電気自動車

は本当にエコなのか。電気は石油による火力発電のため、結果はガソリン車と同じではない

か、電気自動車の電磁波対策はできているのか 

・太陽光発電、ハイブリッド車、導入、購入への補助金があるのか、又はあるとして、公表し

ているのか分らない。温暖化対策を進めるのであれば、公報等で毎月でもアピールした方が、

良いのではないかと考える。 

・山野を切り開いての大規模太陽光発電所の設置には反対です。太陽光パネルの下の空間を活

用する等、工夫もすべきと思います。再エネは、太陽光だけではないので、最終的な処分の

サイクルも考えて、選択肢を考えることが必要と思います。 

・最近、休耕地での太陽光発電が増えてきているように思う。仮にそれらを外資系の企業が買

収した場合、行く行くは水源地も買収されてしまうのではと危具している。大田原市、そし

て日本の郷土を守るために大田原市独自の休耕地または私有地に対する条例を制定をして、

市が土地を管理、保全をしていくべきだと思う。そうすることによって今ある自然を維持し

ながら、将来的には今よりも自然を向上、改善できると思う。 

・既存の個人の住宅に→太陽光発電・温水器設置の補助金の導入。③山林などに、大規模太陽

光発電設置には、規制をしては！（ 

・ゴルフの街で売り出していた本市だが、旧東那須カントリーや、那須野ヶ原カントリーに、

大量のソーラーパネルが、設置された。再生可能エネルギーとはいうが、景観が非常に悪い。

パネルの耐用年数が過ぎたらどのようになるのだろうか？設置者、製造業社等は、責任を持

って取り組むのか疑問。 

・太陽光発電は、火災になった時の場合など、きちんと、利点と欠点を伝えるべきです。 

・質問９の１について。新規購入のみの支援だけでなく買い替えの時も支援してもらえたら、

次の世代の子供達も助かるのではと考えます。（過疎化防止、大田原に住みつづけてもらえる

ように） 

・森林が切り開かれ、そこに太陽光パネルを設置されるのは、果たして本当に環境保全になっ

ているのかが疑問です。小さい頃遊んだ森や雑木林がどんどん減ってしまい、野生動物が住

宅地に出るようになり、とても危惧しております。人間も野生動物も住みやすい大田原市で

あることを切に望みます。また、県内の別の市で寮生活をしている娘が帰省する度に、「大田

原の星は本当にきれい。見え方が全然違う」と感動しています。きれいな星空も守っていき

たいです。 

・環境については最近国で推している太陽光発電太陽光パネルには反対です。結局森林伐採す

るし場所もとる 20 年経ったら老朽化でダメになるし処分のことを考えるとやってほしくは

ない。 

・地球温暖化への対策に力を入れる 

・太陽光発電は、悪くはないがパネルが乱立していると景観を損なう。 

・大田原市には大きな屋根があり、太陽光発電に適した所があるにもかかわらず、投資や補助

金が検討されていません。（・小さな河川が沢山あり、小電力発電も出来ます。地域毎で電力自

立すれば、災害にも強くなり、お金を生み出すことも出来るのに手をつけていません。 

・森林伐採してソーラーパネルを設置することは自然破壊だと思う。ソーラーパネルから有害

物質が出て土壌汚染されないか心配。寿命を迎えたソーラーパネルはどのように処分される

のか。山の急斜面に設置されたパネルが、大地震や豪雨など自然災害で崩れることは無いか。

動物の生態系の影響が無いか心配である。ソーラーパネルの設置を規制してほしい。 

・再生エネルギーは程々に！住宅の屋根に設置するならＯＫ国産メーカーで、風力光発電は鯨

が死んでいる。太陽光は地下水と動物が心配です。アメリカはパリ協定脱退します。日本も

早く切り変えて欲しいです。 

防災 

 

 

 

 

 

・最近は大規模自然災害が多く見られるようになっているので、災害が起きてからではなく今

から避難場所の環境整備が必要だと思います。（耐震診断、発電方法、冷暖房、給水車、簡易

トイレプライバシー保護、等を含め） 

・台風があったときに野崎工業団地内、那須中央病院前の通りが完水していました。この他に

も完水しやすい場所がたくさんあります。ハザードマップ等の更新や完水しやすい所の補強

をお願いしたいです。最近、住吉町の火事の消火作業では近りんの水道水がにごるというこ

とがありました。私の自宅でもある日、にごった水が出たことがありました。水道管のチェ

ックもお願いしたいです。 

・温暖化が年々肌で感じられるようになり、そんな時に災害があったらどうしたらいいのか家
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分類 回答 

防災 族や身のまわりの人を守れるのかが心配です。蓄電池や発電機も今の経済では、個人で持つ

ことはむずかしい。 

・山間部に居住しています。大雨の時の砂防対策を充実して下さい。 

・ゲリラ豪雨と言われている昨今、蛇屋川の状況はいかがなものでしょうか。橋にまで伸し放

大の枝、底が見えない程の木々、不安です。このような河川敷の対応です。他の市としての

防災の備えは大丈夫ですかもう忘れてしまいそうな（ヨササ川の氾濫）ほどの災害のない地

域だと甘くみてませんか 

街灯 ・星がきれいな街を維持するように、灯りが上に漏れない街灯の工夫してほしいです。 

・バスの利用が悪い 土・日バスがない 野崎駅から女子高まで用のバスをほしい直通 街灯

をもっと設置ソーラー発電など つぶれている商店をリサイクルしもっと駅前を活気づけて

ほしい さかえない町になってしまう 

・まだまだ町から外れた場所は、夕方になると暗く感じるので外灯が欲しい。道幅が狭い、カ

ーブの所など、見えない 

・○大田原中心地は、良いのですが、市外、もしくは山、林、畑等の道路側は、全く、街灯が

少ない為、非常に不用心ではないか。今後は、このような、防犯にも、力を入れていただき

たい。 

・トコトコ大田原および吉成小児科の通りが夜間暗く感じます。環境を考慮してソーラーライ

ト等街灯を設置していただければ幸いです。よろしくお願いいたします。 

・夜間など暗い夜間外出がよいとは思わないが、街灯が増えればよいと思う。物騒である。 

地域活性化・

観光 

・大田原中心部は新たな商業施設が来てくれたり、交通の弁も良くなってきていると思う。旧

西那須地域に負けず活性化が目に見えて分かる状態ではあるが、合併した地域までの発展が

いまいちな感じ。農村地の為土地の開拓が難しいと思うが、冬はスキー客が山へ向かう 294

沿い、夏は鮎釣り師が北や南から越境して来るので、その様な人が利用しそうな施設が増え

ると良いのではないかと個人的に思う。 

・大田原市には歴史、文化があり、自然も豊かで、スポーツも盛んです。観光資源が充実して

いる街だと思っています。全国的に人口減少が進んでいる中、地方においては定住人口を増

やす事は大変難しい事だと思います。大田原市の観光資源を最大限に活用し関係人口の増加

を目指すべきだと思っております。インフルエンサーに協力して頂き情報発信の強化、イベ

ントを積極的に開催する等が考えられ、資金の充実、意識の向上により、大田原市はより良

い環境になっていくのではないかと考えます。大田原市の更なる発展を願っておりますので、

どうぞよろしくお願い致します。 

・黒羽地区等の里山の豊かな自然を生かした観光開発の推進 

・黒羽地区においては、公共の施設である黒羽総合運動公園の地元市民に無料もしくわ、安い

料金での利用料金を設定することで子供達の部活動、クラブ活動を多いに活性化を図ること

でその近隣施設の温泉やホール、図書館等に多くの人を呼びよせることが可能となり、収益

にもなると思われる。また、グランド環境に恵まれた黒羽運動公園に大きな大会を誘致し、

ホテル宿泊、飲食店を利用していただくことで、企業、市民もありがたく感じることと思い

ます。 

・つぶれている商店をリサイクルしもっと駅前を活気づけてほしい さかえない町になってし

まう 

・環境面も自然あふれる大田原市では必要だと感じます。しかし環境にのみ目を向けていても

店がないと利便性に欠けると感じます。特に、美原を発展させていくのではなく駅前と思え

ないようなガラッとした感じの駅前を発展させていくべきではないかと感じます。特に山岡

家ができたことを皮切りに着々と発展させていくことをお祈り申し上げます。 

・生活環境課の皆々様大変お世話になっております。あち、こち、花を咲かせている所が御存

じのように沢山あります。大田原市も凄いと思える様な花を咲せて市外の方々にも来ていた

だける様に沢山咲かせたらと思います。その花を販売したり、農家の人達が野菜を販売した

り賑わうような取り組みはいかがでしょうか…益子町の菜の花、ひまわり、コスモスとすば

らしい畑があります（参考に）年を重ねると花を見て、心和ませ外へ出る機会があれば楽し

みです。是非お願いしたいです。 

・黒羽地区に住んでいますがもっと史跡などの観光に力を入れた方がいいと思います 

・かっき有る町にして下さい 市内が死んだ町になってきている 

商業施設等

の充実 

 

・自然がたくさんあり、生活もしやすい大田原市が好きです。ただ、環境と言っていいのか分

かりませんが、ショッピングモールが無いのが残念です。 

・私は黒羽の須賀川に住んでいる者ですが、過疎が進んで物を買うお店もない状況です。この

ままでは人がいなくなる一方です。この須賀川地区に人が集まるような施設とか若者が働け
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分類 回答 

商業施設等

の充実 

るような誘致工場が出来ないかと常々思っています。大田原市が力を入れて環境政策をやっ

てほしいです。 

・チェーン店の誘致 

・環境は良いと思います。しかし、市の中心部にしか店がない、駅が遠い等、施設面で足りな

いなと感じることが多いです。 

・商業は十分であるが、娯楽施設が少なく思う。 

・車がないといろんなところに出かけることができないのは、１年ちょっとすごして実感して

いる。車が簡単に買えればよいが、できれば、公共交通機関が活発になってくれるといいな

と感じた。若い人は特に東京などの都会と比べてしまい、上京する人が多く、若者がいなく

なっているのかと感じる。そういう若者にも住みたいと思える誤楽などがふえるといいなと

かんじた。（例：映画館など） 

・映画館があったらいいなと思います。 

・商業施設が増えると嬉しい・都市化が進んで、ドームアリーナ等を建設してほしい 

・国際医療福祉大学が出来き、大学の周辺が活気あふれる地域になり移住する人も増えてくる

と思っていたが、何も変っていない。大学周辺が都市化出来ていない市を見たことがない。

もう少し人を呼び込める都市開発をしてもらいたい。自然も多く良い地域なのにもったいな

い。ショッピングモール１つあるだけでも違うと感じます。 

教育・啓発 ・はじめ、なんで私が選ばれたのか不思議でしかなかった。市の環境への取り組みについて、

少しでもお役に立てればと思いアンケートに答えました。環境に取り組むのは、利益追求に

相反する面が多々あり、認識の違いから環境運動に反対のお考えの方も多いと思います。な

ので、ご苦労も多いですが、未来の子供達に住みよい大田原市にしていくために頑張ってく

ださい。私にできる事があれば、積極的に取り組んでいきたいです。兎にも角にも、環境教

育に充実が大切かと思います。 

・多くの市民が古紙、プラスチックなど分別に対する意識の強化、節電への意識を高めるよう

な啓発や子どもたちに学習の機会を設けて、意識が高まることを期待します。 

・若い世代（（小学生、中学生等）に対する環境教育の充実を、市教委を中心に推進することで、

未来が開けるのではないでしょうか。子どもたちから、大人へ、大人から子どもたちへ、両

面から、環境保全の大切さを伝え合うことが大切だと感じますが。 

・環境意識レベルの向上が課題ですその為にはまだまだ教育が足りてないと思われます積極的

に取り組んでおられる方々への感謝の意を表す事も教育の一つだと考えます。 

・全体としては、環境状況は良好と思われます。ただ道路わきにゴミのポイ捨てのマナー違返、

バイク騒音など見受けられます。社会人になる前後の人たちへの啓もうも少し必要かも知れ

ません。大田原市役所行政は進んでると思いますので益々推進お願いします。 

・各家庭のごみを、スーパー、コンビニ等に捨てる方がいます。市民１人１人の環境に対する

気持ち、取り組みの姿勢が異なります。その家庭で育ったお子さんも将来は、ゴミを捨てる

（スーパー等に）と思います。大変な事はわかります。まずは、義務教育の中で教え、それ

が大人になって続けていけるような環境になればと願っています。 

・小さい頃から、環境への考え等を学校で教るべき。公園のごみのポイ捨てが多い。まず１人

１人が出来る事から始めるよう、ごみの分別、電気、ガス水道の使いすぎに注意する様にす

る等、市が力を入れる。色々な人のアンケートの回等を１つでも実現させてほしい。 

・環境の保全には、小・中学生（大人予備軍）への環境学習の徹底が有効と思う。 

子ども・子育

て、福祉 

 

 

 

 

 

 

 

 

・給食費免除など、少子化対策への取り組み強化。どうぞよろしくお願いします。 

・質問 5 の回答同様、老人•子ども•動物に優しい市であって欲しいです。何より現在、発達障

害の子どもたちが多くなってきているのが現状である。大田原市の住民が発達障害を持った

方々を理解し、助け合える市になって欲しいと思います。また様々な国籍の方々も増えてき

ているので、そういった方々も住みやすい市になって欲しいです。 

・子育て支援が少なく子育てをしていく上で住みにくい環境 

・給食費の無料化をまたしてほしい 

・少子高齢化でどのようなことが出来るか？がキーとなるのでは、ないかと思います。 

・後期高齢者が生活し易い、利便性の高い街作り、質の高い行政サービスを期待しております。 

・○高齢者バスの増便（病院通院と買物）をしてあげて欲しい○移動店舗が高齢者の住宅地に

来ると助かるのでは？ 

・大田原市の環境づくりは、今のままで十分だと思う。自然環境より子育てしやすい環境づく

りにチカラを入れてほしい。 

・私の住む地区は過疎が進み家に残っている長男は嫁がいなく、親子で住んでいたり、夫が死

んで１人でいる方が多く、空家が多くなって来ています。市の方で嫁をさがして下さい。（そ
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分類 回答 

子ども・子育

て、福祉 

ういう機会を作ってもらいたい）又、家をはなれている方がもどってくる様に、保育園、学

校の授業料、無償化を考えて、ほしい。子そだてがしやすいようにしないと町全体がなくな

ってしまいます。だんだん年をかさねていくと、子供が呼んでも住みなれた所を離れたくあ

りません。そうすると、１人で過ごすと、何がおこるかわかりません隣の人が気にかけて見

守りを地域でやっています。皆なでやっています。 

・まわりの環境には、満足していますが、年をとったらの行動が、心配です。子供には、いろ

いろ援助していますが、年よりには、市はあまり感心がないように思えます。老人ホーム的

なものを、入りやすく、もっと増してほしいです。年とってからも、同居の若い人達に、世

話になりたくないです。 

・子育てはとてもしやすいと感じています。働らく職場もあり、病院学校もあるので、他の人

にすすめたいぐらいです。 

・30 年前に大田原市に引っ越してきました。子育てはとてもしにくいところだと感じました

が、今は皆さまの頑張りで改善されていると思います。野犬などもいず子供を安心して育て

られます 

・高齢者及び子供に対する支援拡大 

・子供同志で遊ぶ姿をほとんど見かけません。 

・子どもや高齢者が安心、安全に暮らせるよう、今後もよろしくお願いします。 

行政の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市の職員の接客態度をどうにかして欲しい。偉そう、横柄、悪すぎます。 

・大田原市独自のバランス感覚というのを持って、明らかな劣悪商品を避け、極悪非道な国家

との付き合いをせずに、子供達が「好きな町」として故郷を掲げるようであって欲しい。今

後、力圧が増すであろう年配者の集いに負けず、将来のためを優先に政治が行われるよう希

望します。 

・市役所、職員の対応の仕方がわるい 

・便利さゆえの環境破壊が無いように行政で目をお配り下さい。 

・税金が高すぎる。 

・環境に関する市民意識調査は望ましい将来像の実現に対し良い取り組みだと思いますが、実

行に移す側（市職員）の意識調査が重要と思います。市の主催行事に地元代表として参加さ

せて頂きましたが、担当の職員の常識の無さにおどろきました。行政を担う将来ある若者が、

あいさつも、ろくに出来ません。大丈夫ですか？教育はきちんとされていますか？環境と同

時にそちらも宜しくお願しますね！ 

・ものすごく利便性の低い市庁舎、ムダと思えるインフラ発信力のない市からの広報。市の方

に聞きたいです。これから大田原市をどのように変えていくのか？どれを取っても他の自治

体の後追い行政、市のより一層の努力を求めます。 

・冷暖房対策にかかる工事費の補助金の支給あるならば、わかりやすい広報徹底（申請方法な

ど） 

・後期高齢者が生活し易い、利便性の高い街作り、質の高い行政サービスを期待しております。 

・税金のムダを減らし、借金を減らし次世代に負の遺産を残さないように！ 

・環境を良くするのは良いことだというのは分かりますが、現実、お金のかかることで、税金

が上がるのは反対です。やりくりを上手に、環境を良くして下さい。 

・日々、努力している市役所の職員の皆様には感謝しております。 

・インフラ整理を各地で行っていただき、様々な世代が安心して暮らせる環境づくりを目指し

て活動していただきたいと思います。又、子供たちやイベント事などに使用する施設の道路

や歩道も整備していただくとより手入れの行き届いた街としてのイメージがつき、より多く

の人に環境先進の街としてピーアールできるのではないかと思います。個人的意見として、

街なか（特に郊外の橋の所に）歩道がない。自転車レーンがなかったり、ジョギングしたり

できる道がなかったりと、多くの人に利用されやすい街となるためにその辺にも力を入れ、

より過ごしやすい街づくり、災害が起きても孤立する集落があったりとないよう隅々まで目

の行き届いた行政サービスを心より願います。 

・◎市の職員の皆さんは、国・県のトレンドに沿って、よくやっていると思います。感謝しま

す。（心痛を察します！？）◎小生は様々な団体の会計をしていますが、２０２４．４月に（「寝

耳に水」のことがありました。市からのＴＥＬで「総会資料の通帳残高が補助金より多いの

で補助金を出しません」というのです。最終的に補助金は出してもらいました。私が若い？

市役所職員さんに「上からの指示とはいえ、大変ですね」と労うと「そうなんですよ。私は

市民の皆さんのために補助金を出してあげたいんです」とのことでした。最後は、政治判断

ですね。 

・政治的な目標を推進している事と思うが、身近な事から政策を進めて下さい。大きな事より
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分類 回答 

行政の取組 小さな事を積上げて戴きたい。 

・市の都市化へ向けた議論の場やコミュニティを設けてほしい。意見交換や提案できる環境を

もっと接局的に作るべき。 

・昨年より東京電力の電気の買い取り価格が大幅に減ったため、蓄電池を購入しましたが価格

が高いので、補助金があるとよいな…と思いました。 

・市役所の方にも言えると思いますが、地方公務員の給与を、もう少し上げてもいいのではな

いでしょうか？４大卒で、手取り２０万～２５万（１０年～１５年勤続）は少し、安すぎる

と思います…。他の市町村よりはいいのかもしれませんが…。 

・他の市に比べ、税金が高いと感じる 雑種地であるのに宅地の税金を払っている場所も多い。

しっかりと現地調査をして、使用目的を精査して課税してほしい。（・早くに市の財政を豊かに

してほしい。（・職員の心労が多く、定年までも働けない方がいる。頑張っている中間層の方が、

狭間に入り退職にならないように。 

・あらゆる面において、現市長相馬氏は取り組んでいてすばらしい。自治会加入者が減ってい

る現在自治会の意味が薄れてきている。何も事業をせず、回覧物を配るだけ。自治会の意味

がない。 

・ゴミ等の不法投棄で市に連絡したら理屈を言って動きが遅い。その場所は管轄が県ですと、

言われたことがある。（県でも市でも関係ないと思うが） 

・１月先日市役所に行き、手続きをしているうちに熱くなり着て行った服を２枚脱かずにはい

られないくらい温められていました。中で働いている方達はシャツ１枚や半袖の方達もいら

して、ちょっとエネルギーの無駄使いでは？と感じました。働いている人達にはちょうど良

い温度なのかしら？ 

水道 ・道路沿いにある雨水の貯留設備が那須塩原市より少ないのが気になっている。 

・道路の整備や水道復旧して欲しい。 

・水道水の水質を年１回位で各家庭の蛇口から調べてほしい（水道管の劣化による水質の悪化

等） 

・今住んでいる所は、市水道下水道合併処理浄化槽等がなくこまっています地元の議員さんに

は、なんども申し出ているのですが距離が長がすぎるとか、金がかかりすぎるとかでむずか

しいとの事ですいつもなんとか出来ないかと思っています水は現在井戸水にたよっています

私たちの時代は長くはないですがこれからの若い人たちはこれからだと思いますのでぜひこ

の課題を考えてほしいです。 

・以前、黒羽地区に居住していましたが、水道代が高過ぎて驚きました。ずっと住み続けるに

は、無理でした。地区によっての水道代の違いに驚きです。何とかならないのでしょうか。

黒羽地区に住む＝高い水道代を支払い続ける。もう住むことはないけれど…２ヶ月で１万６

千円以上支払うのは大変です。 

・台風があったときに野崎工業団地内、那須中央病院前の通りが完水していました。この他に

も完水しやすい場所がたくさんあります。ハザードマップ等の更新や完水しやすい所の補強

をお願いしたいです。最近、住吉町の火事の消火作業では近りんの水道水がにごるというこ

とがありました。私の自宅でもある日、にごった水が出たことがありました。水道管のチェ

ックもお願いしたいです。 

・水道がとにかく高い なんとかくれ 

・水道代上下水道が高いと思います。 

アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・はじめ、なんで私が選ばれたのか不思議でしかなかった。市の環境への取り組みについて、

少しでもお役に立てればと思いアンケートに答えました。 

・意図があるアンケートにしか見えません 

・今回の封筒は長 3でよかったのでは。 

・質問 2 の大田原市の環境をどう思うか。は、環境という言葉では範囲が広すぎるので、もっ

と具体的に質問してほしい。答えに以前比べてとあるが以前とはいつのことなのかわからな

い。 

・本当にこのアンケートは必要なのでしょうか？これだけで何がわかるのか疑問です。この先

の大田原市を良くしていこうと言う感じが見受けられません。ただアンケート調査をしたっ

て事だけなら無駄な仕事だと思いますが？ 

・大田原市の無作為の抽出のアンケートに、今年 2回当たった。 

・アンケートについて、市が現在どのような取り組みを行っているか簡単にまとめたものが見

られたら良いと感じた。 

・今回アンケートの封筒がエコではないと感じた。 

・アンケートはよいちメール登録者から選べばよい封筒がもったいないいろいろな通知も、も
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分類 回答 

アンケート っとメールを活用すればよい 

・第二次計画の計画期間満了はわかるが、年末の大変忙しい時期に意識調査は困る。 

・環境のためになることが、このアンケートに答えることで自分の頭の中で整理できました。

なんとなく実行していたことがよいことだと分かってやる気が出ました・ 

・○体の元気な人は良いけど私の様な不自由な人にアンケートといっても無理です。すみませ

んかってな事で。 

・大田原市のアンケートで地球環境やエネルギー問題を問わないでもっと地道な、ゴミや下水

など市で対応できる問題に関してアンケートしてほしい。ムダ。 

・こういったアンケートも、紙資源と、郵送費の無駄なので、与一メール受信者のアドレスを、

無作為にチョイスして、送信したら良いと思います。これも税金でやってるんですよね？ 

・環境に対する調査ですが町場、農村部とでは、少し異なる、思いではないでしょうか。どこ

に、ターゲットを置いて、回答して良いのか迷いました 後に続く子供達を中心に考えて進

めて下さい 

・アンケートが少し難しい。答えづらい。 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・那須塩原市のみるるやくるる、その周辺の開発商業施設等、他にも補助金関係等、折に触れ

て羨ましいと感じる事が多々あります。お手本にして欲しいです。 

・街の中心部以外の所も見て欲しい。 

・特に若年層は環境に対してあまり興味を持たないので、若年層に向けて環境に対する意識を

上げるために、SNS をもっと活用してみたり、なんか環境に対して取り組んだらなんか景品

貰えるみたいな？自ら取り組みたくなるような楽しいイベントかなにかやってみるのはいい

んじゃないかと思います。お祭りとかイベントは年齢層関係なくウケると思うので。あとは、

ポイ捨て防止のために街中にゴミ箱増やして欲しいです。大田原市は治安がいいのも好きな

ところなので、環境をよくする取り組みをすれば自然と良い治安も保てるんじゃないかなと

思うので、私も環境に良いことをしたいと思っていても、環境に良いことってなに？何から

始めたら良いかわからない。というのが本音です。同じことを思ってる私と同じ年代の人間

は多いと思うので、その辺をサポートしてくださると嬉しいです。 

・子どもたちに引き継ぐために、という将来像の実現を目指すのは素晴らしいと思いますが、

現状自身の周りだけかもしれませんが、大田原に残って住んでいる人は数える程度しかいま

せん。県外に出ているわけではなく、別の市を選んで住んでいる人が多いです。環境だけが

要因ではないかもしれませんが、引き継ぐ側の目線も必要かと思います。 

・大田原は比較的に自然災害が少ない安全な地域だと思うので、その点をアピールして外部か

らの移住者を増やせる取り組みができないか検討して欲しい。 

・すべてやった方が良い。順番を決めて一つずつ進めて欲しい 

・なんだかんだ住みやすい気がします。 

・実は地球は過去 100 万年規模で自転軸や惑星軌道の変化が主な原因で温暖化が進んでいるた

め CO2 への関連性が正確に解っていないのが現状で環境問題が温暖化と繋がっているという

のは実際の所分からないという意見もあります。なので大田原市や地方程度では環境問題で

何かしようと思っても自然豊かな場所なので何もしなくても問題ないと思われます。むしろ

都会などの無駄なイルミネーションや不必要な公共事業イベントの無駄な電気の仕様により

温暖化を進めている可能性があります。 

・特になし 

・環境対策はすべて力を入れていただきたい。これらが良くなかった、住みやすい田舎・大田

原の良さは何もないと思う。 

・今回第三次計画策定へ向けてということでアンケートをいただきましたが、正直なところ第

一次、二次と大田原市が今までどのような活動をしていたのか普段の生活で知りえることが

出来ませんでした。それなので、この活動が形だけで終わらないことを願います。 

・市のイベントや行政の案内を配信して欲しい！那須塩原市の SNS に登録すると情報が多い 

・世の中のすすみをもう少しゆっくりとしていってほしい。 

・特になし 

・市営の温泉施設は１ヶ所で良いのでは。やすらぎの湯の休憩所にたむする老人達は良くない

（態度等が） 

・意見や提案ではないのですが、生活の中で環境について思った時、質問７の③の答えに落ち

つくのだが、いつもわりきれなさを感じています。 

・もっと大田原市が豊かな環境で誰一人とも見捨てられない場所であるようになってほしい。

（願望）です。 

・大田原市は便利で住み易い街で気に入っています。栃木県に引っ越してきて７年、矢板市に
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分類 回答 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年、大田原市に２年、商品券を２回（計５千円）頂きました。ありがとうございました。

温泉や牧場などの観光地があったり、色々なお店（スーパーや飲食店）が豊富で良いと思い

ます。市役所によく伺いますが職員さんの対応が皆さん素晴らしいです。新庁舎も税金の無

駄使いと言っている方もいますが私はそうではないと思います※環境の話からずれてしまっ

てすみません。 

・質問７、３両立できるように計画をお願いします。 

・普段の日常生活において、毎日時間に追われるように生活をしているので、なかなか、市内

全体の活動に目がいくことがなくて、あまり、参考となる意見が出ません。質門１０につき

ましては、１～３４すべてがほど良く進行出来ればいいですね。市内活動は、毎月の回覧で

広報や、新聞などで拝読しております。 

・あおり運転が多い 

・部落・班の協力性とまとまりが、だんだん２，０００年以降悪くなている〔モラル〕 

・超高齢になり奉仕、支援が叶わなくなり理想のみ解答になりました。関東地方特に大田原は

災害が少なく恵まれた環境に住んでいることに喜びを感じております。 

・エネルギー自給率２３０％を実現している岐阜県の石徹自地区の様に、その土地にあるもの

を利用して、自給自足できたら素敵だと思う。能登の災害の様子を見ていると 国”はあて

にならない。自分たちでなんとかするしかない。政府をあてにしてないで、自分たちでエネ

ルギーやライフラインを確保できるようになって安心したい。環境先進国になれば、今はネ

ットの時代なのだから何らかのアピールとなり経済発展も望めるし、何より地球を大切にす

ることになる。それは自分の幸せとイコールである。 

・ある程度の規模の面積（２０００～３０００㎡以上）の開発するときは隣接者、地区民に説

明を必要と考える。（特に公害発生のあるもの）開発をするときは法的にあると思いますが？

どんな権限者が行為を起こしても隣接者の説得内得は大事です。利益のかたよりはないよう

に頂度く。 

・ハード事業からソフト事業への転換 特に人への投資を！ 

・何か、環境が大きく変わる時には、近隣住民にていねいなお知らせ・相談をしていただけた

らありがたいです。 

・子どもが安心・安全にすごしていけるよう、自然を大切にしながらすごしていきたいです。

県外から来た者ですが、星がもっとみられなくなったような気がします。（（１０年以上前と比

べて）何かの時は協力します。大切な皆の町ですので！ 

・全国的な傾向ですが、人口減少。少しでも若い人、家庭が増える政策を望みます。 

・私は自分の件で申し訳ありません。ただきえって下さい 近所に泥棒目がいってこまってい

ます。それもお金のある者で夫婦でやっています その者はほしいだけではないの 私をこ

まらせる為にやっている 私は８４才になる老女で何も出来ません相談も区長と民生員の方

にしっています１０年もの間、取られっぱなしです 病気に成って入院もした 警察に言え

ば防犯カメラを買と言うますがそんな用裕などありません。その泥棒目が、いなければ今が

一番幸な時なのですが友人達も皆な良い人なのでそれで助って居ます ぐちを書って申し訳

ありません。ありがとうございました。 

・環境政策には上記のように、本当にたくさんのこと、方法が考えられるんだと思いました。

この中から大田原市に適した政策がなされることを期待致します。お世話になります。 

・環境の良い地にイメージの悪い建物、業社を入れない すでに遅い所もある。回りも残念に

思っている 

・大田原市には、今後もあらゆる面で期待しています。よろしくお願いします。 

・特になし 

・今回のアンケートは環境と言うより、エネルギー資源に対してのように感じる。エネルギー

以外のことで住みやすい大田原を目指す、作る策を考えて欲しい。 

・日本は地球温暖化をやりつくしている。中国に市として要請してください 生活環境廃キ物

は外国人がみだしています。（ゴミやその他） 

・大田原市の現状が分からないから、何とも言えない。自分が住んでいる地域はあまり問題が

ない。先ずは、各項目についての現状を把握すべき。○一つの期間が９年は長すぎ。 

・特になし 

・いつも市民の為に、職員の皆様のご努力、ご支援ありがとうございます。我々一市民も、常

に大田原市を愛し、素晴らしい環境になります様、ごみのポイ捨てｅｔｃ、の清掃、ｓｔｒ

ｅｅｔの整備、草むしり等尽力して参ります。これからも、大田原市が環境整備され、美し

い街になって行きます様に。 

・近年、野良猫を見かける機会が増えたように思います。保護し、譲渡会などの開催や、大田
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分類 回答 

その他 

 

原市のホームページのリンクなど、市民へ情報が伝わるしくみ作りを、お願いしたいです。

去勢、避妊への助成金を、１／２ぐらいまで上げてほしいです。 

・△環境の問題…とかく目先の問題に落入りやすいが、少し長いスパンで対応すること、少し

ずつ改善するための努力を各人（市民）に促すことが大切と考えます。多少の不自由はあっ

ても市民の方々が納得すれば問題解決のために努力を惜しまない気がします。現在どのよう

な問題が市にあるのか、そのための努力はいかに尽されているか、解決出来ない問題は何か、

どんな支障があるのか市民に機会をとらえ知らされることが大切と思います。 

・金燈篭のイルミネーションについてです。12 月中のイルミネーションは、季節感があるため

良い取り組みだと思います。1 月以降に点灯しているのは、電力消費等環境的に良くないの

かと感じます。 

・県内の別の市で寮生活をしている娘が帰省する度に、「大田原の星は本当にきれい。見え方が

全然違う」と感動しています。きれいな星空も守っていきたいです。 

・前の質問でも言いましたが、移民や外国人の労働者は基本的には反対です。ちゃんとしてる

人はいますが、まともに納めてる税金で日本人より優遇されるのは絶対に間違ってる。群馬

県埼玉県では治安も悪く犯罪が多くなっています。産まれてから大田原ですが段々と外国人

が多くなって正直怖いです。 

・最後に物価高で皆んな生活が大変です。税金が高すぎる。今国でも問題になっていますが、

大田原ならやれると思います。是非見直しをしていただきたいです。よろしくお願いします。 

・特にありません。 

・上石上地区に居住しております 28 年になりますが、分譲地を購入して住宅を建てましたが

先住の農家の方々など後から上石上に来た人、団地の人はという扱いがあり今後何年住んで

も別物扱いされ、とても住みずらいです 専業農家と、会社員では生活サイクルが違うので

すべて専業農家の人に合わせなくてはいけないので大変です 

・いつも大田原市についてよく考えてくださって感謝いたします、これからもよろしくお願い

いたします。 

・物価高対策 

・努力されていると思いますこれからも住み易い地域として力を発揮されて下さい。 

・黒羽のシャッターが閉まっている店舗に絵が書いてありますが、町と景観が合っていないよ

うに思います。城下町だった黒羽に落書きの様な絵はやめていただきたいです。虫など見た

くない。今年もやるのか不安です。市民の意見は反映されないのでしょうか。書くのなら城

下町らしい日本画が良いと思います。 

・市街地中心部以外ではお年寄りの行動範囲が狭まれている。（・小さな集会所、小さな公園は沢

山ありますが、お年寄りが利用している人はいません。作っただけでもったいないと思いま

す。 

・環境保全活動している企業の評価 

・予算をかけすぎない環境対策をお願いします。 

・「環境基本計画」自体を存じ上げずにいたが、ゴミの分別や余計なものを購入しないなど、

できることをやってはいるが、自治会などに参加して思うことは若い人の参加や意識がもっ

と高まればと思う。 

・環境対策も大切ですが、私はその中に住む人間（市民）の変化が気になります。老人世帯だ

らけ、又、新築住宅に転入されても挨拶なし、自治会加入も拒否、また、子供自体の減少、

静かすぎて、子供の声なんて聞かれません などなど色々気になることばかりで将来が不安

になります。大田原大丈夫なんでしょうか？ 

・大田原市民の為にお勤めありがとうございます。 

・自然を大切に残し住み良い大田原市にしていただきたく、大田原市民として誇れるような町

を願います １人のおばあさんより 

・後は犯罪のない町ですよね。防犯カメラ設置していますか？ポイステ捕まえて罰金取ってそ

ういうお金で町をきれいにしたら、環境政策はお金がかかります。再エネ付加金毎月千円位

取られています。環境政策にハマるとドンドン飛躍して行きます。土葬する土地を探してい

ると公言している知事もいますからね。外国、外国人の為でなく日本国家国民の為、民主主

義国と連携しながら未来の子供達の幸せの為日々、市長、市役所職員頑張って下さい。乱筆

乱文にてよろしく 
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【事業者意識調査】 

大田原市の環境について、市への要望や計画に対する意見や提案、アンケートに対する意見等 

ございましたら、ご自由にお書きください。 

分類 回答 

ごみ・リサイクル ・令和 6年度から運用が開始された、家庭用一般廃棄物の容器包装プラの回収など、もっ

と、ごみを分別するようにすることで、排出者側の意識、負担を高めるようにすること

で、行政側としての、ごみ処理の品質を高め、コストを抑える取り組みを進めて行くこ

とで、環境の改善を進めて欲しい。 

・事業所から出るゴミは、すべて、有料にすべきだと思います。介護事業所等は特に、見

直す必要があると思います。 

・ごみの分別について（（家庭の話ですが）①びん・ガラスの分別がわかりにくい（（マニュ

アルがわかりにくい）（割れた・こまかくくだけたびん、ガラスは紙につつんで？箱に

入れる？袋に？など）ガラスごみも袋でなくコンテナにしてほしい→１個の割れたコッ

プを捨てるのに、専用袋１枚使う、ようなことになっている。②白色トレイは専用袋？

プラゴミでいいなら白色トレイ用は不要では？③雑紙ごみがほとんど出されてないよ

うに思う。さらに周知してはどうか、と思います。 

・プラスチックゴミの集収を１／Ｗにしてもらいたいです。 

・リサイクルしたいが、廃棄量が少なく、業者が回収してもらえない物など、市として、

一括回収するなどして、リサイクル化への手助けをして頂けると良い。（ハイプラスチ

ックなど）※量が少ないと産業廃棄物になってしまう。 

環境保護・改善 ・那珂川や八溝山系、田園の観察会や保全活動を企業市民に呼びかけてはいかがでしょう

か。身近な自然を知る。案１）．那珂川堤防に沿って桜並木の植樹。→サイクリングロー

ドの整備。→桜祭り。案２）．トレッキング、もみじなど、紅葉樹の植樹。→大田原市の

絶景、歴史のある所。→登山道、整備。→もみじ祭り。 

・防火用下水だと思いますので整備をお願いしたい草が生えて蚊の温床になって、窓も開

けられないです。 

・近年多雨による河川の増水と共に洪水の頻度も高まっています。河川の中洲がある為に

素直な流れにならないのでは？釣人にはかかせない中洲とは思いますが、次第に大きく

なり、水流の蛇行域も大きくなり氾濫の危険性も高まります。 

・樹木伐採が散見される。（街路樹や公共の場などで）伐採が本当に必要であったのか疑

義がある。 

・現在山の木材の伐採等があちこちで進んでおりますが、その後の木々の緑の保存など温

暖化の考慮はすでに対処済みと思いますが、心配ですね。太陽こうの設置等などでは中

国が進出してきている点もこの先心配（私ごとではありますが） 

エネルギー ・電気（ＥＶ）自動車のコンセント（スタンド）整備して下さい。 

太陽光発電 ・新築住居には、大陽光発電を、義務つげる。 

・現在山の木材の伐採等があちこちで進んでおりますが、その後の木々の緑の保存など温

暖化の考慮はすでに対処済みと思いますが、心配ですね。太陽こうの設置等などでは中

国が進出してきている点もこの先心配（私ごとではありますが） 

その他 ・特になし 

・事業主と専従者２人の事業なのでどのように対応したら良いかわからない 

・若い世代に大田原市に居ついてもらう方策を優先して実施してほしい、手遅れになる前

に。 

・補助金の制度などを強化してほしい 

 


